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ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
編
著

『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』
試
訳
（
そ
の
五
）

鈴
木　

滿　

訳
・
注

＊
凡
例

１
．
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
編
著
『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』（
一
八
五
三
）（
略
称
を
Ｄ
Ｓ
Ｂ
と
す
る
）
の
訳
・
注
で
あ
る
本
稿
の
底
本
に
は
次
の
版
を

使
用
。

D
eutsches Sagenbuch von Ludw

ig Bechstein. M
it sechzehn H

olzschnitten nach Zeichnungen von A
. Ehrhardt. Leipzig, V

erlag von 
Georg W

igand. 1853. ; Reprint. N
abu Press. 

初
版
リ
プ
リ
ン
ト
。
因
み
に
一
〇
〇
〇
篇
の
伝
説
を
所
収
。

２
．
Ｄ
Ｓ
Ｂ
所
載
伝
説
の
番
号
・
邦
訳
題
名
・
原
題
は
分
載
試
訳
そ
れ
ぞ
れ
の
冒
頭
に
記
す
。

３
．
ヤ
ー
コ
プ
と
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
の
グ
リ
ム
兄
弟
編
著
『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』（
略
称
を
Ｄ
Ｓ
と
す
る
）
を
参
照
し
た
場
合
、
次
の
版
を
使
用
。

D
eutsche Sagen herausgegeben von B

rüdern G
rim

m
. Zw

ei Bände in einem
 Band. M

ünchen, W
inkler V

erlag. 1981. V
ollständige 

A
usgabe, nach dem

 T
ext der dritten A

uflage von 1891. 

因
み
に
五
八
五
篇
の
伝
説
を
所
収
。

　

な
お
稀
に
で
は
あ
る
が
、
Ｄ
Ｓ
の
英
語
訳
で
あ
る
次
の
版
（
略
称
を
Ｇ
Ｌ
と
す
る
）
も
参
照
し
た
。

T
he G

erm
an Legends of the Brothers G

rim
m

. V
ol.1/2. Edited and translated by D

onald W
ard. Institute for the Study of H

um
an 
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４
．
Ｄ
Ｓ
Ｂ
所
載
伝
説
と
Ｄ
Ｓ
所
載
伝
説
の
対
応
関
係
に
つ
い
て
は
、
分
載
試
訳
冒
頭
に
記
す
Ｄ
Ｓ
Ｂ
の
番
号
・
邦
訳
題
名
・
原
題
の
下
に
、
ほ
ぼ
該
当
す
る

Ｄ
Ｓ
の
番
号
・
原
題
を
記
す
。
た
だ
し
、Ｄ
Ｓ
Ｂ
所
載
記
事
の
僅
か
な
部
分
が
Ｄ
Ｓ
所
載
伝
説
に
該
当
す
る
場
合
は
こ
こ
に
は
記
さ
ず
、本
文
に
注
番
号
を
附
し
、

「
Ｄ
Ｓ
＊
＊
＊
に
詳
し
い
」
と
注
記
す
る
に
留
め
る
。

５
．
地
名
、
人
名
の
注
は
文
脈
理
解
を
目
的
と
し
て
記
し
た
。
史
実
の
地
名
、
人
名
と
の
食
い
違
い
が
散
見
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
殊
更
言
及
し
な

い
こ
と
を
基
本
と
す
る
。
た
だ
し
、
注
で
こ
れ
が
明
白
に
な
る
分
は
い
た
し
か
た
な
い
。

６
．
語
ら
れ
て
い
る
事
項
を
、
日
本
に
生
き
る
現
代
人
が
理
解
す
る
一
助
と
な
る
か
も
知
れ
な
い
、
と
、
訳
者
が
判
断
し
た
場
合
に
は
、
些
細
に
亘
り
過
ぎ
る

弊
が
あ
ろ
う
と
も
、
あ
え
て
注
に
記
し
た
。
こ
う
し
た
注
記
に
お
け
る
訳
者
の
誤
謬
へ
の
ご
指
摘
、
お
よ
び
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
も
注
記
が
必
要
、
と
い
っ

た
ご
高
教
を
賜
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
ま
こ
と
に
幸
い
で
あ
る
。

７
．
伝
説
タ
イ
ト
ル
の
ド
イ
ツ
語
綴
り
は
原
文
の
ま
ま
。

８
．
本
文
お
よ
び
注
に
お
け
る
〔　
　
　

〕
内
は
訳
者
の
補
足
で
あ
る
。

＊
分
載
試
訳
（
そ
の
一
）
の
伝
説

　
　
　

一 

ド
イ
ツ
の
大
河
ラ
イ
ン
の
話V
om

 deutschen Rheinstrom
.

　
　
　

二 

ス
イ
ス
の
民
の
起
源D

es Schw
eizervolkes U

rsprung.　
　
　

*D
S514 A

usw
anderung der Schw

eizer.

　
　
　

三 

聖
ザ
ン
ク
ト
ガ
ル
スSanct Gallus.

　
　
　

四 

聖
ザ
ン
ク
ト
ガ
レ
ン
の
修
道
士
た
ち
が
祈
り
を
捧
げ
て
葡ワ

イ

ン
萄
酒
を
授
か
るD

ie St. Galler M
önche erbeten W

ein.

　
　
　

五 

ダ
ゴ
バ
ー
ト
の
徴し
る
しD

agoberts Zeichen.　
　
　

*D
S439 D

agoberts Seele im
 Schiff. /　

*D
S440 D

agobert und seine H
unde.

　
　
　

六 

テ
ル
伝
説D

ie T
ellensage.　

　
　

*D
S298 D

ie drei T
elle. / *D

S515 D
ie O

chsen auf dem
 A

cker zu M
elchtal./ *D

S516 D
er 

Landvogt im
 Bad. / *D

S517 D
er Bund im

 Rütli./ *D
S518 W

ilhelm
 T

ell.

　
　
　

七 

ル
ツ
ェ
ル
ン
の
ホ
ル
ン
と
殺
害
の
夜Luzerner H

örner und M
ordnacht.　

　
　

*D
S519 D

er K
nabe erzählt ,s dem

 O
fen. / *D

S520 
D

er Luzerner H
arschhörner.

　
　
　

八 

ホ
ー
エ
ン
ザ
ク
ス
の
殿
た
ちD

ie H
erren von H

ohensax. 

　
　
　

九 

イ
ー
ダ
・
フ
ォ
ン
・
デ
ア
・
ト
ッ
ゲ
ン
ブ
ル
クIda von der T

oggenburg.　
　
　

*D
S513 Idda von T

oggenburg.

　
　

一
〇 

ピ
ラ
ト
ゥ
ス
と
群ヘ
ー
ル
ド
マ
ン
ド
リ

れ
な
す
小
人D

er Pilatus und die H
erdm

anndli.　
　
　

*D
S150 D

ie Füße der Zw
erge.
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一
一 

獣
と
魚
を
守
る
山ベ
ル
ク
マ
ン
ド
リ

の
小
人D

ie Bergm
anndli schützen H

eerden und Fische. 　
　
　

*D
S302 D

er Gäm
sjäger.

　
　

一
二 

群ヘ
ー
ル
ド
マ
ン
ド
リ

れ
な
す
小
人
の
退
去D

ie H
erdm

anndli ziehen w
eg.　

　
　

*D
S148　

D
ie Zw

erge auf dem
 Baum

. / *D
S149 D

ie Zw
erge auf 

dem
 Felsstein.

　
　

一
三 
デ
ュ
ル
ス
トD

er D
ürst.　

　
　

*D
S 172 D

er w
ilde Jäger H

ackelberg. / *D
S270 D

er T
ürst, das Posterli und die Sträggele. / 

*D
S312 D

ie T
ut-O

sel.

　
　

一
四 

有ド
ラ
ッ
ヘ
翼
龍
た
ち
と
無リ
ン
ト
ヴ
ル
ム

翼
龍
た
ち
の
話V

on D
rachen und Lindw

ürm
en.　

　
　

*D
S217 D

er D
rache fährt aus.

　
　

一
五 

ヴ
ィ
ン
ケ
ル
リ
ー
ト
と
無リ
ン
ト
ヴ
ル
ム

翼
龍　

W
inkelried und der Lindw

urm
.　

　
　

*D
S218 W

inkelried und der Lindw
urm

. / *D
S220 D

as 
D

rachenloch.

　
　

一
六 

カ
ス
テ
レ
ン
高ア

ル

プ

原
牧
場K

astelen A
lpe.

　
　

一
七 

おブ
リ
ュ
ー
メ
リ
ス

花
の
高ア

ル

プ

原
牧
場Blüm

elis A
lpe.　

　
　

*D
S93 Blüm

elisalp.

　
　

一
八 

マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
に
現
れ
た
永
遠
の
ユ
ダ
ヤ
人D

er ew
ige Jude auf dem

 M
atterhorn.　

　
　

*D
S344 D

er Ew
ige Jude auf dem

 
M

atterhorn. / *D
S345 D

er K
essel m

it Butter.

　
　

一
九 

巖い
わ
か
べ壁
の
聖
母M

utter Gottes am
 Felsen.　

　
　

*D
S348 D

as M
uttergottesbild am

 Felsen.

　
　

二
〇 

動
物
た
ち
の
楽
園D

as Paradies der T
hiere.　

　
　

*D
S300 D

ie Zirbelnüsse. / *D
S301 D

as Paradies der T
iere.

　
　

二
一 

悪ト
イ
フ
ェ
ル
ス
ブ
リ
ュ
ッ
ケ

魔
の
橋D

ie T
eufelsbrücke. 　
　
　

*D
S337 D

ie T
eufelsbrücke.

　
　

二
二 

牡シ
ュ
テ
ィ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ

牛
の
小
川D
er Stierenbach. 　
　
　

*D
S143 D

er Stierenbach.

　
　

二
三 

よベ
ッ
サ
ー
シ
ュ
タ
イ
ン

り
良
き
石D

er Besserstein.

　
　

二
四 

十ク
ロ
イ
ツ
リ
ベ
ル
ク

字
架
山D

er K
reuzliberg. 　

　
　

*D
S340 D

er K
reuzliberg.

　
　

二
五 

骰ヴ
ュ
ル
フ
ェ
ル
ヴ
ィ
ー
ゼ

子
が
原D

ie W
ürfelw

iese.

　
　

二
六 

バ
ー
ゼ
ル
の
時
の
鐘D

ie Basler U
hrglocke.

　
　

二
七 

ア
ウ
グ
ス
ト
近
郊
な
る
異ハ
イ
デ
ン
教
徒
穴
ロ
ッ
ホ
の
蛇
乙
女D

ie Schlangenjungfrau im
 H

eidenloch bei A
ugust. 　

　
　

*D
S13 D

ie Schlangenjungfrau.

　
　

二
八 

ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
公
誓
言
を
守
るH

erzog Bernhard hält sein W
ort.

　
　

二
九 

忠
実
な
エ
ッ
カ
ル
ト
の
話V

om
 treuen Eckart.

　
　

三
〇 

ツ
ェ
ー
リ
ン
ゲ
ン
家
の
起
源D

er Zähringer U
rsprung.　

　
　

*D
S527 U

rsprung der Zähringer.

　
　

三
一 

巨
人
の
玩お
も
ち
ゃ具D

as Riesenspielzeug. 　
　
　

*D
S17 D

as Riesenspielzeug. / *D
S325 D

ie Riesen zu Lichtenberg.
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三
二 

蟇ク
レ
ー
テ
ン
シ
ュ
ト
ゥ
ー
ル

蛙
の
椅
子K

rötenstuhl. 　
　
　

*D
S223 D

er K
rötenstuhl.

　
　

三
三 

粉
挽ひ

き
小
屋
の
熊く
まD

er M
ühlenbär.

　
　

三
四 

司コ

ー

ル

教
座
聖
堂
王
ケ
ー
ニ
ヒChorkönig.

　
　

三
五 

聖
ザ
ン
ク
ト

オ
ッ
テ
ィ
ー
リ
アSankt O

ttilia.

　
　

三
六 
父
と
息
子V

ater und Sohn.

　
　

三
七 
大
聖
堂
の
時
計D

ie M
ünster-U

hr.

　
　

三
八 
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
の
射
撃
祭
と
チ
ュ
ー
リ
ヒ
の
粥か
ゆStraßburger Schießen und Zürcher Brei.

　
　

三
九 

ブ
レ
ッ
テ
ン
の
小
犬D

as H
ündchen von Bretten. 　

　
　

*D
S96 D

as H
ündlein von Bretta.

　
　

四
〇 

ト
リ
フ
ェ
ル
スT

rifels.

　
　

四
一 

カ
イ
ザ
ー
ス
ラ
ウ
テ
ル
ン
の
赤
デ
ア
・
ロ
ー
ト
バ
ル
ト
髭

D
er Rotbart zu K

aiserslautern. 　
　
　

*D
S296 K

aiser Friedrich zu K
aiserslautern.

　
　

四
二 

舟
に
乗
る
修
道
士
た
ちD

ie schiffenden M
önche. 　

　
　

*D
S276 D

ie überschiffenden M
önche.

　
　

四
三 

シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
鉢
シ
ュ
ッ
セ
ルD

ie Schw
abenschüssel.

　
　

四
四 

シ
ュ
パ
イ
ア
ー
の
弔
鐘D

ie T
odtenglocken zu Speier.

　
　

四
五 

ヴ
ォ
ル
ム
ス
の
ユ
ダ
ヤ
人
た
ちD

ie Juden in W
orm

s.

　
　

四
六 

ダ
ー
ル
ベ
ル
ク
一
族
の
話V

on den D
ahlbergen.

　
　

四
七 

ヴ
ォ
ル
ム
ス
の
象
徴　

W
orm

ser W
ahrzeichen.

　
　

四
八 

ラ
イ
ン
の
王
女D
ie K

önigstochter vom
 Rhein.

　
　

四
九 

オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
近
郊
の
スシ
ュ
ヴ
ェ
ー
デ
ン
ゾ
イ
レ

ウ
ェ
ー
デ
ン
柱Schw

edensäule bei O
ppenheim

.

　
　

五
〇 

ジ
ー
ゲ
ン
ハ
イ
ムSiegenheim

.

　
　

五
一 

イイ
ェ
ッ
テ
ン
・
ビ
ュ
ー
エ
ル

ェ
ッ
テ
の
丘
と
王ケ
ー
ニ
ヒ
ス
シ
ュ
ト
ゥ
ー
ル

の
椅
子Jetten-Bühel und K

önigsstuhl.　
　
　

*D
S139 D

er Jettenbühel zu H
eidelberg.

　
　

五
二 

聖
ザ
ン
ク
ト
カ
タ
リ
ー
ナ
の
手
袋St. K

atharinen ,s H
andschuh.

　
　

五
三 

ロ
ー
デ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
進
発D

es Rodensteiners A
uszug. 　

　
　

*D
S170 Rodensteins A

uszug.

　
　

五
四 

エ
ー
ギ
ン
ハ
ル
ト
と
エ
マEginhart und Em

m
a. 　

　
　

*D
S457 Eginhart und Em

m
a.

　
　

五
五 

ヴ
ィ
ン
デ
ッ
ク
一
族D

ie W
indecker.

　
　

五
六 

ロ
ル
シ
ュ
の
タ
ッ
シ
ロT

hassilo in Lorsch.
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五
七 

鬼
ヘ
ー
ア
ヴ
ィ
ッ
シ
ュ
火

D
er H

eerw
isch. 　

　
　

*D
S277 D

er Irrw
isch.

　
　

五
八 

草
地
の
乙
女
と
く
し
ゃ
みD

ie W
iesenjungfrau und das N

ießen. 　
　
　

*D
S224 D

ie W
iesenjungfrau. / *D

S225 D
as N

iesen im
 W

asser.
　
　

五
九 

沈
ん
だ
修
道
院D

as versunkene K
loster.

　
　

六
〇 
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
無リ
ン
ト
ヴ
ル
ム

翼
龍　

D
er Lindw

urm
 auf Frankenstein. 　

　
　

*D
S219 D

er Lindw
urm

 am
 Brunnen.

＊
分
載
試
訳
（
そ
の
二
）
の
伝
説

　
　

六
一 

フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
驢ろ

ば馬
扶ふ

ち持D
as Frankensteiner Eselslehen.

　
　

六
二 

黄
金
の
マ
イ
ン
ツD

as goldne M
ainz.

　
　

六
三 

ハ
ッ
ト
ー
、
ヘ
ー
リ
ガ
ー
、
ヴ
ィ
リ
ギ
スH
atto, H

eriger und W
illigis.　

　
　

*D
S242 D

er Binger M
äuseturm

. / *D
S474 D

as Rad 
im

 M
ainzer W

appen.

　
　

六
四 

マ
イ
ン
ツ
の
聖
な
る
十
字
架D

ie heiligen K
reuze zu M

ainz.

　
　

六
五 

ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
女フ
ラ
ウ
エ
ン
ロ
ー
プ

人
讃
美
の
葬
礼H

einrich Frauenlob ,s Begängniß.

　
　

六
六 

聖
女
ビ
ル
ヒ
ル
デD

ie heilige Bilihilde.

　
　

六
七 

フ
ラ
ン
ク
族
の
渉フ

ル

ト
り
場D

er Franken Furt. 　
　
　

*D
S455 Erbauung Frankfurts.

　
　

六
八 

王
の
降ヴ
ァ
イ
ナ
ハ
ト

誕
祭D

es K
önigs W

eihnacht.

　
　

六
九 

エ
ッ
シ
ェ
ン
ハ
イ
ム
塔
の
話V

om
 Eschenheim

er T
hurm

. 

　
　

七
〇 

フ
ァ
ル
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
悪ト
イ
フ
ェ
ル
ス
ヴ
ェ
ー
ク

魔
の
道D

er T
eufelsw

eg auf Falkenstein. 

　
　

七
一 

エ
ッ
プ
シ
ュ
タ
イ
ン
一
族D

ie Eppsteiner.

　
　

七
二 

血ブ
ル
ー
ト
リ
ン
デ

の
科
の
木Blutlinde.

　
　

七
三 

神ノ
ー
ト
・
ゴ
ッ
テ
ス

の
難
儀N

oth Gottes.

　
　

七
四 

レ
ー
ダ
ー
ベ
ル
クRäderberg. 　
　
　

*D
S279 Räderberg.

　
　

七
五 

囁さ
さ
や
き
声D

ie W
isperstim

m
e.

　
　

七
六 

燃
え
る
炭D

ie glühenden K
ohlen.

　
　

七
七 

死
を
告
げ
る
鳩は
とT

aube zeigt denT
od an.
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七
八 

ト
ハ
ウ
ン
の
猿D

er A
ffe zu D

haun.
　
　

七
九 

坊
さ
ん
の
帽
子D

as Pfaffenkäppchen.
　
　

八
〇 

長
靴
一
杯
の
葡ワ

イ

ン
萄
酒　

D
er Stiefel voll W

ein.
　
　

八
一 

荒デ
ア
・
ヴ
ィ
ル
デ
・
イ
ェ
ー
ガ
ー

れ
狂
う
猟
師D

er w
ilde Jäger.

　
　

八
二 
シ
ュ
パ
ン
ハ
イ
ム
の
創
設Spanheim

s Gründung.

　
　

八
三 
モ
ー
ゼ
ル
葡ワ

イ

ン
萄
酒　

の
起
源
の
話V

om
 U

rsprung des M
oselw

eins.

　
　

八
四 
聖
人
た
ち
の
墓D

er H
eiligen Gräber.

　
　

八
五 

メ
ッ
ツ
は
踊
る
の
お
断
りM

etz versagt den T
anz.

　
　

八
六 

ヴ
ィ
ル
ド
ゥ
ン
グ
の
悪
魔
と
の
盟
約
者D

er T
eufelsbündner in V

irdung. 　
　
　

*D
S536 D

er V
irdunger Bürger.

　
　

八
七 

貞
女
フ
ロ
レ
ン
テ
ィ
ー
ナD

ie getreue Frau Florentina. 　
　
　

*D
S537 D

er M
ann im

 Pflug.

　
　

八
八 

ト
リ
ー
ア
の
齢よ
わ
いT

rier ,s A
lter.

　
　

八
九 

聖
ザ
ン
ク
ト
ア
ル
ヌ
ル
フ
の
指
環Sankt A
rnulf ,s Ring.

　
　

九
〇 

天
罰
覿て
き
め
ん面Frevel w

ird bestraft.

＊
分
載
試
訳
（
そ
の
三
）
の
伝
説

　
　

九
一 

殉
教
者
た
ち
の
墓D
ie M

artyrer-Gräber.

　
　

九
二 

聖
女
ゲ
ノ
フ
ェ
ー
フ
ァD

ie heilige Genofeva. 　
　
　

*D
S538 Siegfried und Genofeva.

　
　

九
三 

ラ
イ
ン
河
畔
の
酒
神
た
ちD

ie W
eingötter am

 Rhein.

　
　

九
四 

七
人
姉
妹D

ie sieben Schw
estern.

　
　

九
五 

ル
ー
ル
ラ
イLurlei.

　
　

九
六 

聖
ザ
ン
ク
ト
ゴ
ア
ー
ル
の
奇
蹟Sankt Goars W

under.

　
　

九
七 

兄
と
弟D

ie Brüder.

　
　

九
八 

さ
す
ら
い
歩
く
修
道
女D

ie w
andelnde N

onne.

　
　

九
九 

シ
ュ
タ
イ
ン
の
奥
方D

ie Frau von Stein.
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一
〇
〇 

大
胆
不
敵
な
ク
ル
ツ
ホ
ル
トD

er kühne K
urzhold. 　

　
　

*D
S471 D

er kühne K
urzhold.

　

一
〇
一 

空
の
橋D

ie Luftbrücke.
　

一
〇
二 

ア
ル
テ
ン
ア
ー
ル
の
囚と
ら
わ
れ
人び
と
た
ちD

ie Gefangenen auf A
ltenahr.

　

一
〇
三 
ジ
ー
ベ
ン
ビ
ュ
ル
ク
の
話V

om
 Siebenbürg.

　

一
〇
四 
ロロ
ー
ラ
ン
ツ
エ
ッ
ク

ー
ラ
ン
ト
の
角Rolandseck.

　

一
〇
五 

リ
ュ
ー
デ
リ
ヒ
の
鉱
夫
た
ちD

ie K
nappschaft im

 Lüderich. 

　

一
〇
六 

最
後
の
種
蒔ま

きD
ie letzte Saat.

　

一
〇
七 

古
き
ベ
ル
ク
一
門D

er A
lte-Berg.

　

一
〇
八 

修
道
院
の
驢ろ

ば馬D
er K

losteresel.

　

一
〇
九 

花
咲
け
る
司
教
杖D

er blühende Bischofstab.

　

一
一
〇 

蜜イ
ン
メ
ン
カ
ペ
レ

蜂
の
礼
拝
堂Im

m
enkapelle.

　

一
一
一 

ニ
ー
ベ
ル
ン
グ
・
フ
ォ
ン
・
ハ
ル
デ
ン
ベ
ル
ク
と
小
人
の
ゴ
ル
デ
マ
ー
ルN

ibelung von H
ardenberg und der Zw

erg Goldem
ar.

　

一
一
二 

聖
な
る
ケ
ル
ンD

as heilige K
öln.

　

一
一
三 

市
民
マ
ル
シ
リ
ウ
スD

er Bürger M
arsilius.

　

一
一
四 

ケ
ル
ン
大
聖
堂
の
伝
説D

ie K
ölner D

om
-Sage. 　

　
　

*D
S205 D

er D
om

 zu K
öln. 

　

一
一
五 

ア
ル
ベ
ル
ト
ゥ
ス
・
マ
グ
ヌ
スA

lbertus M
agnus. 　

　
　

*D
S495 A

lbertus M
agnus und K

aiser W
ilhelm

. 

　

一
一
六 

グ
リ
ュ
ー
ン
殿
と
獅ラ
イ
オ
ン子H

err Gryn und der Löw
e.

　

一
一
七 

床
の
穴
か
ら
覗の
ぞ

く
馬
た
ちD

ie Pferde aus dem
 Bodenloch. 　

　
　

*D
S341 D

ie Pferde aus dem
 Bodenloch.

　

一
一
八 

馬
で
回
っ
て
手
に
入
れ
た
森U

m
rittener W

ald.

　

一
一
九 

カ
ー
ル
皇
帝
の
林り
ん
ご檎

の
切
れ
端K

aiser K
arls A

pfelschnitze.

　

一
二
〇 

ア
ー
ヘ
ン
大
聖
堂D

om
 zu A

achen.　
　
　

*D
S187 D

er W
olf und der T

annenzapf.

　

一
二
一 

ポ
ネ
レ
ン
塔
ト
ゥ
ル
ム
の
悪
魔D

er T
eufel im

 Ponellenthurm
. 　

　
　

*D
S188 D

er T
eufel von A

ch.

　

一
二
二 

ア
ー
ヘ
ン
を
見
下
ろ
す
ロ
ー
ス
山ベ
ル
ク
の
話V

om
 Loosberg über A

achen.

　

一
二
三 

蛇
の
指ゆ
び
わ環 Schlangenring. 　

　
　

*D
S459 D

er K
aiser und die Schlange.

　

一
二
四 

カ
ー
ル
皇
帝
の
帰
還K

aiser K
arl kehrt heim

.　
　
　

*D
S444 K

arls H
eim

kehr aus U
ngerland.
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一
二
五 

フ
ァ
ス
ト
ラ
ー
ダ
の
愛
の
魔
法Fastrada ,s Liebeszauber. 　
　
　

*D
S448 D

er Ring im
 See bei A

achen. / *D
S459 D

er K
aiser und 

die Schlange.
　

一
二
六 

カ
ー
ル
大
帝
の
死
と
奥お
く
津つ

城きK
arl des Großen T

od und Grab. 　
　
　

*D
S481 O

tto III. in K
arls Grabe.

　

一
二
七 

ア
ー
ヘ
ン
の
神テ
ン
プ
ラ
ー
キ
ル
ヒ
ェ

殿
騎
士
教
会T

em
plerkirche zu A

achen.

　

一
二
八 
ア
ー
ヘ
ン
の
ヒ
ン
ツ
小ラ
イ
ン人
た
ちD

ie H
inzlein zu A

achen.

　

一
二
九 
ペ
ル
フ
ィ
ッ
シ
ュ
で
演
奏
し
た
屈く
ぐ
せ背
の
楽
士
た
ちD

ie buckligen M
usikanten auf dem

 Pervisch.

　

一
三
〇 
翔と

び
行
く
オ
ラ
ン
ダ
人D

er fliegende H
olländer.

　

一
三
一 

ス
パ
な
る
聖
レ
マ
ク
ル
ス
の
足
跡Sankt Rem

aclus Fuß zu Spaa.

　

一
三
二 

眠
れ
る
子
ど
も
た
ちD

ie schlafenden K
inder.

　

一
三
三 

駿し
ゅ
ん
め馬
バ
イ
ヤ
ー
ル
と
バ
イ
ヤ
ー
ル
の
城や
か
た館Roß Bayard und Schloß Bayard.

　

一
三
四 

ル
ー
ヴ
ェ
ン
の
死
者
た
ちD

ie T
odten in Löw

en.

＊
分
載
試
訳
（
そ
の
四
）
の
伝
説

　

一
三
五 

白
鳥
の
騎
士D

er Schw
anritter. 　
　
　

*D
S544 D

er Schw
anritter./ *D

S540 D
er Ritter m

it dem
 Schw

an.

　

一
三
六 

「
ゲ
ル
レ
、
ゲ
ル
レ
！
」,,Gerle, Gerle! ,,

　

一
三
七 

巨
人
の
手
を
投
げ
るD

es Riesen H
andw

erfen.

　

一
三
八 

レヘ
ー
ル
・
レ
ム

ム
殿H

err Lem
.

　

一
三
九 

ガ
ン
ゴ
ル
フ
の
泉Gangolfs Brunnen.

　

一
四
〇 

イ
ザ
ベ
ラ
色D

ie Isabellenfarbe.

　

一
四
一 

フ
ァ
ウ
ス
ト
博
士
と
そ
の
悪
魔
ヨ
ー
ス
トD

octor Faust und sein T
eufel Jost.

　

一
四
二 

魔
術
師
ア
グ
リ
ッ
パ
の
話V

om
 Zauberer A

grippa.

　

一
四
三 

ヤ
ン
・
フ
ァ
ン
・
ニ
ヴ
ェ
ル
の
犬D

er H
und des Jan von N

ivelle.

　

一
四
四 

聖
ザ
ン
ク
ト
〔
＝
聖シ
ン
ト
〕
ヨ
ハ
ニ
ス
の
林り
ん
ご檎St. Johannisäpfel.

　

一
四
五 

一
年
の
日
数
だ
け
の
子
ど
もSoviel K

inder als T
age im

 Jahre. 　
　
　

*D
S584 Soviel K

inder als T
ag , im

 Jahr.
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一
四
六 

永
遠
の
猟
師D

er ew
ige Jäger.

　

一
四
七 

悪い
た
ず
ら戯
妖
精
ク
ル
ッ
デT

ückebold K
ludde.

　

一
四
八 

悪い
た
ず
ら戯
妖
精
ロ
ッ
ダ
ー
と
背ラ

ン

ゲ

・

高
の
っ
ぽ
の
ワ
ッ
パ
ーD

ie T
ückebolde Lodder und lange W

apper.

　

一
四
九 
妖
精
オ
ッ
シ
ャ
ー
ル
トD

er Geist O
sschaert.

　

一
五
〇 
夢マ
ー
ル魔D

ie M
ahr.

　

一
五
一 

ク
ラ
バ
ウ
タ
ー
小メ
ン
ヒ
ェ
ン
人D

ie K
laubauterm

ännchen.

　

一
五
二 

ニ
ク
ス
の
フ
レ
ル
スN

ix Flerus.

　

一
五
三 

女メ
ー
ル
ミ
ン

の
人
魚
た
ちD

ie M
eerm

innen.

　

一
五
四 

フ
リ
ー
ス
ラ
ン
ト
の
妖
精
た
ちGeister in Friesland.

　

一
五
五 

ス
タ
ー
フ
ォ
レ
ン
の
起
源Stavorens U
rsprung.

　

一
五
六 

火
フ
ォ
イ
ア
ー
・
ピ
ュ
ッ
ツ

の
泉

D
er Feuer-Pütz.

　

一
五
七 

湧わ

き
溢あ
ふ
れ
る
水
ヴ
ァ
ッ
サ
ー
・
ピ
ュ
ッ
ツ

の
泉

D
er überquellende W

asser-Pütz.

　

一
五
八 

ス
タ
ー
フ
ォ
レ
ン
の
不
思
議
な
穀
物
と
奥フ
ラ
ウ
エ
ン
ザ
ン
ト

方
の
砂
山D

as W
underkorn von Stavoren und der Frauensand. 　

　
　

*D
S240 D

er 
Frauensand.

　

一
五
九 

ス
タ
ー
フ
ォ
レ
ン
の
凋ち
ょ
う
ら
く
落Stavorens U

ntergang. 　
　
　

*D
S239 D

er taube K
orn.

　

一
六
〇 

七
人
の
女メ
ー
ル
ミ
ン

の
人
魚
た
ちD

ie sieben M
eerm

innen.

　

一
六
一 

フ
リ
ー
ス
人
の
改
宗D

er Friesen Bekehrung. 　
　
　

*D
S452 D

es T
eufels goldnes H

aus. / 　
　
　

*D
S451 Ratbot läßt sich 

nicht taufen.

　

一
六
二 

ヴ
ィ
ッ
テ
キ
ン
ト
の
洗
礼W

ittekinds T
aufe. 　

　
　

*D
S453 W

ittekinds T
aufe.

　

一
六
三 

オ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク
の
角ホ

ル

ン
型
杯D

as O
ldenburger H

orn.　
　
　

*D
S547 D

as O
ldenburger H

orn.

　

一
六
四 

獅デ
ア
・
レ
ー
ヴ
ェ
ン
ジ
ー
ガ
ー

子
退
治
の
フ
リ
ー
ド
リ
ヒFriedrich, der Löw

ensieger.　
　
　

*D
S548 Friedrich von O

ldenburg.

　

一
六
五 

オ
ー
ゼ
ン
山ベ
ル
ク
の
小
人
族D

as Zw
ergvolk im

 O
senberge. 　

　
　

*D
S43 D

ie O
senberger Zw

erge.

　

一
六
六 

妖エ
ル
ベ精
た
ちD

ie Erben.

　

一
六
七 

聖ハ
イ
リ
ゲ
ラ
ン
ト

な
る
島D

as heilige Land.

　

一
六
八 

フ
ォ
ジ
ー
テ
の
島Fositesland. 
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一
六
九 

処ユ
ン
グ
フ
ァ
ー
シ
ュ
ト
ゥ
ー
ル

女
た
ち
の
御
座
お
よ
び
ヘ
ル
ゴ
ラ
ン
ト
の
修
道
士D

er Jungfernstuhl und der M
önch auf H

elgoland.
　

一
七
〇 

マ
ニ
ヒ
フ
ア
ー
ルM

annigfual. 
　

一
七
一 

金ゲ
ル
ト
ゾ
ー
ト

の
泉D

er Geldsot.
　

一
七
二 

レ
ー
ヴ
ァ
ー
レ
ー
ヴ
ェRöw

erlöw
e.　

　

一
七
三 
ダ
ン
王K

önig D
an.

　

一
七
四 
千タ
ウ
ゼ
ン
ト
ト
イ
フ
ェ
ル
ス
ダ
ム

匹
悪
魔
堤
防
の
会
戦D

ie Schlacht auf dem
 T

ausendteufelsdam
m

e.

　

一
七
五 
デ
ィ
ト
マ
ル
シ
ェ
ン
と
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
の
奇
蹟
の
樹
木W

underbäum
e in D

itm
arschen und H

olstein. 

　

一
七
六 

デ
ィ
ト
マ
ル
シ
ェ
ン
の
荒デ
ア
・
ヴ
ィ
ル
デ
・
イ
ェ
ー
ガ
ー

れ
狂
う
猟
師D

er w
ilde Jäger in D

itm
arschen.

　

一
七
七 

ア
ー
ベ
ル
王
の
狩
りK

önig A
bels Jagd.

　

一
七
八 

ヴ
ォ
ー
デD

er W
ode.

　

一
七
九 

地ウ
ン
タ
ー
イ
ル
デ
ィ
ッ
シ
ェ

べ
た
の
下
の
衆D

ie U
nterirdischen.

　

一
八
〇 

キ
ー
ル
ク
ロ
プ
フD

ie K
ielkröpfe. 　

　
　

*D
S83 D

ie W
echselbälge im

 W
asser.

　

一
八
一 

ニ
ッ
セ
と
ヴ
ォ
ル
タ
ー
ケ
ンD

ie N
issen und die W

olterkens.

　

一
八
二 

ア
レ
リ
ュ
ン
ケ
ンA

llerünken.

　

一
八
三 

ラ
ン
ツ
ァ
ウ
の
幸
運D

as Glück der Ranzau. 　
　
　

*D
S41 D

ie A
hnfrau von Rantzau.

　

一
八
四 

剣つ
る
ぎ
づ
か遣
いSchw

ertm
ann.

＊
本
分
載
試
訳
（
そ
の
五
）
の
伝
説

　

一
八
五 

黒
の
グ
レ
ー
ト
と
ダ
ー
ネ
ヴ
ェ
ル
クD

ie schw
arze Greth und das D

anew
erk.

　

一
八
六 

王
女
テ
ュ
ー
ラPrinzessin T

hüra.

　

一
八
七 

ザ
ク
セ
ン
族
と
ユ
ー
ト
族D

ie Sassen und die Jüten.

　

一
八
八 

彷さ
ま
よ徨
え
る
髑し

ゃ
れ
こ
う
べ
髏T

otenkopf w
andert.

　

一
八
九 

黒
魔
術
の
学
校D

ie schw
arze Schule.
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一
九
〇 

北
国
版
嘲あ

ざ
け

り
綽あ

だ
な名
と
シ
ル
ダ
の
市
民Spottnam

en und Schildbürger im
 N

orden.
　

一
九
一 

ノ
ル
ト
シ
ュ
ト
ラ
ン
ト
島
の
ル
ン
グ
ホ
ル
ト
村
の
住
民D
ie Rungholter auf N

ordstrand.

　

一
九
二 

老
女
の
真
心D

ie getreue A
lte.

　

一
九
三 
君き

み

信ま
こ
と実
あ
れ
ば
、
臣し

ん

信ま
こ
と実
あ
りT

reuer H
err, treuer K

necht.

　

一
九
四 
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
の
大
聖
堂D

er D
om

 zu Schlesw
ig.

　

一
九
五 

夜
の
婚
礼D

ie nächtliche T
rauung.

　

一
九
六 

足
取
り
速
き
死
の
騎
行D

er schnelle Reiter T
od.

　

一
九
七 

プ
レ
ー
ン
の
魔
法
使
いD
er Zauberer von Plön.

　

一
九
八 

海
賊D

ie Seeräuber.

　

二
〇
〇 

殺
人
を
告
発
す
る
鴨か

も

た
ちEnten zeigen den M

ord an.

　

二
〇
一 

姉
妹
の
塔D
ie Schw

esternthürm
e.

　

二
〇
二 

墓
か
ら
出
た
手D

ie H
and aus dem

 Grabe.

　

二
〇
三 

ブ
リ
ュ
ー
ヒ
ャ
ー
司
教Bischof Blücher.

　

二
〇
四 

死
者
の
客D

er Gast des T
odten.

　

二
〇
五 

テ
ィ
ル
・
オ
イ
レ
ン
シ
ュ
ピ
ー
ゲ
ル
の
墓T

ill Eulenspiegels Grab.

　

二
〇
六 

ボ
ル
ン
ホ
ル
ム
が
踊
っ
て
行
っ
ち
ゃ
うD

ort tanzt Bornholm
 hin.

　

二
〇
七 

三
人
の
親マ

イ
ス
タ
ー方D

ie drei M
eister.

　

二
〇
八 

ラ
ブ
ン
ド
ゥ
ス
の
薔ば

ら薇Rabundus Rose.　
　
　

*D
S265 Rebundus im

 D
om

 zu Lübeck.
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二
〇
九 

森
が
来
るD

er W
ald kom

m
t.

　

二
一
〇 

ヘ
ル
タ
湖ゼ

ーD
er H

ertha-See.　
　
　

*D
S365 D

er heilige See der H
ertha.

　

二
一
一 

パ
ー
ペ
・
デ
ー
ネ
の
鉄

グ
ロ
ッ
ケ
ン
シ
ュ
ピ
ー
ル

琴

Pape D
öne ,s Glockenspiel.

　

二
一
二 

極き
ょ
く
き
ょ
く極
老
女D

ie U
ruralte.

　

二
一
三 
古
き
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
クA

lt-M
eklenburg.

　

二
一
四 
侯
妃
の
夢D

er Fürstin T
raum

.

　

二
一
五 

悪
魔
の
格
子D

as T
eufels-Gitter.

　

二
一
六 

英
国
汗
病D

er englische Schw
eiß.

　

二
一
七 

水ヴ
ァ
ッ
サ
ー
ム
ー
メ

の
精D

ie W
asserm

uhm
e.

　

二
一
八 

聖プ
フ
ィ
ン
グ
ス
テ
ン

霊
降
臨
祭
の
踊
り
手
の
客D

er Gast des Pfingstentänzers.

　

二
一
九 

悪
徳
穀
物
取
引
人
の
客D

er Gast des K
ornw

ucherers.

　

二
二
〇 

聖
な
る
堤
防D

er heilige D
am

m
.

　

二
二
二 

グ
ラ
イ
フ
ス
ヴ
ァ
ル
ト
の
聖

ザ
ン
ク
ト

ニ
コ
ラ
ウ
スSankt N

icolaus in Greifsw
ald. 　

　
　

*D
S134 D

er heilige N
iklas 

und der D
ieb.

　

二
二
三 

ヴ
ィ
ネ
タV

ineta. 

　

二
二
四 

「
災ヴ

ェ
ー
・
イ
ー
バ
ー
・
ポ
ン
メ
ル
ラ
ン
ト

い
な
る
か
な
ポ
ン
メ
ル
ラ
ン
ト
！
」„W

eh über Pom
m

erland! ,,　
　
　

*D
S343 D

as w
eissagende V

öglein.

　

二
二
五 

ユ
ー
リ
ンJulin.
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一
八
五　

黒
の
グ
レ
ー
ト
と
ダ
ー
ネ
ヴ
ェ
ル
ク

　

デ
ン
マ
ー
ク
王
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
一
世
は
ポ
ン
メ
ル
ン
公
ザ
ン
ボ
ー
ル
の
息
女
を
王
妃
と
し
た
が
、
こ
れ
が
邪
悪
な
女
魔
法
使
い
だ
っ

た
。
彼
女
は
黒
の
グ
レ
ー
ト
と
し
か
呼
ば
れ
ず
、
綽あ

だ
な名
を
跳ス

プ
レ
ン
ヘ
ス
ト

ね
馬
と
い
っ
た
。
名
高
い
ダ
ー
ネ
ヴ
ェ
ル
ク
、
か
の
巨
大
で
幅
広
の
土
塁

を
作
っ
た
張
本
人
で
あ
る
。
彼
女
は
こ
れ
を
造
営
す
る
た
め
に
悪
魔
と
盟
約
を
結
び
、
一0

夜
の
内
に
土
塁
を
完
成
さ
せ
よ
、
そ
し
て
入

口
は
た
だ
一
箇
所
の
み
、
し
か
も
鉄
門
と
す
る
よ
う
、
悪
魔
に
命
じ
た
。
そ
の
代
わ
り
、
工
事
が
竣し

ゅ
ん
こ
う工
し
た
暁
、
土
塁
に
初
め
て
足

を
踏
み
入
れ
る
も
の
を
そ
の
ほ
う
に
遣
わ
そ
う
、
と
。
そ
こ
で
悪
魔
は
数
限
り
な
い
労
働
者
の
大
群
を
所
定
の
原
野
に
配
置
し
た
。
大

群
の
一
人
一
人
が
被か

ぶ

っ
て
い
た
鉄
の
帽
子
に
た
っ
た
三
回
原
野
の
土
を
盛
っ
た
だ
け
で
、
土
塁
は
で
き
あ
が
り
、
悪
魔
は
鉄
の
門
扉
の

後
ろ
に
隠
れ
て
待
ち
伏
せ
を
し
た
。
す
ぐ
に
目
に
留
ま
っ
た
の
は
街
道
を
こ
ち
ら
へ
や
っ
て
来
る
立
派
な
身
な
り
の
馬
上
の
人
。
悪
魔

は
今
や
遅
し
と
獲
物
を
待
ち
受
け
た
。
と
こ
ろ
で
騎
馬
の
者
は
た
ま
た
ま
尨む

く

犬い
ぬ

を
一
匹
連
れ
て
い
た
の
だ
が
、
こ
れ
が
い
か
に
も
犬
ら

し
く
主
人
の
先さ

き
が駈
け
を
し
た
。
そ
こ
で
〔
人
間
の
魂
が
手
に
入
ら
ず
、
当
て
が
外
れ
〕、
怒
り
狂
っ
た
悪
魔
は
犬
を
ず
た
ず
た
に
引
き

裂
い
た
。
ロ
イ
ス
川
に
架
か
る
橋
で
の
ア
ル
プ
ス
羚か

も
し
か羊
、
レ
ー
ゲ
ン
ス
ブ
ル
ク
橋
上
の
犬
、
ア
ー
ヘ
ン
大
聖
堂
内
の
狼

お
お
か
み

と
同
様
に
。

こ
れ
は
通
常
こ
う
し
た
伝
説
に
谺こ

だ
ま

す
る
主
題
で
あ
る
。

　

さ
て
兇
猛
な
黒
の
グ
レ
ー
ト
、
綽
名
し
て
跳ス

プ
レ
ン
ヘ
ス
ト

ね
馬
は
、
そ
も
そ
も
が
神
を
蔑な

み

す
る
忌
ま
わ
し
い
生
涯
を
送
っ
た
の
で
、
彼
女
が
犯

し
た
お
ぞ
ま
し
い
罪
業
の
罰
と
し
て
、
亡
霊
と
な
っ
て
毎
夜
悪
魔
の
工
作
物
で
あ
る
ダ
ー
ネ
ヴ
ェ
ル
ク
の
上
を
騎
行
す
る
よ
う
定
め
ら

れ
た
。
そ
の
姿
を
目
撃
し
た
者
は
多
い
。
纏ま

と

う
衣
装
は
悉

こ
と
ご
と

く
黒
、
一
方
乗
馬
の
色
は
白
、
馬
の
吐
く
息
は
焰ほ

の
お

。
白
装
束
の
精
霊
が

二
体
付
き
添
っ
て
お
り
、
三
者
は
荒デ

ア
・
ヴ
ィ
ル
デ
・
イ
ェ
ー
ガ
ー

れ
狂
う
猟
師
さ
な
が
ら
ホ
リ
ン
グ
シ
ュ
テ
ー
デ
か
ら
ハ
ッ
デ
ビ
ュ
ー
ま
で
疾
走
し
た
り
跳
び
は
ね

た
り
し
て
行
く
。
亡
霊
は
自
分
が
作
ら
せ
た
土
塁
上
に
何
か
建
て
ら
れ
る
の
は
我
慢
で
き
な
い
。
ハ
ッ
デ
ビ
ュ
ー
近
傍
の
ダ
ー
ネ
ヴ
ェ

（　

）
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）
 4

（　
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ル
ク
の
あ
る
箇
所
は
跳ス

プ
レ
ン
ヘ
ス
ト

ね
馬
に
因ち

な

ん
で
特
別
に
マ
ル
ガ
レ
ー
テ
ン
ヴ
ェ
ル
ク
と
呼
ば
れ
、
彼
女
が
最
も
頻
繁
に
見
掛
け
ら
れ
る
の
は

こ
こ
で
あ
る
。

　

シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ガ
ー
・
ホ
ル
ム
に
住
む
貧
し
い
漁
師
た
ち
が
、
一
晩
中
あ
く
せ
く
働
い
た
の
に
ま
る
き
り
の
不し

け漁
で
悄し

ょ

げ
て
い
る

と
、
そ
こ
へ
彼
女
が
姿
を
現
し
た
。
王
侯
貴
顕
ら
し
く
綺
羅
の
限
り
を
尽
く
し
、
真
珠
や
金ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド

剛
石
で
飾
り
立
て
て
い
た

─
フ
ー
ズ
ム

の
城
に
あ
る
彼
女
の
肖
像
画
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
。
そ
し
て
漁
師
た
ち
に
、
も
う
一
度
網
を
投
げ
よ
、
た
だ
し
、
獲と

れ
た
最
上
の
魚
は

ま
た
水
に
戻
し
て
や
る
よ
う
に
、
と
命
じ
た
。
漁
師
た
ち
は
聖

ザ
ン
ク
ト

ペ
ト
ル
ス
の
時
代
こ
の
か
た
最
も
上
首
尾
な
大
漁
に
あ
り
つ
い
た
。

そ
し
て
最
上
の
魚
な
る
も
の
は
緑エ

メ
ラ
ル
ド玉
の
鰭ひ

れ

、
金
貨
の
鱗う

ろ
こ

で
、
鼻
面
は
数
数
の
真
珠
で
飾
ら
れ
て
い
た
。
漁
師
の
一
人
は
こ
の
豪ご

う
し
ゃ奢
な

魚
を
す
ぐ
に
水
中
へ
投
げ
込
も
う
と
し
た
が
、
も
う
一
人
の
方
は
欲
し
い
欲
し
い
の
一
念
に
心
臓
を
囓か

じ

り
尽
く
さ
れ
て
し
ま
い
、
相
棒

の
気
持
ち
に
背
い
て
魚
を
そ
っ
と
隠
し
た
。
そ
れ
か
ら
急
い
で
そ
こ
を
漕こ

ぎ
去
っ
た
の
だ
が
、〔
獲
れ
た
〕
他
の
魚
も
金
貨
の
鱗
を
生

や
し
始
め
、
上う

わ
あ
ご顎
が
べ
た
一
面
真
珠
、
鰭
が
宝
石
に
変
わ
っ
た
の
で
、
小
舟
は
ず
ん
ず
ん
重
く
な
り
、
と
う
と
う
沈
没
。
欲
張
り
男
は

溺お
ぼ

れ
死
ぬ
羽
目
に
な
っ
た
が
、
も
う
一
人
は
辛
う
じ
て
命
が
助
か
っ
た
。

一
八
六　

王
女
テ
ュ
ー
ラ

　

遠
い
昔
の
こ
と
、
小
村
ダ
ー
ネ
ヴ
ェ
ル
ク
近
く
に
あ
る
テ
ュ
ー
レ
ン
城ブ

ル
ク

に
一
人
の
王
女
が
住
ん
で
い
た
。
そ
の
名
は
テ
ュ
ー
ラ
。

城
山
も
彼
女
に
因ち

な

ん
で
そ
う
呼
ば
れ
た
。
さ
て
あ
る
時
外
国
の
王
子
が
や
っ
て
来
て
、
王
女
に
求
婚
し
た
が
、
こ
れ
が
ま
た
二
目
と
見

ら
れ
ぬ
醜
い
男
。
王
女
は
金こ

ん
り
ん
ざ
い

輪
際
夫
に
迎
え
た
く
な
か
っ
た
が
、
拒
絶
す
る
わ
け
に
は
行
か
な
か
っ
た
。
で
、
と
う
と
う
あ
る
う
ま
い

手
を
思
い
つ
い
た
。
婚
礼
の
ち
ょ
っ
と
前
、
彼
女
は
婚
約
者
と
一
緒
に
か
の
古
い
土
塁
の
上
を
ホ
リ
ン
グ
シ
ュ
テ
ー
デ
ま
で
騎
馬
で
散

（　

）
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）
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策
す
る
こ
と
に
し
た
。
当
時
は
ま
だ
ヴ
ェ
ス
テ
ン
湖ゼ

ー

か
ら
そ
こ
ま
で
入
江
が
入
り
込
ん
で
い
た
。
帰
途
、
姫
君
は
風
に
飛
ば
さ
れ
た
ふ

り
を
し
て
前エ

プ
ロ
ン

掛
け
を
落
と
し
た
。
そ
こ
で
王
子
は
こ
う
言
っ
た
。「
姫
君
、
前エ

プ
ロ
ン

掛
け
を
落
と
さ
れ
ま
し
た
ぞ
。
お
拾
い
な
さ
ら
ぬ
お
つ

も
り
で
」。

─
彼
女
は
こ
う
答
え
た
。「
あ
ら
あ
ら
、
だ
っ
て
あ
な
た
が
立
派
な
騎
士
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
な
ら
、
若
君
様
、
ご
自
身
馬

を
お
下
り
に
な
っ
て
、あ
れ
を
拾
っ
て
く
だ
さ
ら
な
く
て
は
」。

─
そ
こ
で
王
子
は
そ
の
場
所
ま
で
引
き
返
し
、鞍く

ら

か
ら
身
を
屈か

が

め
た
。

姫
君
も
そ
こ
へ
駒こ

ま

を
寄
せ
、
王
子
が
体
を
伏
せ
た
と
た
ん
、
そ
の
剣
を
素
早
く
鞘さ

や

か
ら
引
き
抜
き
、
ず
ん
と
首
を
刎は

ね
た
。
帰
城
し
て
、

婚
約
者
を
ど
こ
に
置
き
去
り
に
し
て
来
た
の
か
、
と
訊き

か
れ
る
と
、
王
女
の
い
わ
く
「
あ
あ
、
わ
た
く
し
た
ち
、
あ
の
古
い
土
手
の
上

を
馬
で
ま
い
り
ま
し
た
ら
ね
、
怪
物
た
ち
が
襲
い
掛
か
っ
て
来
て
、
王
子
様
の
お
頭つ

む
り

を
打
ち
落
と
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
わ
た
く

し
は
馬
を
走
ら
せ
て
逃
げ
ま
し
た
け
れ
ど
」。

─
か
く
し
て
死
者
の
身
柄
は
捜
索
の
上
発
見
さ
れ
、
あ
る
巨リ

ー
ゼ
ン
ベ
ル
ク

人
の
山
（
巨ヒ

ュ
ー
ネ
ン
グ
ラ
ー
プ

人
の
墓
）

に
埋
葬
さ
れ
た
。
三ド

ラ
イ
ベ
ル
ゲ
ン

つ
山
の
中
で
そ
う
呼
ば
れ
て
い
る
エ
ス
ペ
ル
ス
ト
ル
フ
の
野
に
。

一
八
七　

ザ
ク
セ
ン
族
と
ユ
ー
ト
族

　

シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
近
郊
ク
ー
ア
ボ
ル
ク
の
ダ
ー
ネ
ヴ
ェ
ル
ク
沿
い
に
住
む
あ
る
男
が
語
る
に
は
、
昔
こ
の
土
塁
は
ユ
ー
ト
族
の
国

〔
＝
ユ
ト
ラ
ン
ト
〕
と
ザ
ク
セ
ン
族
の
国
の
境
界
で
あ
り
、
今
日
ダ
ー
ネ
ヴ
ェ
ル
ク
と
の
名
が
あ
る
こ
の
古
い
土
塁
を
建
設
し
た
の
は

ユ
ー
ト
族
な
の
だ
、
と
。
ユ
ー
ト
族
は
ザ
ク
セ
ン
族
と
激
戦
を
行
っ
て
い
た
の
で
、
こ
の
土
塁
を
更
に
堅
固
に
す
る
た
め
、
土
塁
の
前

に
壕ほ

り

を
掘
削
、
こ
れ
は
今
で
も
牛ク

ー
グ
ラ
ー
ベ
ン

の
壕
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
ユ
ー
ト
族
は
こ
こ
に
赤
い
牡お

う
し牛
の
群
れ
を
繫つ

な

ぎ
合
わ
せ
て
お
き
、
ど
の

角
に
も
蠟ろ

う
そ
く燭
を
挿さ

し
、
頭
に
白
布
を
掛
け
、
こ
れ
で
ザ
ク
セ
ン
族
を
怖
が
ら
せ
よ
う
と
思
っ
た
。
し
か
し
大
胆
な
ザ
ク
セ
ン
族
は

牛ク
ー
グ
ラ
ー
ベ
ン

の
壕
を
奪
取
、牡
牛
た
ち
も
手
に
入
れ
た
。も
っ
と
も
そ
の
後
は
本
来
の
土
塁
を
前
に
し
て
長
期
対
陣
と
あ
い
な
っ
た
。そ
し
て
や
っ
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と
の
こ
と
で
突
破
地
点
を
見
つ
け
た
。
つ
ま
り
こ
う
い
う
こ
と
で
あ
る
。
土
塁
は
泥
炭
沼
地
を
通
っ
て
い
た
の
だ
が
、
こ
の
地
点
で
は

〔
可
燃
性
の
〕
泥
炭
だ
け
で
築
か
れ
て
い
た
。
ザ
ク
セ
ン
族
は
土
塁
に
火
を
放
ち
、
そ
の
部
分
を
基
礎
ま
で
燃
や
し
尽
く
し
て
し
ま
っ

た
と
い
う
わ
け
。
こ
の
場
所
は
今
に
至
る
も
見
る
こ
と
が
で
き
、
南ジ

ュ
ー
ダ
ー
グ
ル
ン
ト

の
基
礎
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
ザ
ク
セ
ン
族
が
い
や
増
し
に
近
づ

い
て
来
た
の
で
、
ユ
ー
ト
族
は
軍
資
金
を
南ジ

ュ
ー
ダ
ー
グ
ル
ン
ト

の
基
礎
に
埋
め
た
。
ザ
ク
セ
ン
族
は
そ
の
後
土
塁
を
突
破
し
て
侵
攻
、
一
大
会
戦
で
二

千
人
を
鏖お

う
さ
つ殺
す
る
と
、
再
び
撤
退
し
た
。
し
か
し
ユ
ー
ト
族
は
改
め
て
勢
力
を
結
集
、
奴や

つ

ら
は
ま
だ
ク
ロ
ッ
プ
の
繁し

げ

み
を
過
ぎ
た
わ
け

で
は
な
い
、
と
言
い
合
わ
せ
、
ザ
ク
セ
ン
族
を
荒
野
へ
追
い
詰
め
、
ク
ロ
ッ
プ
近
傍
で
第
二
次
会
戦
を
行
っ
た
。
こ
こ
で
ザ
ク
セ
ン
族

は
四
千
の
戦
士
を
失
っ
た
。
そ
こ
で
、
あ
い
つ
は
ま
だ
ク
ロ
ッ
プ
の
繁
み
を
過
ぎ
た
わ
け
じ
ゃ
な
い
、
と
い
う
言
い
回
し
が
で
き
た
。

こ
の
会
戦
で
ザ
ク
セ
ン
族
は
そ
の
最
高
指
揮
官
を
も
失
っ
た
。
こ
の
男
は
指
で
ど
ん
な
石
に
も
文
字
を
刻
め
る
ほ
ど
強
か
っ
た
の
だ
が

…
…
…
。
ア
ン
シ
ュ
ラ
ー
ク
か
ら
程
遠
か
ら
ぬ
と
こ
ろ
に
こ
の
戦
で
彼
が
投
げ
た
と
い
う
石
が
い
ま
だ
に
あ
る
。
こ
れ
に
は
石
を
握
り

締
め
た
五
本
の
指
の
痕あ

と

が
ま
ざ
ま
ざ
と
見
ら
れ
る
。

一
八
八　

彷さ
ま
よ徨
え
る
髑し

ゃ
れ
こ
う
べ髏

　

ユ
ラ
ン
〔
＝
ユ
ト
ラ
ン
ト
〕
半
島
の
〔
デ
ン
マ
ー
ク
・
ド
イ
ツ
〕
国
境
か
ら
さ
し
て
遠
か
ら
ぬ
と
こ
ろ
に
フ
ォ
ー
ベ
ス
レ
ー
ト
と
ド

レ
ン
デ
ル
プ
な
る
二
つ
の
城
が
あ
っ
た
。
同
名
の
地
所
が
現
在
な
お
存
在
す
る
。
ド
レ
ン
デ
ル
プ
城
に
は
荒
く
れ
者
の
ア
ー
デ
ル
ブ
ラ

ン
ト
騎
士
が
居
を
構
え
、一
方
フ
ォ
ー
ベ
ス
レ
ー
ト
城
に
は
ア
ン
ト
リ
レ
と
い
う
嫋た

お

や
か
な
姫
君
が
住
ま
っ
て
い
た
。騎
士
は
姫
に
ぞ
っ

こ
ん
だ
っ
た
が
、
姫
の
方
は
騎
士
が
厭い

や

で
厭
で
堪た

ま

ら
ず
、「
あ
な
た
は
父
の
飼
っ
て
る
犬
そ
っ
く
り
」
と
か
「
あ
な
た
な
ん
か
せ
い
ぜ

い
使
い
古
し
の
上
履
き
靴
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
わ
ね
」
と
決
め
つ
け
た
も
の
。
か
く
し
て
騎
士
の
愛
は
激
越
な
憎
悪
に
変
わ
り
、
騎
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士
は
姫
に
恐
ろ
し
い
復ふ

く
し
ゅ
う讐
を
遂
げ
る
こ
と
を
誓
っ
た
。
七
年
も
の
間
騎
士
は
姫
の
城
を
見
張
り
、
七
年
も
の
間
姫
は
城
外
へ
出
ら
れ

な
か
っ
た
。
彼
女
が
外
出
し
な
か
っ
た
の
で
、
騎
士
は
ど
う
に
も
し
よ
う
が
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
彼
は
待
ち
伏
せ
に
う
ん
ざ
り
し
た
よ

う
な
ふ
り
を
し
、
監
視
を
止
め
て
し
ま
い
、
ど
こ
か
へ
旅
立
っ
た
。
ほ
ど
な
く
、
騎
士
が
死
ん
だ
、
と
い
う
噂
が
流
れ
た
。
ア
ン
ト
リ

レ
姫
は
七
年
間
教
会
へ
行
け
な
か
っ
た
の
で
、
参さ

ん
け
い詣
し
た
く
て
た
ま
ら
な
か
っ
た
。
で
、
も
う
安
全
、
と
思
っ
た
彼
女
は
伴
を
連
れ
て

城
を
あ
と
に
し
た
。
す
る
と
待
ち
伏
せ
し
て
い
た
ア
ー
デ
ル
ブ
ラ
ン
ト
騎
士
が
不
意
に
ど
っ
と
襲
い
掛
か
り
、
姫
の
従
者
た
ち
を
追
い

散
ら
し
、
恋
い
慕
う
身
に
あ
ん
な
に
も
酷む

ご

い
嘲ち

ょ
う
ろ
う弄
で
応こ

た

え
た
女
性
を
憐あ

わ

れ
に
も
引
っ
捕
ら
え
た
。
そ
し
て
己お

の
れ

の
乗
る
馬
の
尾
に
括く

く

り

付
け
る
と
、
自
ら
の
城
へ
と
馬
を
駈か

り
た
て
た
。
乙
女
の
母
は
フ
ォ
ー
ベ
ス
レ
ー
ト
城
の
鋸き

ょ
へ
き壁
か
ら
こ
れ
を
目
撃
、
娘
の
ア
ン
ト
リ
レ

が
死
ぬ
の
と
同
時
に
死
ん
だ
。
ア
ー
デ
ル
ブ
ラ
ン
ト
は
復ふ

く
し
ゅ
う讐
の
狂
乱
か
ら
醒さ

め
る
と
、
す
ぐ
さ
ま
我
と
我
が
命
を
断
っ
た
。
こ
の
三

人
の
亡な

き
が
ら骸
は
ド
レ
ン
デ
ル
プ
に
埋
葬
さ
れ
た
。
け
れ
ど
も
七
年
も
の
間
休
み
な
く
邪
悪
な
想
念
に
満
た
さ
れ
て
い
た
ア
ー
デ
ル
ブ
ラ
ン

ト
の
頭
蓋
骨
は
墓
穴
の
中
で
安
息
を
見
出
せ
ず
、
化
け
て
出
て
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
を
ご
ろ
ご
ろ
転
げ
回
り
、
人
人
を
脅
か
し
て
は
墓
に

戻
る
の
だ
っ
た
。

一
八
九　

黒
魔
術
の
学
校

　

北
フ
リ
ー
ス
ラ
ン
ト
と
北
デ
ィ
ト
マ
ル
シ
ェ
ン
に
は
黒
魔
術
の
学
校
に
纏ま

つ

わ
る
伝
説
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
こ
れ
は
他
な
ら
ぬ
悪
魔
そ

の
も
の
が
校
主
を
務
め
る
学
校
で
あ
る
。
こ
の
修
練
所
で
は
若
い
神
学
生
や
学
校
の
先
生
た
ち
に
か
の
黒
き
者
〔
＝
悪
魔
〕
が
す
こ
ぶ

る
多
岐
に
亘わ

た

る
秘
術
の
数
数
を
教
授
す
る
。
た
だ
し
無
料
で
で
は
な
い
。
弟
子
ど
も
は
自
分
の
魂
を
差
し
出
す
と
盟
約
、
か
つ
何
か
特

定
の
取
り
決
め
を
守
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
だ
。
連
中
の
だ
れ
か
が
う
っ
か
り
し
て
一
度
で
も
こ
の
取
り
決
め
を
破
る
と
、
魂
を
取
ら
れ
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て
し
ま
う
。
そ
し
て
大
方
の
者
が
し
く
じ
る
の
で
あ
る
。〔
取
り
決
め
と
い
う
の
は
こ
ん
な
具
合
〕。
あ
る
者
は
靴ガ

ー

タ

ー

下
留
め
を
片
方
し
か

付
け
て
は
な
ら
な
い
。
あ
る
者
は
三
週
間
に
一
遍
し
か
髭ひ

げ

剃そ

り
を
許
さ
れ
な
い
。
ま
た
あ
る
者
は
靴
下
を
裏
返
し
に
履
か
ね
ば
な
ら
な

い
。
こ
れ
ら
黒
魔
術
の
修
練
者
が
習
う
術
は
精
霊
召
喚
、
不
動
金
縛
り
、
急
速
移
動
、
自
宅
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
を
知
る
天て

ん
が
ん
つ
う

眼
通
、

自
宅
か
ら
遠
く
離
れ
て
い
て
も
人
、
と
り
わ
け
〔
自
宅
に
侵
入
し
た
〕
空
き
巣
狙
い
の
類た

ぐ
い

を
身
動
き
で
き
な
く
し
、
素
性
・
来
歴
を

読
み
取
る
芸
当
な
ど
そ
の
他
も
ろ
も
ろ
。
悪
魔
は
自
分
と
盟
約
を
結
ん
だ
者
ど
も
を
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
見
張
っ
て
い
て
、
取
り
決
め
を
や

り
損
な
う
よ
う
に
仕
向
け
る
の
だ
が
、
そ
の
悪
魔
を
う
ま
う
ま
と
騙だ

ま

く
ら
か
し
て
の
け
る
者
が
時
時
あ
る
。
全
く
の
話
、
こ
の
地
方
の

牧
師
や
学
校
の
先
生
た
ち
と
来
た
ら
、悪
魔
そ
こ
の
け
に
狡ず

る

賢が
し
こ

い
手
合
い
が
少
な
く
な
い
の
で
し
て
ね
え
。
ト
ン
デ
ル
ン
行
政
区
メ
ー

デ
ル
ビ
ュ
ー
の
牧
師
で
そ
の
名
を
フ
ァ
ブ
リ
チ
ウ
ス
と
い
う
御
仁
に
つ
い
て
は
多
く
の
逸
話
が
あ
る
。
こ
の
牧
師
さ
ん
、
す
こ
ぶ
る
抜

け
目
が
な
か
っ
た
。
な
に
せ
黒
魔
術
の
学
校
に
通
う
く
ら
い
で
す
か
ら
。
で
、
こ
の
学
校
に
通
う
条
件
と
し
て
、
靴ガ

ー

タ

ー

下
留
め
を
双
方
付

け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
い
つ
も
片
っ
ぽ
だ
け
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
さ
、
牧
師
殿
が
う
っ
か
り
〔
こ
の
禁
制
を
〕
忘
れ
ち
ゃ
く
れ
ま
い
か

と
、
彼
の
朝
の
目
覚
め
の
折
、
傍
ら
の
椅い

す子
の
上
に
靴ガ

ー

タ

ー

下
留
め
が
二
つ
揃そ

ろ

え
て
あ
る
こ
と
が
よ
く
あ
っ
た
も
の
。
け
れ
ど
も
こ
の
御
方
、

決
し
て
悪
魔
の
策
略
に
乗
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
悪
魔
、
今
度
は
蚤の

み

に
化
け
て
牧
師
の
靴
下
を
編
む
女
中
を
ち
く
ち
く
責
め
立
て
た
。

娘
っ
こ
は
痒か

ゆ

く
て
つ
い
編
み
目
を
落
と
し
て
し
ま
い
、
た
め
に
で
き
た
靴
下
は
ゆ
る
ゆ
る
も
い
い
と
こ
ろ
。
な
に
せ
編
み
目
を
ず
い
ぶ

ん
数
え
間
違
え
た
か
ら
で
あ
る
。
か
く
し
て
靴ガ

ー

タ

ー

下
留
め
な
し
の
方
の
靴
下
は
踵か

か
と

ま
で
落
ち
る
始
末
。
け
れ
ど
も
牧
師
は
そ
ん
な
こ
と

は
一
切
苦
に
せ
ず
、
靴
下
を
留
め
ず
、
ず
っ
こ
け
た
ま
ま
に
し
た
の
で
、
悪
魔
は
何
の
手
出
し
も
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
別
の
牧
師
で

ツ
ィ
ー
グ
ラ
ー
な
る
お
ひ
と
は
、
悪
魔
と
盟
約
し
て
い
る
間
、
や
は
り
片
方
し
か
靴ガ

ー

タ

ー

下
留
め
が
使
え
な
か
っ
た
。
こ
の
時
期
が
過
ぎ
る

と
、
悪
魔
が
現
れ
て
〔
地
獄
へ
〕
連
れ
去
ろ
う
と
い
う
わ
け
。
さ
て
、
期
間
が
満
了
し
た
の
で
、
悪
魔
は
朝
早
く
か
ら
や
っ
て
来
た
。

牧
師
は
悠
悠
閑
閑
身
仕
舞
い
を
始
め
た
。
ま
ず
靴
下
を
裏
返
し
に
履
い
た
も
の
。
い
や
も
う
こ
れ
だ
け
で
悪
魔
は
す
こ
ぶ
る
じ
り
じ
り
。

（　

）
 27
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そ
れ
か
ら
更
に
牧
師
は
お
そ
ろ
し
く
ゆ
っ
く
り
着
付
け
を
し
続
け
た
。
そ
こ
で
し
び
れ
を
切
ら
し
た
悪
魔
は
こ
う
宣
言
。「
好
い
加
減

に
支
度
を
済
ま
し
や
が
れ
。
未
来
永え

い
ご
う劫
続
く
っ
て
な
調
子
じ
ゃ
ね
え
か
。
お
り
ゃ
あ
な
、
他
に
も
や
ら
な
き
ゃ
な
ら
ね
え
こ
と
が
あ
る

ん
だ
。
さ
あ
、
き
さ
ま
が
靴ガ

ー

タ

ー

下
留
め
を
付
け
る
ま
で
は
待
っ
て
や
る
。
そ
れ
以
上
は
こ
れ
っ
ぱ
か
し
も
待
た
ね
え
ぞ
」
と
ね
。

─
悪

魔
が
こ
う
言
っ
た
時
、ツ
ィ
ー
グ
ラ
ー
牧
師
は
も
う
靴ガ

ー

タ

ー

下
留
め
を
手
に
し
て
い
た
の
だ
が
、の
ろ
り
の
ろ
り
と
そ
れ
を
元
に
戻
す
と
、「
ご

き
げ
ん
よ
う
」
と
悪
魔
に
挨あ

い
さ
つ拶
す
る
な
り

─
あ
ち
ら
を
向
い
て
ご
ろ
ん
と
横
に
な
っ
た
。
い
や
、
悪
魔
の
怒
っ
た
の
な
ん
の
、
か
ん

か
ん
の
か
ん
す
け
で
引
き
下
が
り
、
二
度
と
姿
を
見
せ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
牧
師
さ
ん
は
二
度
と
再
び
靴ガ

ー

タ

ー

下
留
め
な
ん
ぞ
付
け
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
で
す
な
、
一
寝
入
り
あ
そ
ば
す
と
、
鋏は

さ
み

を
持
っ
て
来
て
、
ふ
く
ら
は
ぎ
の
下
で
靴
下
を
切
っ
ち
ま
い
、
今
日

た
い
て
い
の
男
性
が
履
い
て
い
る
短ソ

ッ
ク
ス

靴
下
の
発
明
者
と
な
り
ま
し
て
ね
、
以
後
靴ガ

ー

タ

ー

下
留
め
を
一
切
使
わ
な
い
で
済
ま
せ
た
っ
て
わ
け
で

す
。

一
九
〇　

北
国
版
嘲あ

ざ
け

り
綽あ

だ
な名
と
シ
ル
ダ
の
市
民

　

ド
イ
ツ
内
陸
部
の
わ
た
し
た
ち
は
、
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
の
邦
や
ら
フ
ラ
ン
ケ
ン
の
邦
、
さ
て
は
シ
ル
ダ
、
シ
ェ
ッ
ペ
ン
シ
ュ
テ
ッ
ト
、

ヴ
ァ
ー
ズ
ン
ゲ
ン
、
ウ
ン
マ
ー
シ
ュ
タ
ッ
ト
な
ど
な
ど
の
町
町
に
は
、
自
分
は
利
口
と
思
い
込
ん
で
い
る
間
抜
け
な
お
歴
歴
が
い
る
ん

だ
よ
な
、
と
考
え
る
程
度
で
、
ま
あ
そ
れ
っ
き
り
。
と
こ
ろ
で
、
デ
ィ
ト
マ
ル
シ
ェ
ン
や
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
＝
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
に

目
を
転
じ
る
と
、
民
衆
の
か
ら
か
い
根
性
の
旺お

う
せ
い盛
な
る
こ
と
、
い
や
も
う
な
ん
と
も
際
限
が
な
い
。
シ
ュ
レ
ス
ヴ
ィ
ヒ
近
郊
ヤ
ー
ゲ
ル

の
村
人
は
、〔
ヘ
ッ
セ
ン
な
る
〕
レ
ー
ン
山
地
の
デ
ィ
ト
ゲ
ス
村
の
住
民
が
と
ん
ち
き
の
デ
ィ
ト
ゲ
ス
衆
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
と
ん

ち
き
の
ヤ
ー
ゲ
ル
衆
の
名
が
高
い
。
こ
こ
の
人
た
ち
、
梁は

り

を
一
本
、
横
に
し
た
ま
ん
ま
遮し

ゃ
に
む
に

二
無
二
門
を
通
そ
う
と
し
た
。
麦む

ぎ
わ
ら藁
を
く
わ

（　

）
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え
た
雀す

ず
め

が
飛
ん
で
来
て
、
く
わ
え
た
藁
を
縦
に
巣
へ
入
れ
る
の
を
見
る
ま
で
の
こ
と
だ
っ
た
け
ど
ね
。
さ
て
ま
た
ホ
ト
ス
ト
ル
プ
の

衆
は
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
愚
行
を
積
み
上
げ
、
保
管
し
て
い
る
倉
庫
を
持
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
ホ
ト
ス
ト
ル
プ
へ
行
っ
て
、
お
ま
え
の

莫ば

迦か

を
綺
麗
さ
っ
ぱ
り
落
と
し
て
来
い
、
と
い
う
言
い
回
し
が
あ
る
。
ガ
ー
ベ
ル
に
は
猫
に
関
し
て
ヴ
ァ
ー
ズ
ン
ゲ
ン
と
ほ
ぼ
同
類
項

の
話
が
あ
る
。
ガ
ー
ベ
ル
の
衆
は
鼠ね

ず
み

撲ぼ
く
め
つ滅
の
た
め
〔
今
ま
で
見
た
こ
と
の
な
か
っ
た
〕
こ
の
珍
奇
な
動
物
を
タ
ー
ラ
ー
銀
貨
三
百
枚

も
出
し
て
〔
あ
る
商
人
か
ら
〕
買
い
取
っ
た
。
そ
れ
は
い
い
が
、
商
人
が
い
な
く
な
っ
て
か
ら
初
め
て
、
こ
の
動
物
が
い
っ
た
い
何
を

餌え
さ

に
す
る
の
か
訊き

い
て
お
く
の
を
忘
れ
た
こ
と
に
気
づ
い
た
。（
ヴ
ァ
ー
ズ
ン
ゲ
ン
の
場
合
に
は
ち
ゃ
ん
と
返
辞
を
も
ら
っ
た
。そ
れ
は
、

猫
っ
て
の
は
何
で
も
喰く

う
よ
、
と
い
う
言
葉
。
そ
こ
で
大
恐
慌
が
捲ま

き
起
こ
り
、
急き

ゅ
う
き
ょ遽
猫
ち
ゃ
ん
を
厄
介
払
い
し
た
の
で
あ
る
）。
馬

を
煽あ

お

っ
て
後
を
追
っ
て
来
た
町
か
ら
の
使
い
に
、
商
人
は
「
乳

ミ
ル
ヒ
・
ウ
ン
ト
・
モ
イ
ゼ

と
鼠
だ
よ
う
」
と
怒
鳴
っ
た
。

─
と
こ
ろ
が
丁
度
そ
の
時
風

が
ど
う
っ
と
吹
い
て
来
た
の
で
、
使
い
の
者
に
は
そ
れ
が
「
乳

ミ
ル
ヒ
・
ウ
ン
ト
・
メ
ン
シ
ェ
ン

と
人
間
だ
よ
う
」
と
聞
こ
え
た
。
で
、
使
者
が
馬
を
疾
駆
さ
せ
て

こ
の
回
答
を
持
ち
帰
る
と
、
さ
あ
、
大
変
。
こ
り
ゃ
ま
あ
ど
う
し
た
ら
よ
か
ん
べ
え
、
と
い
う
騒
ぎ
が
始
ま
っ
た
。
さ
て
件く

だ
ん

の
猫
は

も
う
村
の
一
番
外
れ
の
家
に
置
か
れ
て
い
て
、
こ
こ
か
ら
村む

ら
や
り槍
の
よ
う
に
順
繰
り
に
他
の
家
家
へ
回
す
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
人
喰
い

の
怪
物
を
攻
撃
し
よ
う
な
ん
て
勇
気
は
だ
れ
に
も
な
か
っ
た
か
ら
、
焼
き
殺
し
て
し
ま
え
、
と
そ
の
家
に
火
が
放
た
れ
た
。
中
に
い
た

猫
は
ど
う
に
も
こ
う
に
も
熱
く
な
っ
た
の
で
、
ぴ
ょ
ん
と
跳
び
出
し
て
、
隣
の
家
に
移
っ
た
。
そ
こ
で
こ
の
家
も
燃
や
さ
れ
た
。
ま
た

ま
た
熱
く
な
っ
た
猫
は
こ
こ
か
ら
次
の
家
へ
跳
び
込
ん
だ
。
ず
っ
と
こ
ん
な
具
合
で
進
行
、
家
が
一
軒
も
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
、
猫

は
野
原
を
駈か

け
去
っ
て
、
戻
っ
て
来
な
か
っ
た
。
け
れ
ど
も
結
局
の
と
こ
ろ
ガ
ー
ベ
ル
の
衆
は
喜
ん
だ
。
猫
も
い
な
く
な
っ
た
し
、
家

に
棲す

み
着
い
て
い
た
鼠
ど
も
も
い
な
く
な
っ
た
か
ら
。〔
Ｄ
Ｓ
Ｂ
一
八
一
「
ニ
ッ
セ
と
ヴ
ォ
ル
タ
ー
ケ
ン
」
で
記
し
た
よ
う
に
、
家
に

居
着
い
た
妖
精
の
〕
ヴ
ォ
ル
タ
ー
ケ
ン
を
南な

ん
き
ん
む
し

京
虫
と
も
ど
も
駆
逐
し
よ
う
と
、自
分
の
家
を
燃
や
し
て
し
ま
う
お
人
好
し
連
の
ご
と
し
。

レ
メ
島
の
島
民
も
こ
う
し
た
お
利
口
さ
ん
の
類た

ぐ
い

で
あ
る
。
彼
ら
は
島
の
教
会
を
二
尺エ

レ

ず
ら
し
た
く
な
っ
た
。
で
、
こ
れ
を
建
て
る
の

（　
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に
僅
か
な
人
数
で
済
ん
だ
の
だ
か
ら
、
大
勢
で
懸
か
れ
ば
簡
単
に
動
か
せ
る
だ
ろ
う
、
と
考
え
た
。
当
時
レ
メ
島
で
は
赤
い
上う

わ
ぎ衣
を
着

る
の
が
普
通
だ
っ
た
。
だ
れ
も
が
こ
れ
を
持
っ
て
い
た
が
、
た
っ
た
一
人
、
貧
乏
な
海あ

ざ
ら
し豹
漁
師
の
パ
ウ
ル
・
モ
ー
ダ
ー
ス
に
だ
け
は
な

か
っ
た
。
さ
て
こ
の
パ
ウ
ル
・
モ
ー
ダ
ー
ス
が
言
う
こ
と
に
は
「
さ
あ
、
み
ん
な
教
会
の
北
側
で
位
置
に
付
く
だ
よ
。
で
、
南
側
の
、

教
会
か
ら
二
尺エ

レ

先
の
と
こ
ろ
に
上
着
を
一
枚
置
く
こ
と
に
す
べ
え
。
そ
う
す
り
ゃ
教
会
が
そ
ん
だ
け
動
い
た
か
ど
う
か
、
ち
ゃ
ん
と
見

届
け
ら
れ
っ
か
ら
よ
う
」。
そ
い
つ
は
い
い
考
え
だ
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
上
衣
が
一
枚
拡ひ

ろ

げ
ら
れ
、
一
同
、
よ
い
こ
ら
さ
あ
、
と

建
物
を
押
し
た
。
す
る
と
パ
ウ
ル
・
モ
ー
ダ
ー
ス
が
す
っ
飛
ん
で
来
て
、
叫
ん
だ
。「
も
う
え
え
、
も
う
え
え
、
止
め
る
だ
、
み
ん
な
。

教
会
は
押
し
っ
こ
く
ら
れ
て
赤
い
上
着
の
上
に
乗
っ
か
っ
ち
ま
っ
た
だ
。
な
ん
と
お
め
え
様
が
た
、サ
ム
ソ
ン
だ
あ
、サ
ム
ソ
ン
だ
あ
」。

レ
メ
島
の
人
た
ち
は
、
こ
う
も
首
尾
良
く
い
っ
た
の
を
喜
ん
だ
。
次
の
日
曜
日
、
だ
れ
も
が
驚
い
た
も
の
だ
が
、
パ
ウ
ル
・
モ
ー
ダ
ー

ス
が
赤
い
上
衣
を
一
着
に
お
よ
ん
で
教
会
に
や
っ
て
来
た
。
素す

か
ん
ぴ
ん

寒
貧
の
海
豹
獲と

り
風ふ

ぜ
い情
が
ど
う
し
て
赤
い
上
衣
を
手
に
入
れ
た
も
の
や

ら
、
さ
っ
ぱ
り
分
か
ら
ず
じ
ま
い
だ
っ
た
。

　

北
海
沿
岸
な
る
ビ
ュ
ー
ズ
ム
の
住
人
の
話
は
プ
フ
ィ
フ
ィ
ン
ゲ
ン
に
も
あ
る
。
あ
る
時
彼
ら
が
九
人
水
浴
に
出
掛
け
、
鴨か

も

の
よ
う
に

達
者
に
泳
い
だ
。
さ
て
、
兄
貴
株
が
水
面
に
体
を
起
こ
し
て
こ
う
言
っ
た
。「
お
お
い
、
野
郎
ど
も
、
お
ら
、
み
ん
な
ち
ゃ
ん
と
い
る

か
ど
う
か
、
き
ち
ん
と
確
か
め
て
み
な
き
ゃ
な
ん
ね
え
」。
で
、
数
え
た
も
の
。「
一
人
、
二
人
、
三
人
、
四
人
、
五
人
、
六
人
、
七
人
、

八
人
、
お
ら
は
お
ら
だ
、
と
。
さ
あ
、
こ
り
ゃ
え
れ
え
こ
っ
た
。
だ
れ
か
一
人
溺お

ぼ

れ
ち
ま
っ
た
あ
」。「
騒
ぐ
で
ね
え
、
お
ら
に
数
え
さ

せ
て
く
ん
な
」
と
他
の
者
が
叫
び
、お
ん
な
じ
よ
う
に
も
う
一
度
数
え
た
。「
大
変
だ
あ
、大
変
だ
あ
、お
ら
っ
ち
の
一
人
が
溺
れ
ち
ま
っ

た
に
ち
げ
え
ね
え
」。

─
こ
う
し
た
わ
け
で
皆
し
ょ
ん
ぼ
り
し
て
岸
辺
へ
泳
ぎ
帰
っ
た
。
そ
こ
へ
町
の
人
間
で
は
な
い
男
が
や
っ
て

来
た
が
、
連
中
の
身
も
世
も
な
い
嘆
き
を
聞
い
て
か
ら
、
腹は

ら
ば這
い
に
な
っ
て
鼻
を
砂
の
中
に
突
っ
込
め
、
そ
れ
か
ら
そ
の
穴
の
数
を
勘

定
し
て
み
ろ
、
と
知
恵
を
つ
け
て
く
れ
た
。
言
わ
れ
た
通
り
や
っ
て
み
る
と
、
ばフ

ッ

ラ

ー

ん
ざ
あ
い
、
ち
ゃ
ん
と
九
つ
穴
が
あ
っ
た
。
だ
あ
れ
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も
溺
れ
ち
ゃ
い
な
か
っ
た
。
ビ
ュ
ー
ズ
ム
の
町
の
人
は
井
戸
に
映
っ
た
月
を
切
り
取
ろ
う
と
し
た
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
海ロ

ブ
ス
タ
ー

蝲
蛄
を
仕

立
て
屋
と
見
立
て
た
。
畑
に
牛カ

ウ
ベ
ル

鐘
鈴
を
播ま

き
も
し
た
。
こ
う
い
う
卵
か
ら
牝め

う
し牛
が
孵か

え

っ
て
大
き
く
な
る
、
と
思
い
込
ん
だ
か
ら
で
。
あ

る
男
が
町
の
衆
か
ら
白
い
石
の
碾ひ

き
臼
を
盗
み
去
っ
た
の
で
、
彼
ら
は
長
い
こ
と
男
の
行
方
を
捜
し
回
り
、
手
懸
か
り
を
頼
り
に
ハ
ン

ブ
ル
ク
ま
で
跡
を
追
い
、
こ
の
市
で
は
ビ
ュ
ー
ズ
ム
町
の
公
費
で
た
っ
ぷ
り
飲
み
食
い
を
楽
し
ん
だ
。
も
っ
と
も
聖
ミ
ヒ
ェ
ル
教
会
に

も
連
れ
だ
っ
て
お
詣ま

い

り
し
た
。
そ
こ
で
大
騒
動
を
惹ひ

き
起
こ
し
た
も
の
。
彼
ら
は
突
拍
子
も
な
い
声
を
張
り
上
げ
て
、
こ
う
叫
ん
だ
の

で
あ
る
。「
お
ら
っ
ち
の
碾
き
臼
だ
あ
、
お
ら
っ
ち
の
碾
き
臼
だ
あ
。
牧
師
様
が
ど
た
ま
あ
突
っ
込
ん
で
い
な
さ
る
」。
ビ
ュ
ー
ズ
ム
の

面
面
、
そ
の
頃
の
流
行
で
聖
職
者
が
頸く

び

の
周
り
に
付
け
た
大
き
く
て
幅
の
広
い
薄バ

テ

ィ

ス

ト

地
上
質
亜
麻
布
織
り
の
円
形
襟カ

ラ

ー
飾
り
を
、
盗
ま
れ
た

自
分
ら
の
で
っ
か
く
て
白
い
石
の
碾
き
臼
だ
、
と
勘
違
い
し
た
わ
け
。

　

降ヴ
ァ
イ
ナ
ハ
テ
ン

誕
祭
夜
半
弥ミ

サ撒
の
際
、
夜
道
に
迷
わ
な
い
よ
う
綱
を
一
本
張
り
、
そ
れ
を
頼
り
に
歩
い
て
教
会
に
行
く
の
が
毎
年
の
慣
わ
し
だ
っ

た
ビ
ス
ホ
ル
ス
ト
の
村
の
衆
を
、
あ
る
悪い

た
ず
ら
も
の

戯
者
が
、
そ
の
綱
に
縋す

が

ら
せ
て
深
い
井
戸
に
誘
導
し
た
そ
う
な
。
こ
れ
は
ハ
ー
ゼ
ル
ド
ル
フ

の
人
た
ち
の
語
り
種ぐ

さ

だ
っ
た
が
、
ビ
ス
ホ
ル
ス
ト
は
エ
ル
ベ
河
の
洪
水
で
徐
徐
に
全
村
流
し
去
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

 　

キ
ス
ド
ル
フ
の
町
民
は
牧
草
泥
棒
が
置
き
忘
れ
た
大お

お
が
ま鎌
を
、
危
険
な
獣
だ
、
と
思
い
込
み
、
慌
て
て
柵さ

く

で
囲
っ
た
。
ま
た
彼
ら
は
、

ド
イ
ツ
〔
内
陸
部
〕
の
お
利
巧
な
お
仲
間
と
ご
同
様
、
幾
つ
も
の
袋
に
昼
間
〔
の
光
〕
を
詰
め
て
新
築
の
家
へ
運
び
入
れ
た
。

　

フ
ォ
ク
ベ
ッ
ク
の
市
民
が
塩
漬
け
鰊に

し
ん

を
池
に
放
し
た
。
一
年
経
っ
た
ら
孵
っ
た
魚
が
ど
っ
さ
り
手
に
入
る
、
と
考
え
て
。
と
こ
ろ

が
う
ま
く
行
か
な
か
っ
た
。
池
を
搔か

い
掘ぼ

り
し
た
と
こ
ろ
、鰊
な
ん
ぞ
ま
る
き
り
お
ら
ず
、見
つ
か
っ
た
の
は
大
き
な
鰻う

な
ぎ

が
一
匹
だ
け
。

「
こ
や
つ
が
鰊
を
喰
っ
ち
ま
っ
た
の
だ
。
死
ん
で
も
ら
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
最
も
聡
明
な
フ
ォ
ク
ベ
ッ
ク
の
市
民
が
叫
ん
だ
。「
我
ら
、

こ
や
つ
を
喰
お
う
で
は
な
い
か
。
こ
や
つ
が
我
ら
の
鰊
を
喰
い
お
っ
た
よ
う
に
」
と
一
人
が
発
議
し
た
。「
そ
れ
く
ら
い
の
刑
で
は
足

り
ぬ
わ
。
火ひ

あ
ぶ炙
り
の
刑
に
処
す
べ
き
じ
ゃ
、
皆
の
衆
」
と
か
つ
て
火や

け
ど傷
し
た
こ
と
の
あ
る
者
が
叫
ん
だ
。「
う
ん
に
ゃ
」
と
か
つ
て
溺
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れ
死
に
そ
う
に
な
っ
た
者
が
叫
ん
だ
。「
火
刑
は
厳き

び

し
き
刑
罰
。
し
た
が
、
溺で

き
し死
刑
は
も
っ
と
厳
し
い
て
。
我
ら
、
こ
や
つ
を
川
に
投

げ
込
み
、
水
死
さ
せ
よ
う
ぞ
」。

─
全
員
、
こ
の
最
後
の
者
の
意
見
に
賛
成
。
と
り
わ
け
こ
の
人
の
声
が
一
番
大
き
か
っ
た
の
で
ね
。

さ
て
、
鰻
は
水
に
投
げ
込
ま
れ
る
と
い
や
も
う
喜
ん
で
ぱ
ち
ゃ
ぱ
ち
ゃ
し
、
う
ね
く
ね
う
ね
く
ね
体
を
よ
じ
ら
せ
た
。
そ
こ
で
、
最
後

の
提
案
を
出
し
た
賢
者
は
叫
ん
だ
。「
そ
れ
、
ご
覧ろ

う

じ
ろ
、
ご
一
同
、
や
つ
は
も
が
き
苦
し
ん
で
お
る
わ
。
ま
っ
こ
と
、
こ
れ
こ
そ
こ

の
上
な
い
重
罰
ぞ
。
溺
死
刑
は
な
あ
」。「
渇
き
死
に
ち
ゅ
う
の
が
な
け
れ
ば
の
」
と
何
か
一
言
し
か
る
べ
き
科せ

り
ふ白
で
締
め
括く

く

ら
ず
に
は

い
ら
れ
ぬ
御
仁
が
そ
う
の
た
も
う
た
。

一
九
一　

ノ
ル
ト
シ
ュ
ト
ラ
ン
ト
島
の
ル
ン
グ
ホ
ル
ト
村
の
住
民

　

フ
ー
ズ
ム
に
向
か
い
合
っ
て
北
海
に
位
置
す
る
ノ
ル
ト
シ
ュ
ト
ラ
ン
ト
島
に
か
つ
て
ル
ン
グ
ホ
ル
ト
と
い
う
裕
福
な
村
が
あ
っ
た
。

こ
こ
の
住
民
は
堅
固
な
大
堤
防
を
建
設
、
こ
れ
ら
の
堤
防
の
上
に
立
ち
、
海
洋
に
向
か
い
傲ご

う
ま
ん慢
不ふ

そ
ん遜
に
も
こ
う
呼
び
掛
け
た
。「
ぶ
っ

壊
し
て
み
な
、
暴
れ
海
ど
ん
」。

─
ま
た
、
放
逸
な
こ
と
に
居
酒
屋
で
一
頭
の
牝め

ぶ
た豚
を
酔
っ
払
わ
せ
、
頭
に
寝ナ

イ
ト
キ
ャ
ッ
プ

間
帽
子
を
被か

ぶ

せ
る
と
、

寝
台
に
横
た
わ
ら
せ
た
も
の
。
そ
う
し
て
お
い
て
司
祭
の
許も

と

に
走
り
、
危
篤
の
病
人
が
い
る
の
で
、
来
て
、
聖
体
拝
領
の
儀
式
を
執
り

行
っ
て
く
だ
さ
ら
な
く
ち
ゃ
い
け
ま
せ
ん
、
と
告
げ
た
。
さ
て
〔
病
人
な
る
も
の
の
正
体
を
知
っ
た
〕
司
祭
が
、
秘ひ

せ
き蹟
を
こ
う
も
無む

ざ
ん慙

に
冒ぼ

う
と
く瀆
す
る
な
ん
て
と
ん
で
も
な
い
、
と
拒
む
と
、
連
中
は
司
祭
に
悪
口
雑
言
を
吐
き
、
言
語
道
断
な
所
業
を
や
り
続
け
た
。
そ
の
夜
、

こ
の
司
祭
の
と
こ
ろ
へ
あ
る
御み

し
る
し徴
が
現
れ
、「
服
を
着
て
靴
を
履
き
、
逃
げ
よ
」
と
の
お
告
げ
が
聞
こ
え
た
。

─
そ
こ
で
司
祭
は
家

人
と
も
ど
も
急
ぎ
に
急
い
で
避
難
し
た
。
す
る
と
そ
れ
か
ら
嵐
が
吹
き
起
こ
り
、
轟ご

う
ご
う轟
と
高
潮
が
襲
来
、
見
る
見
る
各
所
の
堤
防

─

同
地
で
は
土ダ

イ
ヒ
ェ手
と
い
う

─
に
打
ち
寄
せ
、
ず
ん
ず
ん
水み

ず
か
さ嵩
を
増
し
て
、
堤
防
よ
り
四
尺エ

レ

も
の
高
さ
で
こ
れ
を
突
破
、
か
く
し
て
ノ
ル
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ト
シ
ュ
ト
ラ
ン
ト
島
の
ル
ン
グ
ホ
ル
ト
村
と
そ
の
他
七
箇
所
の
教
区
は
海
に
呑
み
込
ま
れ
た
。
い
つ
の
日
か
ま
た
復
活
す
る
こ
と
が
あ

る
だ
ろ
う
、
と
の
話
だ
が
…
…
…
。
海
が
澄
ん
で
い
る
と
船
乗
り
が
こ
の
村
と
そ
の
界か

い
わ
い隈
を
水
底
に
見
る
こ
と
が
あ
る
。
村
の
家
家
、

幾
つ
も
の
塔
、
風
車
の
数
数
を
で
あ
る
。
水
没
し
た
教
会
の
塔
で
鳴
ら
す
鐘
の
響
き
が
聞
こ
え
た
、
と
言
い
張
る
者
も
少
な
く
な
い
。

　

プ
ロ
イ
セ
ン
の
大
き
な
中
洲
に
あ
っ
た
リ
ヒ
テ
ナ
ウ
（
ダ
ン
ツ
ィ
ヒ
近
郊
）
の
邪

よ
こ
し
ま

な
農
夫
た
ち
も
そ
の
昔
ル
ン
グ
ホ
ル
ト
の
住
民

と
同
様
の
罪
を
犯
し
た
。
彼
ら
は
そ
の
報
い
を
十
二
分
に
受
け
た
。

一
九
二　

老
女
の
真
心

　

か
つ
て
フ
ー
ズ
ム
で
は
氷
上
で
冬
祭
を
祝
う
習
わ
し
だ
っ
た
、
と
い
う
話
で
あ
る
。
氷
が
そ
れ
だ
け
堅
固
だ
っ
た
わ
け
。
市
の
海
岸

と
ノ
ル
ト
シ
ュ
ト
ラ
ン
ト
島
の
間
の
き
ら
き
ら
光
る
壮
麗
な
氷
面
に
数
数
の
天テ

ン
ト幕
が
設し

つ
ら

え
ら
れ
た
。
人
人
は
好
き
な
だ
け
氷ス

ケ
ー
ト

滑
り
を

楽
し
み
、
椅い

す
ぞ
り

子
橇
は
飛
ぶ
よ
う
に
走
っ
て
行
き
、
快
晴
の
一
日
は
音
楽
と
舞
踏
、
唄う

た

声
と
酒グ

ラ
ス杯
を
打
ち
合
わ
せ
る
音
で
華
や
か
に
暮
れ
、

更
に
は
皎こ

う
こ
う皎
と
明
る
い
月
夜
を
待
っ
て
、
歓
呼
の
声
は
い
や
増
す
ば
か
り
だ
っ
た
そ
う
な
。
な
に
し
ろ
月
が
も
う
昇
り
始
め
た
こ
と
だ

し
。

　

だ
れ
も
か
れ
も
が
家
を
空
け
て
氷
の
上
へ
出
て
お
り
、
陽
気
に
さ
ん
ざ
め
い
て
い
た
。
た
っ
た
一
人
引
き
籠こ

も
っ
て
い
た
の
は
、
浮

き
世
の
快け

ら
く楽
な
ん
ぞ
今
は
昔
の
、
ご
く
ご
く
年
取
っ
た
老
女
だ
け
。
も
っ
と
も
婆ば

あ

様
の
ち
っ
ぽ
け
な
家
は
堤
防
の
上
に
建
っ
て
い
た
の

で
、
眺
め
た
け
れ
ば
窓
か
ら
氷
の
上
が
一
望
で
き
た
。
で
、
こ
う
し
て
外
を
覗の

ぞ

い
た
時
、
ふ
と
西
の
方
角
に
目
を
や
る
と
、
小
さ
な
雲

が
西
の
水
平
線
か
ら
こ
ち
ら
へ
近
づ
い
て
来
る
の
に
気
づ
き
、不
安
で
堪た

ま

ら
な
く
な
っ
た
。な
に
し
ろ
死
に
別
れ
た
亭
主
が
船
乗
り
だ
っ

た
の
で
、
老
女
は
海
と
そ
の
天
候
や
風
を
よ
く
知
っ
て
い
た
の
だ
。
そ
こ
で
叫
ん
だ
。
身
振
り
手
振
り
で
合
図
し
た
。
け
れ
ど
も
だ
れ
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に
も
そ
の
声
は
聞
こ
え
ず
、
だ
れ
も
こ
ち
ら
を
振
り
返
ら
な
か
っ
た
。

─
そ
う
こ
う
す
る
内
に
さ
っ
き
の
小
さ
な
雲
は
見
る
見
る
大

き
く
な
り
、
高
潮
が
襲
来
し
、
風
が
急
速
に
北
か
ら
西
へ
変
わ
る
予
兆
を
示
し
て
い
た
。
氷
上
に
い
る
人
た
ち
が
も
の
の
三
十
分
、
い

や
十
五
分
も
ぐ
ず
ぐ
ず
し
て
い
た
ら
、
皆
不
慮
の
死
を
遂
げ
、
フ
ー
ズ
ム
に
は
人ひ

と
け気
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
雲
が
ど
ん
ど
ん
巨
大
に
、

真
っ
黒
に
膨
れ
あ
が
り
、
も
う
生
暖
か
い
風
が
そ
よ
り
と
吹
い
て
来
た
の
で
、
老
女
は
言
い
よ
う
も
な
く
心
配
に
な
っ
た
。

─
彼
女

は
独
り
暮
ら
し
で
、
病
気
の
身
、
体
は
半
ば
麻ま

ひ痺
し
て
い
て
、
な
ん
と
も
弱
弱
し
か
っ
た
。
け
れ
ど
も
気
力
を
奮
い
起
こ
す
と
、
四
つ

ん
這ば

い
に
な
っ
て
炉
に
近
づ
き
、
燃
え
さ
し
を
一
本
取
り
、
自
分
の
寝
台
の
藁わ

ら

に
火
を
つ
け
た
。
そ
し
て
小
屋
の
戸
口
か
ら
外
へ
這
い

ず
っ
て
出
た
。
す
ぐ
さ
ま
焔ほ

の
お

が
窓
か
ら
ど
っ
と
噴
出
、
め
ら
め
ら
と
屋
根
へ
移
り
、
吹
き
出
し
た
突
風
に
煽あ

お

ら
れ
て
ぐ
ゎ
っ
と
紅ぐ

れ
ん蓮

の
火
柱
が
立
っ
た
。「
火
事
だ
、
火
事
だ
」。
氷
上
で
絶
叫
が
起
こ
り
、
天テ

ン
ト幕
は
空
っ
ぽ
に
な
り
、
氷ス

ケ
ー
ト

滑
り
を
し
て
い
た
連
中
は
海
岸
に

向
か
っ
て
一
目
散
、
橇
は
ど
れ
こ
れ
も
市
へ
引
き
返
し
て
行
っ
た
。
そ
の
時
に
は
も
う
風
が
轟ご

う
ご
う轟
と
氷
上
を
吹
き
渡
っ
て
来
、
め
り
め

り
み
し
み
し
と
氷
面
の
下
が
軋き

し

み
、
大
砲
の
よ
う
な
音
を
立
て
て
彼か

な
た方
で
氷
が
割
れ
た
。
月
と
空
全
体
は
黒
雲
に
覆
わ
れ
た
が
、
灯
台

の
よ
う
に
赤
赤
と
燃
え
て
い
る
後
家
さ
ん
の
家
が
、
町
へ
急
ぐ
人
た
ち
に
は
っ
き
り
と
行
く
手
を
示
し
て
く
れ
た
。
ど
ん
じ
り
の
者
た

ち
が
海
岸
に
辿た

ど

り
着
く
な
り
、
高
潮
が
氷
の
上
を
ど
う
ど
う
と
押
し
寄
せ
て
来
て
、
数あ

ま
た多
の
天テ

ン
ト幕
、
夥

お
び
た
だ

し
い
酒さ

か
だ
る樽
、
荷
車
、
酒
盛
り

に
使
わ
れ
た
什じ

ゅ
う
き器
の
類た

ぐ
い

を
ざ
わ
め
く
大
浪
に
捲ま

き
込
ん
で
攫さ

ら

っ
て
行
っ
た
。

　

貧
し
い
老
女
は
自
分
が
住
む
町
の
衆
を
救
う
た
め
に
こ
う
し
て
我
が
家
を
犠
牲
に
し
た
し
だ
い
だ
が
、
そ
の
あ
と
も
ち
ろ
ん
相
応
に

報
わ
れ
ず
に
は
い
な
か
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
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一
九
三　

君き
み

信ま
こ
と実
あ
れ
ば
、
臣し

ん

信ま
こ
と実
あ
り

　

ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
軍
が
デ
ン
マ
ー
ク
軍
と
ロ
ー
ハ
イ
デ
で
交
戦
、
一
大
勝
利
を
収
め
た
時
、
デ
ン
マ
ー
ク
側
で
は
夥

お
び
た
だ

し
い
人
数
が

殪た
お

れ
、
戦
場
全
体
が
死
屍
累
累
と
い
う
あ
り
さ
ま
と
な
っ
た
。
黒
の
グ
レ
ー
ト
も
こ
の
会
戦
に
参
戦
し
た
の
で
あ
る
。
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ

ン
軍
の
司
令
官
ゲ
ア
ー
ト
伯
は
乱
戦
の
最さ

な
か中
乗
馬
か
ら
投
げ
出
さ
れ
た
が
、
ヴ
ィ
ル
ス
タ
ー
沼マ

ル
シ
ュ

沢
地
の
ブ
ロ
ッ
ク
ド
ル
フ
在
ビ
ュ
ッ
テ

ル
出
身
の
農
民
兵
が
手
を
貸
し
て
再
び
鞍あ

ん
じ
ょ
う上
に
戻
し
て
く
れ
、「
さ
あ
、
ま
た
変
わ
ら
ぬ
お
力
を
揮ふ

る

い
な
さ
れ
や
」
と
言
っ
た
。

─

伯
爵
は
そ
の
礼
に
こ
の
村
全
体
の
地
租
を
免
除
し
た
。
ヴ
ェ
ー
デ
ケ
・
フ
ォ
ン
・
オ
ス
テ
ン
と
い
う
貴
族
は
こ
の
惨さ

ん
た
ん憺
た
る
会
戦
で
討

死
し
た
が
、
ゲ
ア
ー
ト
伯
は
彼
を
鍾し

ょ
う
あ
い愛
し
て
い
た
の
で
、
そ
の
死
を
悼
ん
で
涙
し
た
。
同
伯
爵
は
市
民
の
要
請
に
応
じ
て
レ
ン
ツ
ブ

ル
ク
に
一
隊
の
傭よ

う
へ
い兵
を
残
し
て
い
た
が
、こ
の
軍
勢
は
騒
然
た
る
合
戦
の
響
き
を
耳
に
す
る
と
、伯
爵
の
主し

ゅ
め
の
か
み

馬
頭
ブ
ル
ヒ
ャ
ル
ト
・
フ
ォ

ン
・
イ
ッ
ツ
ェ
フ
ー
デ
に
率
い
ら
れ
て
出
陣
、
喧け

ん
そ
う噪
を
標し

る
べ

に
行
軍
し
た
。
折
し
も
夜
の
こ
と
、
傭
兵
た
ち
が
ゼ
ー
エ
シ
ュ
テ
ッ
ト
だ

か
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
フ
ェ
ー
ル
デ
だ
か
の
辺
り
に
差
し
掛
か
っ
た
時
、
や
み
く
も
に
進
ん
で
来
た
デ
ン
マ
ー
ク
の
騎
馬
部
隊
が
こ
ち
ら
の
手

中
に
落
ち
た
の
で
、
こ
れ
に
ど
っ
と
襲
い
掛
か
り
、
一
部
を
殺
し
、
他
を
虜と

り
こ囚
に
し
た
。
主
馬
頭
は
こ
の
虜
囚
ら
を
連
れ
て
ゴ
ッ
ト
ル

プ
城
に
騎
行
、
城
門
を
叩
い
て
伯
爵
に
面
会
を
求
め
た
。
伯
爵
は
深
手
を
負
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
を
も
の
と
も
せ
ず
臥ふ

し
ど所
か
ら
起
き
上

が
っ
た
。
す
る
と
ブ
ル
ヒ
ャ
ル
ト
は
主
君
に
こ
う
告
げ
た
。「
殿
、そ
れ
が
し
は
殿
の
許も

と

へ
ご
加
勢
に
参
上
と
存
じ
ま
し
た
が
、負
傷
し
、

囚と
ら

わ
れ
、
か
く
は
護
送
さ
れ
る
宣
誓
解
放
の
身
と
な
り
申
し
た
。
そ
れ
が
し
、
ど
な
た
に
お
縋す

が

り
し
た
ら
よ
い
や
ら
。
殿
は
そ
れ
が
し

を
敵
か
ら
取
り
戻
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
ょ
う
か
」。

─
「
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
」
と
伯
爵
は
答
え
た
。「
余
は
充
分
に
デ
ン
マ
ー
ク
人
を

捕
虜
と
し
た
。
そ
な
た
を
自
由
に
す
る
と
あ
ら
ば
、〔
交
換
と
し
て
〕
彼
ら
を
た
っ
ぷ
り
釈
放
い
た
す
ぞ
」。

─
す
る
と
主
馬
頭
は

「
君き

み

信ま
こ
と実
あ
れ
ば
、
臣し

ん

信ま
こ
と実
あ
り
」
と
独
り
ご
ち
、
莞か

ん
じ爾
と
し
て
伯
爵
に
叫
ん
だ
。「
殿
、
そ
れ
が
し
は
負
傷
も
し
て
お
り
ま
せ
ぬ
し
、

（　

）
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囚
わ
れ
の
身
で
も
あ
り
ま
せ
ぬ
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
デ
ン
マ
ー
ク
王
、
黒
の
グ
レ
ー
テ
、
そ
の
扈こ

じ
ゅ
う従
の
全
て
を
虜
囚
と
し
て
こ
れ
へ
連

行
い
た
し
ま
し
た
。
城
門
を
開
か
せ
、
彼
ら
を
し
っ
か
と
監
禁
な
さ
い
ま
す
よ
う
」。

─
そ
の
後
デ
ン
マ
ー
ク
王
は
莫ば

く
だ
い大
な
身
代
金

を
支
払
っ
て
自
由
と
な
っ
た
が
、
国
中
の
民
衆
の
間
に
「
実じ

つ

あ
る
主
人
に
実じ

つ

あ
る
家
来
」
と
い
う
諺

こ
と
わ
ざ

が
で
き
た
。

　

こ
の
諺
は
あ
ま
ね
く
広
ま
り
、
後
世
ザ
ク
セ
ン
＝
ゴ
ー
タ
の
さ
る
公
爵
は
こ
れ
を
〔
ザ
ク
セ
ン
＝
ゴ
ー
タ
公
国
鋳
造
の
〕
貨
幣
に
刻

印
さ
せ
た
く
ら
い
。
こ
れ
に
は
主
従
双
方
に
と
っ
て
深
い
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
。

一
九
四　

シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
の
大
聖
堂

　

シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
の
大
聖
堂
は
そ
の
昔
全
土
で
最
も
壮
麗
な
教
会
だ
っ
た
。
し
か
し
戦
乱
の
時
代
が
続
く
に
つ
れ
崩
壊
し
、
敵
軍

の
手
に
陥
る
と
、聖
堂
内
で
ま
こ
と
に
ひ
ど
い
乱
暴
狼ろ

う
ぜ
き藉
が
行
わ
れ
た
。
軍ぐ

ん
ぴ
ょ
う兵
ど
も
は
こ
こ
に
屯た

む
ろ

し
、大お

お
ざ
け酒
を
喰く

ら
い
、博ば

く
ち奕
に
耽ふ

け

り
、

悪
口
雑
言
を
吐
き
散
ら
し
た
も
の
。
あ
る
時
、
骨カ

ル
タ牌
賭と

ば
く博
を
し
て
い
た
こ
の
連
中
の
荒
く
れ
者
が
一
人
、
運つ

き

に
見
放
さ
れ
た
も
の
だ
か

ら
、
言
語
道
断
な
呪じ

ゅ
そ詛
を
口
走
り
、「
え
え
も
う
、
お
り
ゃ
あ
神
様
野
郎
の
目
ん
玉
あ
抉え

ぐ

り
出
し
て
や
る
ぞ
」
と
怒
鳴
る
な
り
、
聖
堂

の
丸
天
井
へ
自
分
の
剣
を
投
げ
上
げ
た
。

─
す
る
と
、
な
ん
と
、
剣
は
落
ち
て
来
な
い
で
、
天
井
の
内
壁
に
し
っ
か
と
突
き
刺
さ
っ

た
ま
ま
に
な
っ
た
。
敵
軍
が
退
去
す
る
と
、
こ
の
剣
は
撤
去
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
も
こ
の
下
に
立
っ
て
見
上
げ
る
と
、
以
前
同
様
剣
の

影
が
相
変
わ
ら
ず
見
え
る
の
だ
っ
た
。
こ
れ
は
ど
う
し
て
も
消
せ
な
か
っ
た
。

　

こ
の
聖
堂
に
は
救
世
主
の
木
像
が
あ
っ
た
。
十
字
架
の
下
に
坐す

わ

っ
て
い
る
キ
リ
ス
ト
の
御み

姿
で
あ
る
。
あ
る
時
、
斧お

の

を
持
っ
た
酔
っ

払
い
が
ふ
ら
ふ
ら
や
っ
て
来
て
、
な
ん
と
も
放
逸
無む

ざ
ん慙
な
こ
と
に
こ
の
御お

像
の
左
足
の
親
指
を
切
り
落
と
し
た
。
す
る
と
突
然
こ
の
男

自
身
の
左
足
が
痛
み
、
家
へ
帰
る
と
、
履
い
て
い
た
長
靴
が
血
で
溢あ

ふ

れ
て
お
り
、
足
指
は
す
っ
ぱ
り
切
断
さ
れ
て
い
た
。

（　

）
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一
九
五　

夜
の
婚
礼

　

オ
ー
ベ
ン
ロ
ー
近
郊
で
起
こ
っ
た
こ
と
だ
が
、
バ
ル
ト
海
か
ら
程
遠
か
ら
ぬ
あ
る
村
の
牧
師
が
夜
数
人
の
水
兵
に
寝
床
か
ら
引
き
出

さ
れ
た
。
彼
ら
は
牧
師
に
金
貨
の
入
っ
た
ず
っ
し
り
重
い
袋
を
差
し
出
し
て
、
こ
う
言
い
渡
し
た
。
聖
な
る
儀
式
を
執
り
行
う
た
め
す

ぐ
さ
ま
祭
服
を
着
て
我
ら
に
随つ

い
て
来
る
な
ら
、
こ
れ
は
そ
ち
ら
の
も
の
。
さ
も
な
く
ば
、
間
違
い
な
く
こ
の
場
で
死
ぬ
羽
目
に
な
る
、

と
。
牧
師
は
こ
の
乱
暴
極
ま
る
案
内
人
た
ち
に
従
っ
て
、村
か
ら
か
な
り
離
れ
た
と
こ
ろ
に
ぽ
つ
ん
と
建
っ
て
い
る
教
会
に
出
掛
け
た
。

見
る
と
教
会
は
中
か
ら
煌こ

う
こ
う煌
と
灯
火
に
照
ら
さ
れ
て
お
り
、
部
屋
部
屋
は
異
国
の
服
装
を
し
た
海
員
た
ち
で
一
杯
だ
っ
た
。
導
か
れ
た

祭
壇
上
に
は
豪ご

う
し
ゃ奢
な
服
装
の
若
い
貴
人
と
花
嫁
衣
装
を
纏ま

と

っ
た
貴
婦
人
が
い
た
。
け
れ
ど
も
彼
ら
の
背
後
に
は
口
を
開
け
た
墓
穴
が

あ
っ
た
。
牧
師
は
二
人
の
婚
儀
を
司

つ
か
さ
ど

る
よ
う
命
じ
ら
れ
た
。
言
わ
れ
た
通
り
に
し
た
も
の
の
震
え
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
貴
人

と
貴
婦
人
の
縁え

に
し

が
結
ば
れ
る
と
更
に
、
ぽ
っ
か
り
開
い
た
墓
穴
の
縁ふ

ち

で
死
者
へ
の
祈
り
を
唱
え
る
よ
う
指
示
さ
れ
た
。
ま
る
で
こ
れ

か
ら
だ
れ
か
を
埋
葬
す
る
か
の
よ
う
。
そ
の
通
り
に
し
た
も
の
の
や
は
り
震
え
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
牧
師
が
要
求
さ
れ
た
こ
と

を
悉

こ
と
ご
と

く
済
ま
せ
る
と
、
こ
こ
で
目
に
し
た
こ
と
、
命
じ
ら
れ
て
自
分
が
為な

し
た
こ
と
を
今
後
と
も
決
し
て
人
に
漏
ら
さ
ぬ
旨
、
殊
の

外
厳
し
い
宣
誓
を
さ
せ
ら
れ
た
。
そ
れ
か
ら
牧
師
は
言
い
よ
う
の
な
い
恐
怖
に
襲
わ
れ
、教
会
を
後
に
蒼そ

う
こ
う惶
と
し
て
帰
途
に
就
い
た
が
、

教
会
か
ら
ま
だ
さ
ほ
ど
離
れ
ぬ
内
、
一
発
の
鋭
い
銃
声
と
女
性
の
悲
痛
な
絶
叫
が
聞
こ
え
た
の
で
、
す
っ
か
り
惑
乱
、
ほ
と
ん
ど
茫ぼ

う
ぜ
ん然

自
失
の
状
態
で
家
に
戻
っ
た
。
一
睡
も
せ
ず
夜
を
明
か
し
、
払ふ

つ
ぎ
ょ
う暁
と
る
も
の
も
と
り
あ
え
ず
例
の
教
会
に
引
き
返
し
た
彼
は
、
途
中
、

ロ
シ
ア
帝
国
の
国
旗
を
翻
し
た
堂
堂
た
る
三さ

ん
し
ょ
う檣
軍
艦
が
沖
合
を
航
行
し
て
い
る
の
を
目
に
し
た
。
が
ら
ん
と
し
た
教
会
に
足
を
踏
み

入
れ
る
と
、
そ
こ
は
な
に
も
か
も
き
ち
ん
と
し
て
い
た
が

─
し
か
し

─
昨
夜
そ
の
縁
に
立
っ
て
死
者
へ
の
祈
り
を
唱
え
た
墓
穴
は

開
い
た
ま
ま
で
、
中
に
は
自
分
が
婚
儀
を
司
っ
た
あ
の
花
嫁
が
心
臓
の
真
ん
中
を
撃
た
れ
た
亡な

き
が
ら骸
と
な
っ
て
横
た
わ
っ
て
い
た
。

─
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こ
の
伝
説
は
ア
ン
ホ
ル
ト
島
で
も
語
ら
れ
て
い
る
。
同
種
の
も
の
は
北
デ
ィ
ト
マ
ル
シ
ェ
ン
の
ル
ン
デ
ン
郡
に
も
あ
る
。
ま
た
、
シ
ェ

ラ
ン
島
の
ト
ロ
ッ
テ
ィ
ン
グ
で
も
大
層
有
名
。
か
つ
、
名
高
い
哲
学
者
シ
ェ
リ
ン
グ
が
韻
律
麗
し
い
三
韻
句
法
で
詩
に
し
て
い
る
。

一
九
六　

足
取
り
速
き
死
の
騎
行

　

お
互
い
に
深
く
愛
し
合
っ
て
い
た
農
民
の
若
い
男
女
の
話
が
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
と
デ
ィ
ト
マ
ル
シ
ェ
ン
に
語
り
伝
え
ら
れ
て
い

る
。
許い

い
な
ず
け婚
の
若
者
は
、
神
の
摂
理
か
、
ふ
と
患わ

ず
ら

っ
て
死
ん
で
し
ま
っ
た
。
許い

い
な
ず
け嫁
の
乙
女
は
な
ん
と
し
て
も
諦あ

き
ら

め
き
れ
ず
日
が
な
一

日
嘆
き
悲
し
み
、
と
っ
ぷ
り
暮
れ
る
と
、
男
の
墓
に
出
掛
け
て
行
っ
て
夜
も
す
が
ら
ま
た
嘆
き
悲
し
ん
だ
。
こ
う
し
て
埋
葬
し
て
か
ら

三
夜
目
、
娘
が
や
は
り
墓
の
前
に
坐す

わ

っ
て
涙
を
流
し
て
い
る
と
、
白
馬
に
跨ま

た
が

っ
た
騎
手
が
や
っ
て
来
て
、「
お
ま
え
来
る
か
い
、
お
れ

と
一
緒
に
」
と
訊た

ず

ね
た
。
娘
が
目
を
開
い
て
見
や
る
と
、
な
ん
と
愛い

と

し
い
あ
の
ひ
と
だ
っ
た
の
で
、「
え
え
、
え
え
、
行
く
わ
。
ど
こ

へ
で
も
、
あ
ん
た
の
行
き
た
い
と
こ
へ
な
ら
」
と
答
え

─
い
そ
い
そ
と
そ
の
鞍く

ら
じ
り尻
に
乗
っ
た
。
馬
は
風
と
速
さ
を
競
い
合
う
勢
い
で

広
漠
と
し
た
行
く
手
に
進
ん
で
行
っ
た
。
こ
う
し
て
し
ば
ら
く
騎
行
を
続
け
る
と
、
娘
に
恋
人
が
声
を
掛
け
た
。

月
は
こ
ん
な
に
明
る
く
照
っ
て
、 

死し
び
と人
は
こ
ん
な
に
足
取
り
が
速
い
。 

可
愛
い
お
ま
え
、
怖
く
は
な
い
の
。

娘
「
う
う
ん
、
ど
う
し
て
怖
い
こ
と
な
ん
か
。
あ
ん
た
の
傍そ

ば

に
こ
う
し
て
い
る
の
に
」。

─
そ
れ
か
ら
騎
行
は
ど
ん
ど
ん
続
き
、
ま
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す
ま
す
速
く
な
っ
て
行
く
。
け
れ
ど
も
娘
は
馬
に
し
っ
か
り
跨
り
、
両
腕
で
恋
人
の
腰
を
ぎ
ゅ
う
っ
と
抱
い
て
い
た
。
す
る
と
恋
人
は

ま
た
こ
う
言
っ
た
。

月
は
こ
ん
な
に
明
る
く
照
っ
て
、 

死
人
は
こ
ん
な
に
足
取
り
が
速
い
。 

可
愛
い
お
ま
え
、
怖
く
は
な
い
の
。

「
う
う
ん
、
ど
う
し
て
怖
い
こ
と
な
ん
か
。
あ
ん
た
の
傍
に
こ
う
し
て
い
る
の
に
」。
娘
は
や
っ
ぱ
り
そ
う
返
辞
。

─
で
も
ち
ょ
っ
ぴ

り
妙
な
気
分
に
な
っ
た
。
す
る
と
ま
た
ま
た
恋
人
が
訊き

い
た
。

月
は
こ
ん
な
に
明
る
く
照
っ
て
、 

死
人
は
こ
ん
な
に
足
取
り
速
い
。 

可
愛
い
お
ま
え
、
怖
く
は
な
い
の
。

娘
は
怖
く
な
り
だ
し
て
、
両
腕
で
恋
人
の
腰
を
も
っ
と
ぎ
ゅ
う
っ
と
抱
き
締
め
、
一
言
も
言
葉
を
返
さ
な
か
っ
た
。
す
る
と
馬
は
二
人

を
乗
せ
た
ま
ま
三
度
ど
ど
っ
と
輪
を
描
き
、
そ
れ
か
ら
何
も
か
も
消
え
失
せ
た
。

　

こ
の
話
は
世
に
あ
ま
ね
く
語
り
伝
え
ら
れ
、
英
国
に
も
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
も
広
ま
っ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
の
詩
人
ビ
ュ
ル
ガ
ー
は
こ
う

し
た
死
人
の
馬う

ま
の騎
り
の
身
の
毛
も
よ
だ
つ
唄う

た

を
聴
き
、
こ
れ
ら
を
素
材
に
あ
の
陰い

ん
う
つ鬱
な
物バ

ラ
ー
デ

語
詩
「
レ
ノ
ー
レ
」
を
作
っ
た
の
だ
。

（　

）
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一
九
七　

プ
レ
ー
ン
の
魔
法
使
い

　

プ
レ
ー
ン
を
居
城
と
し
て
い
た
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
＝
ゾ
ン
ダ
ー
ブ
ル
ク
公
ヨ
ー
ハ
ン
・
ア
ー
ド
ル
フ
は
戦
に
掛
け
て
偉
大
な
英
傑

だ
っ
た
が
、
練
達
の
魔
法
使
い
で
も
あ
っ
た
。
公
爵
は
パ
ッ
サ
ウ
の
秘
法
を
心
得
て
い
て
、
銃
弾
を
寄
せ
つ
け
な
い
体
に
な
っ
た
し
、

自
分
の
姿
を
消
す
こ
と
も
で
き
た
。
敵
軍
に
目め

く
ら眩
ま
し
の
術
を
掛
け
、
自
分
も
部
下
も
見
え
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
も
。
あ
る
時
窮
地

に
陥
っ
た
公
爵
は
自
分
と
部
下
の
兵
士
た
ち
を
悉

こ
と
ご
と

く
樹
木
に
変
え
た
。
敵
軍
は
立
ち
す
く
み
、
突
然
出
現
し
た
森
を
ぽ
か
ん
と
見
詰

め
た
。
そ
れ
か
ら
木
の
根
元
に
近
寄
る
と
、
後
回
し
に
で
き
な
い
こ
と
を
や
ら
か
し
た
。
お
蔭か

げ

で
ヨ
ー
ハ
ン
・
ア
ー
ド
ル
フ
麾き

か下
の
勇

者
ら
は
長
靴
を
小し

ょ
う
す
い水
で
び
し
ょ
び
し
ょ
に
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

プ
レ
ー
ン
の
城
は
ぐ
る
り
を
渺び

ょ
う
ぼ
う茫
た
る
湖
で
す
っ
か
り
囲
ま
れ
て
い
る
。
城
か
ら
一
哩マ

イ
ル

の
距
離
に
シ
ュ
ト
ッ
ク
ゼ
ー
の
村
が
あ
る
。

し
か
し
陸
路
で
回
り
道
を
す
る
と
遙
か
に
遠
く
な
る
。
公
爵
は
こ
の
村
に
遊
ぶ
の
が
好
き
で
、
夏
冬
問
わ
ず
広
大
な
プ
レ
ー
ン
湖ゼ

ー

の
上

を
馬
車
で
越
え
て
行
く
の
だ
っ
た
。
あ
る
時
一
人
の
農
夫
が
こ
れ
も
馬
車
で
公
爵
の
跡
を
つ
け
、
や
は
り
何
事
も
な
く
対
岸
に
辿た

ど

り
着

い
た
。

─
す
る
と
公
爵
が
「
そ
ち
は
何な

ん
ぴ
と人
の
名
の
下も

と

に
か
よ
う
な
こ
と
を
い
た
し
た
」
と
詰
問
し
た
。「
公
爵
閣
下
の
御み

な名
の
下
に
」

と
農
夫
は
答
え
た
。「
そ
う
申
し
た
の
は
そ
ち
の
幸
せ
」
と
公
爵
。「
し
た
が
、
二
度
と
再
び
い
た
す
な
よ
」

─
。

　

公
爵
は
、
シ
ュ
ト
ッ
ク
ゼ
ー
を
町
に
し
た
い
、
と
望
み
、
皇
帝
レ
オ
ポ
ル
ト
の
軍
勢
に
従
軍
し
て
ハ
ン
ガ
リ
ア
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
へ
出

征
す
る
際
、
村
を
拡
張
す
る
よ
う
命
令
を
残
し
て
行
っ
た
。
し
か
し
奥
方
の
ド
ロ
テ
ー
ア
・
ゾ
フ
ィ
ー
ア

─
出
自
は
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ

ヴ
ァ
イ
ク
家
の
公
女

─
は
プ
レ
ー
ン
の
方
が
ず
っ
と
お
気
に
入
り
だ
っ
た
の
で
、シ
ュ
ト
ッ
ク
ゼ
ー
用
と
定
め
ら
れ
た
金
を
使
っ
て
、

プ
レ
ー
ン
の
新
市
街
を
建
設
し
た
。
遠
征
か
ら
帰
還
し
た
公
爵
が
す
ぐ
さ
ま
シ
ュ
ト
ッ
ク
ゼ
ー
に
行
っ
て
み
る
と
、
命
じ
た
こ
と
は
何

一
つ
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
妻
を
死
な
せ
て
や
る
、
と
誓
言
し
た
。
い
ち
早
く
こ
れ
を
聞
き
知
っ
た
公
妃
は
、
峻し

ゅ
ん
げ
ん厳
な
夫
の
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車
馬
が
近
づ
い
て
来
る
の
を
城
の
窓
か
ら
望
見
す
る
と
、
そ
の
窓
か
ら
跳
び
下
り
た
。
け
れ
ど
も
公
爵
が
魔
術
を
使
っ
た
の
で
、
怪け

が我

一
つ
せ
ず
地
面
に
着
い
た
。
公
爵
い
わ
く
。
確
か
に
、
妻
を
死
な
せ
て
や
る
、
と
誓
い
は
し
た
。
さ
れ
ど
な
に
も
死
に
急
ぐ
こ
と
は
な

い
。
お
の
ず
と
そ
の
時
期
が
到
来
す
る
の
を
待
つ
が
よ
か
ろ
う
。
と
。
実
際
公
妃
は
そ
う
し
た
の
で
あ
っ
て
、
殿
で
あ
り
夫
で
あ
る
公

爵
よ
り
長
生
き
し
た
。

　

プ
レ
ー
ン
と
シ
ュ
ト
ッ
ク
ゼ
ー
の
中
間
に
ル
ー
レ
ー
ベ
ン
な
る
村
が
あ
る
が
、
ヨ
ー
ハ
ン
・
ア
ー
ド
ル
フ
公
が
平
穏
な
ら
ざ
る
そ
の

生
涯
を
終
わ
っ
た
の
は
こ
の
地
に
お
い
て
で
あ
る
。
臨
終
に
あ
た
っ
て
な
に
や
ら
稀け

う有
な
こ
と
が
起
こ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
が
、
だ
れ

も
そ
の
話
は
し
た
が
ら
な
い
。
け
れ
ど
も
、
公
爵
が
見
知
ら
ぬ
者
に
連
れ
出
さ
れ
た
由
の
あ
る
窓
を
ひ
っ
そ
り
と
指
さ
す
。

一
九
八　

海
賊

　

エ
ル
ベ
川
で
活
動
し
て
い
た
海
賊
が
二
人
い
る
。
一
人
は
ク
ラ
エ
ス
・
シ
ュ
テ
ル
テ
ベ
ー
カ
ー
（
乾

シ
ュ
テ
ュ
ル
ツ
ェ
せ
大ベ

ッ
ヒ
ャ
ー

杯
を
）、
い
ま
一
人
は

ゲ
ー
デ
（
ゲ
ー
ト
ケ
、
ゲ
ー
デ
ケ
）・
ミ
ヒ
ェ
ル
と
呼
ば
れ
た
。
彼
ら
は
水
陸
双
方
で
等
し
く
恐
怖
の
的
だ
っ
た
。
両
人
を
主
題
と
し

た
詳
細
に
亘わ

た

る
唄
や
物
語
は
数
数
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
名
高
い
海
賊
と
同
様
で
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
海
賊
ど
も
の
中
に
は
ニ
ー
ン
ド
ル
フ

、
バ
ー
ゲ
ン
シ
ュ
テ
ー
デ
と
メ
ー
ル
ド
ル
フ
近
郊
の
フ
ァ
ー
レ
ン
ヴ
ィ
ン
ケ
ル
の
間
に
あ
る
エ
ン
ゲ
ル
ス
ブ
ル
ク
を
根
城
に
し
た
者
も

あ
る
。
ま
た
、
ズ
ュ
ル
ト
島
に
は
背デ

ア
・
ラ
ン
ゲ
・

高
の
っ
ぽ
の
ペ
ー
タ
ー
な
る
海
賊
が
巣
く
っ
て
い
た
。
こ
や
つ
の
手
下
は
お
も
し
ろ
い
印
、
徽き

し
ょ
う章

を
佩は

い
よ
う用
し
た
。
衣
服
の
片
側
に
は
絞
首
台
を
、
も
う
片
側
に
は
車
輪
を
着
け
た
の
で
あ
る
。
我
と
我
が
身
の
死
に
様ざ

ま

を
し
げ
し
げ
思
い

出
す
よ
う
に
。
ア
ル
ス
島
に
ぶ
ら
り
と
く
っ
つ
い
て
い
る
カ
ニ
ャ
ス
半
島
に
も
カ
イ
と
い
う
人
に
恐
れ
ら
れ
る
海
賊
が
屯
し
て
い
た
。

バ
ル
ス
と
い
う
者
も
い
て
、
こ
れ
の
住
ん
で
い
た
小
島
が
バ
ル
ス
島エ

ー

で
あ
る
。
ア
ー
レ
ン
ス
ベ
ー
ク
近
郊
の
シ
ュ
ヴ
ィ
ー
ン
ク
ー
レ
ン
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の
村
と
城
に
蟠ば

ん
き
ょ踞
し
て
い
た
ペ
ー
タ
ー
・
ム
ッ
ゲ
ル
ル
は
陸
上
で
の
劫ご

う
り
ゃ
く略
を
こ
と
と
し
た
男
で
、
悪
魔
と
盟
約
を
結
ん
で
い
た
が
、

剣
で
刺
さ
れ
て
死
に
、
今
日
で
も
そ
の
亡
霊
が
出
没
す
る
。
ヴ
ェ
ー
ゼ
ビ
ュ
ー
城
の
主あ

る
じ

で
山
賊
で
も
水
賊
で
も
あ
っ
た
ヴ
ェ
ー
ザ
ー

は
と
ど
の
つ
ま
り
城じ

ょ
う
さ
い砦
を
包
囲
攻
撃
さ
れ
て
火
を
掛
け
ら
れ
、
城
の
高
い
塔
の
一
つ
か
ら
妹
と
と
も
に
火
焰
の
中
に
身
を
投
げ
た
。

こ
れ
ら
の
略
奪
者
た
ち
は
ヴヴ

ィ
タ
ー
リ
エ
ン
ブ
リ
ュ
ー
ダ
ー

ィ
タ
リ
ス
の
兄
弟
た
ち
と
自
称
し
た
。

　

シ
ュ
テ
ル
テ
ベ
ー
カ
ー
は
ブ
ラ
ン
ケ
ネ
ー
ゼ
の
あ
る
漁
師
の
卑
劣
な
裏
切
り
に
よ
っ
て
そ
の
一
味
徒
党
と
も
ど
も
縛
に
就
け
ら
れ

た
。
全
員
ハ
ン
ブ
ル
ク
に
護
送
さ
れ
、
こ
の
地
の
グ
ラ
ー
ス
ボ
ー
ク
で
首
を
刎は

ね
ら
れ
た
。
そ
の
数
は
七
十
人
を
下
ら
ぬ
。
そ
れ
ゆ
え

鮮
血
が
刑
場
に
流
れ
溢あ

ふ

れ
て
、
刑
吏
の
踝

く
る
ぶ
し

ま
で
浸つ

か
る
ほ
ど
だ
っ
た
。
す
る
と
市
参
事
会
参
事
の
だ
れ
か
れ
が
刑
吏
に
「
親マ

イ
ス
タ
ー方
、

こ
ん
な
に
も
大
勢
首
を
斬
っ
た
ん
で
気
分
は
ど
う
だ
ね
」と
呼
び
掛
け
た
。
刑
吏
は
た
っ
ぷ
り
聞
こ
し
召
し
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

斬
首
刀
を
か
ざ
す
と
頭
上
で
振
り
回
し
、
こ
う
応
酬
し
た
。「
ほ
っ
ほ
う
、
上
上
の
気
分
で
さ
あ
、
お
歴
歴
衆
。
わ
っ
し
は
ま
だ
ま
だ

こ
ん
な
調
子
で
首
を
落
と
せ
ま
す
ぜ
。
お
頭つ

む
り

の
ご
く
え
え
参
事
会
の
ご
一
統
様
を
残
ら
ず
わ
っ
し
の
刃や

い
ば

に
懸
け
に
ゃ
な
ら
ん
と
し

た
っ
て
、
喜
び
勇
ん
で
や
り
ま
し
ょ
う
て
」。

─
ハ
ン
ブ
ル
ク
市
の
頭
の
ご
く
良
い
参
事
会
の
面
面
は
こ
の
返
答
を
意
地
悪
く
曲
解
、

つ
け
つ
け
と
放
言
し
た
舌し

た
な
が長
男
を
牢
獄
に
繫つ

な

が
せ
、
次
い
で
判
決
を
申
し
渡
し
て
斬
首
刑
に
処
し
た
。

　

シ
ュ
テ
ル
テ
ベ
ー
カ
ー
と
手
下
た
ち
を
捕
ら
え
た
ハ
ン
ブ
ル
ク
市
民
は
、
財
宝
を
求
め
て
彼
の
船
を
捜
索
し
た
が
、
何
も
見
つ
か
ら

な
か
っ
た
。
こ
ん
な
泥
棒
船
を
ま
た
海
に
戻
し
て
、
洋
上
や
エ
ル
ベ
河
上
で
遊ゆ

う
よ
く弋
さ
せ
た
く
な
か
っ
た
の
で
、
廃
船
と
し
て
あ
る
建
築

業
者
に
売
り
渡
し
、
壊
し
て
日
常
の
用
に
当
て
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
さ
て
、
こ
の
建
築
業
者
が
主し

ゅ
し
ょ
う檣
を
切
り
倒
そ
う
と
根
元
に

鋸
の
こ
ぎ
り

を
入
れ
始
め
た
と
こ
ろ
、
固
い
物
に
が
つ
ん
と
当
た
り
、
鋸
の
歯
が
鈍な

ま

っ
て
し
ま
っ
た
。
な
ん
と
、
帆
柱
の
中
身
は
金
属
で
、
そ

れ
も
純
銅
だ
っ
た
の
だ
。
建
築
業
者
が
発
見
し
た
物
を
参
事
会
に
披
露
す
る
と
、
参
事
会
は
改
め
て
こ
の
三
檣
船
を
精
査
さ
せ
た
。
す

る
と
、
最
も
長
い
主
檣
の
芯し

ん

が
混
じ
り
け
な
し
の
赤あ

か
が
ね銅
、
二
番
目
の
長
さ
の
帆
柱
の
芯
が
白し

ろ
が
ね銀
、
三
番
目
の
芯
に
至
っ
て
は
な
ん
と
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黄こ
が
ね金
で
あ
る
こ
と
が
判
明
。
こ
れ
だ
け
で
も
上
上
の
大
漁
だ
っ
た
が
、
そ
れ
ば
か
り
か
幾
つ
も
の
帆ほ

げ
た桁
と
最ト

ゲ
ン
ス
ル

上
檣
の
帆
桁
に
も
あ
り
と

あ
ら
ゆ
る
金
目
の
品
品
が
巧
み
に
隠
さ
れ
て
い
た
。
建
築
業
者
は
た
っ
ぷ
り
報
酬
を
貰も

ら

っ
た
。
見
つ
か
っ
た
黄お

う
ご
ん金
で
塔
冠
が
製
作
さ
れ
、

こ
れ
は
聖

ザ
ン
ク
ト

カ
タ
リ
ー
ナ
教
会
の
塔
を
ぐ
る
り
と
取
り
巻
い
た
。
黄
金
は
そ
れ
く
ら
い
夥

お
び
た
だ

し
い
分
量
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
ハ
ン
ブ
ル

ク
に
し
て
み
れ
ば
、
い
つ
い
つ
ま
で
も
思
い
起
こ
す
つ
ど
、
糞く

そ

忌
忌
し
い
、
と
し
か
言
い
よ
う
の
な
い
あ
の
フ
ラ
ン
ス
軍
占
領
・
支
配

時
代
、
こ
の
黄
金
の
財
宝
は
敵
軍
の
奪
う
と
こ
ろ
と
な
り
、
金
貨
に
鋳
直
さ
れ
た
。
リ
ュ
ー
ゲ
ン
島
の
ヤ
ス
ム
ン
ト
に
は
シ
ュ
テ
ル
テ

ベ
ー
カ
ー
と
ゲ
ー
デ
・
ミ
ヒ
ェ
ル
が
隠か

く
れ
が処
と
し
た
奥
深
い
洞ど

う
く
つ窟
が
幾
つ
も
あ
る
。
ハ
ン
ブ
ル
ク
で
は
こ
の
両
人
と
そ
の
一
味
徒
党
全
員

を
斬
首
す
る
の
に
使
わ
れ
た
四
振
り
の
斬
首
刀
が
い
ま
だ
に
見
ら
れ
る
。

一
九
九　

ク
レ
ン
ペ
ン
の
鐘

　

ハ
ン
ブ
ル
ク
市
民
が
い
か
に
黄
金
を
有
り
余
る
ほ
ど
た
っ
ぷ
り
持
っ
て
い
た
か
、こ
ん
な
伝
説
か
ら
も
よ
く
分
か
ろ
う
と
い
う
も
の
。

ク
レ
ン
ペ
ン
の
教
会
の
鐘
楼
に
吊
ら
れ
て
い
た
の
は
素
晴
ら
し
い
鐘
だ
っ
た
。
こ
れ
を
鋳
造
す
る
際
変
わ
っ
た
で
き
ご
と
が
あ
っ
た
。

仔し
さ
い細
は
こ
う
で
あ
る
。
材
料
が
す
っ
か
り
溶
融
し
て
、
鋳
造
準
備
が
万
端
調
っ
た
が
、
ま
だ
ち
ょ
っ
と
他
に
用
が
あ
っ
た
親
方
の

鋳い

も

じ
物
師
は
徒
弟
の
若
者
に
溶
銑
炉
の
火
加
減
に
気
を
付
け
る
よ
う
言
い
置
い
て
、
そ
こ
を
立
っ
た
。
坩る

つ
ぼ堝
の
上
に
は
も
う
一
つ
溶
け
た

銀
の
入
っ
た
別
の
坩る

つ
ぼ堝
が
載の

っ
て
い
た
。

─
親
方
は
こ
れ
を
鐘
の
装
飾
か
碑
銘
に
使
う
つ
も
り
だ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
が
、
徒

弟
は
、
鋳
鐘
原
料
を
万
全
に
し
て
鐘
が
美
し
い
音
色
に
響
く
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
こ
の
銀
を
加
え
な
く
て
は
い
け
な
い
ん
だ
、
と
思

い
込
み
、
溶
け
た
銀
が
た
っ
ぷ
り
入
っ
た
坩
堝
を
傾
け
て
鐘
の
材
料
に
流
し
込
ん
だ
。
丁
度
そ
の
時
戻
っ
て
来
た
親
方
は
烈
火
の
ご
と

く
怒
り
、
携
え
て
い
た
杖
で
し
た
た
か
に
若
者
を
打
ち
据
え
た
の
で
、
若
者
は
く
た
く
た
と
く
ず
お
れ
て
死
ん
で
し
ま
っ
た
。
鋳
鐘
が
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完
了
、
で
き
た
鐘
が
マ
リ
ー
ア
と
命
名
さ
れ
、
鐘
架
に
吊
り
下
が
り
、
打
ち
鳴
ら
さ
れ
る
と
、
銀
の
成
分
の
お
蔭か

げ

で
、
こ
れ
ほ
ど
の
美

し
い
音ね

い
ろ色
は
い
ま
だ
か
つ
て
耳
に
し
た
こ
と
の
な
い
、
そ
れ
は
そ
れ
は
冴さ

え
た
清
ら
か
な
調
べ
で
響
き
渡
っ
た
。
も
っ
と
も
こ
の
鐘
の

音ね

は
い
つ
も
「
哀シ

ャ
ー
ド
・
ウ
ム
・
ユ
ン
ゲ
ン

れ
や
若
者
、
哀シ

ャ
ー
ド
・
ウ
ム
・
ユ
ン
ゲ
ン

れ
や
若
者
」
と
聞
こ
え
た
の
で
あ
る
。

　

鐘
の
調
べ
が
か
く
も
美
し
い
の
で
、
ク
レ
ン
ペ
ン
の
町
の
衆
が
羨う

ら
や

ま
し
く
て
堪た

ま

ら
な
く
な
っ
た
ハ
ン
ブ
ル
ク
市
民
は
買
い
値
を
つ

け
始
め
、
競せ

り
上
げ
に
競
り
上
げ
て
と
う
と
う
、
ク
レ
ン
ペ
ン
の
町
を
ぐ
る
り
と
取
り
巻
く
ほ
ど
の
長
さ
の
黄
金
の
鎖
を
対
価
と
し
て

差
し
出
そ
う
、
と
言
う
ま
で
に
な
っ
た
。
こ
れ
で
や
っ
と
こ
ク
レ
ン
ペ
ン
の
人
人
は
承
知
、
鐘
の
マ
リ
ー
ア
は
荷
馬
車
に
載
せ
ら
れ
、

運
ば
れ
て
行
っ
た
。
と
こ
ろ
が
町
の
近
く
の
小
高
い
丘
に
来
た
と
こ
ろ
で
、
車
が
ず
ぶ
ず
ぶ
と
地
面
に
沈
み
出
し
た
。
牽ひ

き
馬
を
更
に

何
頭
も
何
頭
も
増
や
し
た
が
、
馬
ど
も
は
車
を
引
っ
張
り
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
車
の
後
部
に
二
頭
付
け
る
と
、
荷
馬

車
は
鐘
も
ろ
と
も
軽
軽
と
牽
か
れ
、
丘
を
下
っ
て
ク
レ
ン
ペ
ン
へ
逆
戻
り
し
た
。
か
く
し
て
マ
リ
ー
ア
は
す
ぐ
に
元
通
り
鐘
楼
に
ぶ
ら

下
が
り
、
憂
愁
に
満
ち
た
調
べ
を
響
か
せ
た
し
だ
い
。「
哀シ

ャ
ー
ド
・
ウ
ム
・
ユ
ン
ゲ
ン

れ
や
若
者
、
哀シ

ャ
ー
ド
・
ウ
ム
・
ユ
ン
ゲ
ン

れ
や
若
者
」
と
。
ロ
シ
ア
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
戦
争
は
こ

の
平
和
な
地
方
に
も
襲
い
掛
か
り
、
ク
レ
ン
ペ
ン
の
美
し
い
教
会
は
可か

あ
い哀
や
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
軍
に
爆
破
さ
れ
た
が
、
鐘
は
行
く
方
知
れ

ず
と
あ
い
な
っ
た
。
伝
説
に
よ
れ
ば
、
鐘
は
地
中
に
埋
没
し
た
の
で
あ
り
、
い
つ
の
日
に
か
再
発
見
さ
れ
る
だ
ろ
う
、
と
の
こ
と
。

　

沈
鐘
の
伝
説
は
ド
イ
ツ
中
至
る
と
こ
ろ
数
限
り
な
く
広
ま
っ
て
い
る
。
鐘
の
鋳
造
が
徒
弟
の
死
と
結
び
付
い
て
い
る
伝
説
に
も
多
く

の
場
所
で
出
く
わ
す
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
た
と
え
ば
ブ
レ
ス
ラ
ウ
の
物
語
。
水
中
深
く
で
鳴
る
の
が
聞
こ
え
る
鐘
と
し
て
は
、
冒ぼ

う
と
く瀆

の
罪
を
犯
し
た
た
め
に
沈
ん
だ
町
の
鐘
や
奪
わ
れ
て
運
び
去
ら
れ
た
が
略
奪
者
の
手
か
ら
ひ
と
り
で
に
逃
れ
た
鐘
の
話
が
あ
る
が
、

ハ
ッ
デ
ビ
ュ
ー
、
北
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
の
グ
ラ
ム
、
ノ
イ
キ
ル
ヒ
ェ
ン
の
礼
拝
堂
、
フ
レ
ー
ム
フ
ー
デ
ン
湖ゼ

ー

の
鐘
な
ど
が
こ
れ
。
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二
〇
〇　

殺
人
を
告
発
す
る
鴨か

も

た
ち

　

グ
リ
ュ
ッ
ク
ス
シ
ュ
タ
ッ
ト
近
郊
に
古
い
柏

ア
イ
ヒ
ェ

の
巨
樹
が
聳そ

び

え
て
い
る
。
辺
り
一
円
他
に
柏

ア
イ
ヒ
ェ

は
な
い
。
こ
の
柏

ア
イ
ヒ
ェ

の
あ
る
場
所
に

は
か
つ
て
小
さ
な
繁し

げ

み
し
か
な
か
っ
た
。
繁
み
の
縁
に
坐
り
込
ん
で
い
た
二
人
の
男
が
、
旅
職
人
が
一
人
、
や
は
り
こ
こ
で
一
休
み
し

よ
う
と
や
っ
て
来
た
の
を
目
に
し
た
。
職
人
の
方
は
男
ら
に
一
向
気
づ
か
ず
、
自
分
し
か
い
な
い
、
と
思
っ
て
、
所
持
金
の
勘
定
を
始

め
た
。
た
ち
ま
ち
胸
に
悪
心
が
兆き

ざ

し
た
男
ら
は
職
人
に
襲
い
掛
か
っ
て
殺
害
し
た
。
そ
の
時
近
く
の
池
の
水
面
か
ら
野
鴨
の
群
れ
が
ば

さ
ば
さ
と
飛
び
立
ち
、
啼な

き
な
が
ら
藪や

ぶ

の
上
空
を
翔と

ん
で
行
っ
た
。
瀕ひ

ん
し死
の
犠
牲
者
は
片
手
を
挙
げ
「
証
人
に
な
っ
て
く
れ
え
、
鳥
た

ち
。
こ
の
非
道
な
仕
打
ち
の
証
人
に
な
っ
て
く
れ
え
」
と
叫
ん
だ
。

─
人
殺
し
ど
も
は
繁
み
の
下
を
ざ
っ
と
掘
っ
て
屍
骸
を
埋
め
、

逃
げ
去
っ
た
。
埋
め
た
場
所
に
血
紅
色
の
草
が
生
え
た
。
放
牧
の
た
め
こ
こ
へ
追
っ
て
来
ら
れ
る
馬
た
ち
は
、
近
く
を
通
る
羽
目
に
な

る
と
怖お

ぞ
け気
を
振
る
っ
て
嫌
が
り
、
嘶い

な
な

い
て
は
か
っ
か
っ
と
足あ

が搔
く
の
だ
っ
た
。
馬
と
い
う
も
の
は
無む

こ辜
の
人
間
が
殺
さ
れ
た
場
所
で

は
必
ず
そ
う
し
た
ふ
る
ま
い
を
見
せ
る
。
時
が
流
れ
た
。
二
人
の
人
殺
し
の
一
人
は
結
婚
し
て
近
く
の
村
に
住
み
、
も
う
一
方
は
あ
る

農
場
で
下
男
奉
公
を
し
て
い
た
。
あ
る
宵
の
こ
と
、
女
房
と
一
緒
に
散
歩
し
て
い
た
共
犯
の
片
割
れ
は
た
ま
た
ま
例
の
繁
み
、

赤デ
ア
・
ロ
ー
テ
・
フ
レ
ッ
ク

い
染
み
─
─
こ
の
場
所
は
、
こ
こ
に
し
か
生
え
ず
、
界か

い
わ
い隈
他
の
ど
こ
に
も
見
掛
け
な
い
赤
い
草
の
せ
い
で
随
分
前
か
ら
そ
う
呼

ば
れ
て
い
た

─
の
傍そ

ば

を
通
り
掛
か
っ
た
。
こ
れ
も
偶
然
だ
っ
た
が
、
下
男
も
馬
を
放
牧
か
ら
連
れ
戻
そ
う
と
や
っ
て
来
た
。
す
る
と

鴨
の
群
れ
が
啼
き
な
が
ら
池
か
ら
飛
び
立
っ
た
。
愕が

く
ぜ
ん然
と
し
た
二
人
の
男
は
思
わ
ず
知
ら
ず
異
口
同
音
に
「
鴨
だ
、
証
人
だ
」
と
叫
ん

だ
。

─
そ
れ
か
ら
口
を
噤つ

ぐ

ん
で
蒼あ

お
ざ褪
め
た
。
女
房
は
訝い

ぶ
か

し
ん
で
男
ら
を
じ
ろ
じ
ろ
眺
め
た
。
ま
た
し
て
も
鴨
は
ぐ
ゎ
っ
ぐ
ゎ
っ
と

啼
き
声
を
挙
げ
、
男
ら
は
ぶ
る
ぶ
る
体
を
震
わ
せ
た
。
結
婚
し
て
い
る
方
の
男
は
帰
宅
す
る
と
ひ
っ
そ
り
押
し
黙
っ
て
し
ま
い
、
憂ゆ

う
う
つ鬱

で
堪た

ま

ら
な
い
様
子
で
う
ろ
つ
く
ば
か
り
。
そ
こ
で
女
房
は
自
分
の
悩
み
と
亭
主
の
苦
し
み
を
隣
近
所
に
訴
え
、
こ
と
の
始
ま
り
は
あ
の
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赤デ
ア
・
ロ
ー
テ
・
フ
レ
ッ
ク

い
染
み
の
と
こ
ろ
で
、
鴨
た
ち
が
啼
き
、
男
ら
が
「
鴨
だ
、
証
人
だ
」
と
叫
ん
だ
、
と
語
っ
た
。

─
こ
の
件
は
庄

バ
ウ
エ
ル
ン
フ
ォ
ー
ク
ト
屋
の

耳
に
達
し
、
庄

バ
ウ
エ
ル
ン
フ
ォ
ー
ク
ト
屋
は
ひ
そ
か
に
赤デ

ア
・
ロ
ー
テ
・
フ
レ
ッ
ク

い
染
み
の
現
場
を
掘
り
起
こ
さ
せ
た
。
す
る
と
骸
骨
が
一
体
見
つ
か
っ
た
の
で
あ
る
。
二

人
の
男
は
逮
捕
さ
れ
、
訊じ

ん
も
ん問
の
初し

ょ

っ
端ぱ

な

で
も
う
四
十
年
前
の
犯
行
を
白
状
し
た
。
罪
を
悔
い
た
彼
ら
は
グ
リ
ュ
ッ
ク
ス
シ
ュ
タ
ッ
ト
で

死
罪
の
判
決
を
受
け
た
。
か
の
柏

ア
イ
ヒ
ェ

の
樹
は
こ
の
事
件
を
忘
れ
ぬ
た
め
植
え
ら
れ
た
も
の
で
、
今
日
な
お
残
っ
て
い
る
。
こ
の
場
所
で

鴨
た
ち
は
殺
人
を
告
発
し
た
わ
け
だ
が
、
こ
れ
は
古
い
ド
イ
ツ
の
昔メ

ル
ヒ
ェ
ン話
の
山や

ま
う
ず
ら鶉
や
ギ
リ
シ
ア
の
伝
承
に
あ
る
イ
ビ
ュ
コ
ス
の
鶴つ

る

と
同

じ
こ
と
で
あ
る
。

二
〇
一　

姉
妹
の
塔

　

ブ
ロ
ア
ッ
カ
ー
の
教
会
は
双
子
の
塔
で
飾
ら
れ
て
い
る
。
海
を
航
行
す
る
船
乗
り
は
十
哩マ

イ
ル

も
遠
く
か
ら
こ
の
塔
を
望
見
し
、
陸
標

と
し
て
い
る
。
昔
同
地
の
城
に
二
人
の
姫
が
住
ん
で
い
た
。
姫
た
ち
は
双
子
で
、
神
の
摂
理
に
よ
り
母は

は
ご御
の
胎
内
で
共
に
育
ち
、
こ
れ

ら
の
塔
を
建
立
さ
せ
た
。

　

カ
イ
ト
ゥ
ー
ム
の
教
会
の
鐘
は
打
ち
鳴
ら
さ
れ
る
と
た
だ
た
だ
「
イ
ン
グ
とウ

ン
ト

ド
ゥ
ン
グ
、
イ
ン
グ
とウ

ン
ト

ド
ゥ
ン
グ
」
と
響
く
。

─

こ
れ
は
姉
妹
二
人
の
名
で
、
彼
女
た
ち
は
教
会
の
北
側
の
持
ち
家
で
修
道
院
に
い
る
よ
う
な
生
活
に
明
け
暮
れ
、
教
会
の
塔
建
立
の
施

主
と
な
っ
た
。
こ
の
処
女
た
ち
を
記
念
し
て
塔
に
は
珪け

い
ち
ょ
う
せ
き

長
石
製
の
尖せ

ん
た
ん端
が
二
つ
付
い
て
い
る
。
こ
れ
は
彼
女
た
ち
を
表
し
て
い
る
由
。

カ
イ
ト
ゥ
ー
ム
の
鐘
の
明
る
く
素
敵
な
調
べ
は
好
天
だ
と
大
陸
ま
で
も
聞
こ
え
た
の
で
、
ホ
イ
ア
ー
の
住
民
が
鐘
を
こ
っ
そ
り
盗
み
取

ろ
う
と
考
え
た
。
こ
れ
を
感
づ
い
た
カ
イ
ト
ゥ
ー
ム
の
人
人
は
し
ば
ら
く
の
間
鐘
の
舌
に
馬
の
毛
を
一
本
巻
き
付
け
た
。
す
る
と
鐘
に

罅ひ
び

が
入
っ
た
よ
う
な
響
き
に
な
っ
た
の
で
、
ホ
イ
ア
ー
の
衆
は
企
み
を
諦あ

き
ら

め
た
。
こ
ん
な
古
い
言
い
伝
え
が
あ
る
。
か
つ
て
こ
の
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は
塔
か
ら
転
げ
落
ち
、
町
で
一
番
器
量
の
好
い
青
年
を
押
し
潰つ

ぶ

し
た
。
ま
た
、
後
後
の
こ
と
に
な
る
が
、
塔
が
崩
れ
て
町
で
一
番
綺
麗

な
乙
女
を
瓦が

れ
き礫
の
下
に
埋
め
る
だ
ろ
う
、
と
。
最
初
の
事
件
が
起
こ
っ
た
の
は
一
七
三
九
年
。
次
の
事
件
は
ま
だ
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え

ズ
ュ
ル
ト
島
の
娘
た
ち
は
こ
の
教
会
の
塔
に
近
づ
き
た
が
ら
な
い
し
、
教
会
に
も
入
り
た
が
ら
な
い
、
と
い
う
話
。

　

エ
ル
ベ
川
が
北
海
に
注
ぐ
河
口
に
位
置
す
る
ア
ル
テ
ン
ブ
ル
ー
フ
の
村
に
昔
高
齢
の
双
子
の
姉
妹
が
住
ん
で
い
て
、
村
中
の
尊
敬
を

集
め
て
い
た
。
二
人
は
所
持
し
て
い
る
夥

お
び
た
だ

し
い
こ
の
世
の
宝
で
教
会
と
塔
を
建
立
、
お
互
い
仲
睦む

つ

ま
じ
く
生
涯
を
送
っ
た
。
塔
に
は

高
い
ほ
っ
そ
り
し
た
尖
端
が
二
つ
付
き
、
ど
ち
ら
も
美
し
い
塔
冠
で
飾
ら
れ
た
。
こ
の
尖
端
は
敬け

い
け
ん虔
な
処
女
た
ち
の
名
を
後
世
に
伝
え

て
い
る
。二

〇
二　

墓
か
ら
出
た
手

　

ラ
ウ
エ
ン
ブ
ル
ク
地
方
の
マ
リ
ー
エ
ン
シ
ュ
テ
ー
デ
の
町
の
と
あ
る
礼
拝
堂
に
数
百
年
も
の
昔
幼
子
イ
エ
ス
を
抱
い
た
聖
母
の
御お

像

が
祀ま

つ

ら
れ
て
い
た
。
礼
拝
堂
の
す
ぐ
傍
ら
で
泉
が
流
れ
出
し
て
お
り
、
だ
れ
で
あ
ろ
う
と
こ
の
流
れ
で
病
人
が
沐も

く
よ
く浴
す
る
と
、
聖
母
の

御
像
の
奇き

せ
き蹟
の
御み

力
で
快
癒
す
る
の
だ
っ
た
。
そ
こ
で
こ
の
摩ま

か訶
不
思
議
な
御
像
を
拝
み
に
来
る
巡
礼
の
群
れ
は
引
き
も
切
ら
ぬ
と
い

う
あ
り
さ
ま
。
こ
れ
を
嘲あ

ざ
け

る
者
な
ど
あ
ろ
う
は
ず
は
な
か
っ
た
が
、
た
だ
一
人
近
隣
に
住
む
さ
る
貴
族
が
敬け

い
け
ん虔
な
信
徒
た
ち
を
阿あ

ほ
う呆

呼
ば
わ
り
し
、
し
き
り
に
冷
や
か
し
て
止
ま
ず
、
少
な
か
ら
ず
悪
ふ
ざ
け
を
や
ら
か
し
た
も
の
。
貴
族
に
は
執
事
が
い
た
が
、
こ
の
執

事
も
主
人
に
負
け
ず
劣
ら
ず
の
代
物
だ
っ
た
。
あ
る
時
執
事
の
馬
が
獣
医
も
匙さ

じ

を
投
げ
た
病
気
に
な
る
と
、
貴
族
は
ふ
と
思
い
つ
い
て

こ
う
言
っ
た
。「
こ
れ
に
乗
っ
て
マ
リ
ー
エ
ン
シ
ュ
テ
ー
デ
ま
で
行
っ
て
な
、
馬
に
あ
の
お
あ
り
が
た
い
腐
れ
水
を
飲
ま
せ
て
、
存
分

に
水
浴
び
さ
せ
て
や
り
ゃ
あ
、
さ
ぞ
か
し
治
る
こ
と
だ
ろ
う
て
」
と
。

─
執
事
に
は
年
取
っ
た
父
が
い
て
、
こ
れ
ま
で
も
再
三
品
行

（　

）
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を
正
す
よ
う
訓
戒
し
て
い
た
が
、
神
を
蔑な

み

す
る
息
子
は
い
つ
も
老
人
の
言
う
こ
と
を
笑
い
飛
ば
し
、
父
が
神
を
引
き
合
い
に
出
す
た
び

に
、「
お
り
ゃ
あ
も
う
長
い
こ
と
神
様
抜
き
で
や
っ
て
来
た
ん
で
ね
、
思
う
に
こ
れ
か
ら
だ
っ
て
ま
だ
ま
だ
神
様
抜
き
で
や
っ
て
行
け

ま
し
ょ
う
よ
」
と
言
う
の
だ
っ
た
。

─
さ
て
、
息
子
が
本
当
に
あ
の
馬
で
マ
リ
ー
エ
ン
シ
ュ
テ
ー
デ
へ
出
掛
け
よ
う
と
し
て
い
る
の

を
聞
き
つ
け
た
老
父
は
、
今
度
も
こ
う
諭
し
た
。「
お
ま
え
が
そ
ん
な
冒ぼ

う
と
く瀆
を
働
く
の
を
神
は
決
し
て
見
過
ご
し
に
は
な
さ
る
ま
い
。

神
を
試
み
て
は
い
け
な
い
。
神
は
侮
ら
れ
る
ま
ま
に
し
て
は
お
か
れ
な
い
ぞ
」。「
へ
っ
へ
え
、な
ん
と
ね
」と
息
子
は
言
い
返
し
た
。「
う

ち
の
馬
だ
っ
て
お
父
上
の
神
様
の
お
創つ

く

り
あ
そ
ば
し
た
生
き
物
で
し
ょ
う
に
。
来
る
日
も
来
る
日
も
マ
リ
ー
エ
ン
シ
ュ
テ
ー
デ
へ
巡
礼

し
て
行
く
よ
ぼ
よ
ぼ
の
病
人
ど
も
ほ
ど
の
値
打
ち
も
あ
り
ゃ
せ
ん
の
で
す
か
」。
老
人
は
、
条
理
を
尽
く
し
た
言
葉
で
は
あ
さ
ま
し
い

息
子
を
正
道
に
返
す
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
分
か
っ
た
も
の
の
、
そ
れ
で
も
神
の
処
罰
の
笞し

も
と

に
曝さ

ら

さ
れ
る
姿
を
見
た
く
は
な
か
っ
た

の
で
、
息
子
が
出
発
し
よ
う
と
す
る
と
、
そ
の
馬
の
前
に
立
ち
塞ふ

さ

が
り
、
勒ろ

く

を
押
さ
え
て
、
ど
う
し
て
も
行
か
せ
ま
い
と
し
た
。
す
る

と
息
子
は
革
紐ひ

も

を
手
に
取
っ
て
、年
取
っ
た
実
の
父
親
の
頭
を
打
っ
た
。
父
親
は
片
手
を
高
く
挙
げ
て
「
神
が
罰
を
下
さ
れ
ん
こ
と
を
。

こ
の
人
で
な
し
め
が
」
と
叫
ん
だ
。

─
し
か
し
神
を
蔑
す
る
息
子
は
げ
ら
げ
ら
笑
っ
て
出
掛
け
て
し
ま
い
、
馬
を
マ
リ
ー
エ
ン
シ
ュ

テ
ー
デ
へ
連
れ
て
行
き
、
癒い

や
し
の
泉
の
水
を
飲
ま
せ
た
。
泉
は
こ
の
日
以
降
治
癒
の
力
を
失
っ
た
。
そ
し
て
執
事
は
惨
め
な
最
期
を

遂
げ
た
。
二
つ
の
悪
業
を
や
っ
て
の
け
た
か
ら
と
い
う
も
の
、
も
は
や
一
日
と
し
て
楽
し
く
健
や
か
な
日
と
て
な
く
、
そ
の
後
ま
も
な

く
死
ん
だ
。
埋
葬
さ
れ
た
翌
日
の
朝
早
く
、
聖
物
保
管
係
が
教
会
墓
地
に
来
る
と
、
執
事
を
埋
め
た
墓
の
上
に
何
か
白
い
物
が
転
が
っ

て
い
る
の
を
目
に
し
た
。
近
づ
く
と
、
そ
れ
は
人
間
の
手
で
、
し
か
も
執
事
が
父
親
を
打
っ
た
方
の
手
だ
っ
た
。
人
人
は
こ
の
手
を
再

び
埋
め
た
が
、
手
は
墓
の
中
に
納
ま
っ
て
い
な
い
で
、
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
外
へ
に
ょ
っ
き
り
出
て
来
る
の
だ
っ
た
。
そ
こ
で
と
う
と
う
こ

の
手
は
教
会
の
中
へ
移
さ
れ
、
内
壁
の
壁へ

き
が
ん龕
に
置
か
れ
た
。
そ
し
て
年
に
一
度
聖
職
者
が
こ
の
手
を
取
り
出
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に
示

し
て
、
こ
う
説
く
の
で
あ
る
。「
こ
れ
は
父
親
に
対
し
て
挙
げ
ら
れ
た
手
。
そ
れ
ゆ
え
今
日
に
至
る
ま
で
安
息
を
得
ら
れ
な
い
」
と
。
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オ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク
で
も
こ
う
し
た
手
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
に
も
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
山ヴ

ァ
ル
ト地
の
ハ
イ
ン
リ
ク
ス
村
に

も
あ
っ
て
、
精
巧
な
秘ひ

せ
き蹟
の
櫃ひ

つ

に
保
管
さ
れ
て
い
る
。
ア
ル
ト
マ
ル
ク
の
大

グ
ロ
ー
ス

レ
ー
デ
ン
ス
レ
ー
ベ
ン
村
の
教
会
で
は
こ
う
し
た
手
が

鉄
鎖
で
吊
ら
れ
て
い
る
。
さ
よ
う
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
方
で
も
か
か
る
伝
説
が
語
ら
れ
て
い
る
。

二
〇
三　

ブ
リ
ュ
ー
ヒ
ャ
ー
司
教

　

そ
の
昔
ラ
ッ
ツ
ェ
ブ
ル
ク
に
ブ
リ
ュ
ー
ヒ
ャ
ー
司
教
な
る
お
人
が
い
た
。
こ
の
名
の
司
教
の
一
族
の
一
人
で
あ
る
。
か
の
マ
イ
ン
ツ

の
司
教
ハ
ッ
ト
ー
と
は
ま
さ
に
正
反
対
で
、
殊
の
外
貧
民
に
優
し
く
、
物
惜
し
み
を
し
な
か
っ
た
。
か
つ
て
こ
の
地
方
が
ひ
ど
い
物
価

騰
貴
に
見
舞
わ
れ
た
時
、
こ
の
善
良
な
司
教
は
施
し
に
施
し
を
重
ね
、
遂
に
穀
倉
が
空
っ
ぽ
に
な
り
、
司
教
自
身
と
司
教
に
仕
え
る
者

た
ち
に
は
一
粒
の
穀
物
も
残
っ
て
い
な
い
と
い
う
あ
り
さ
ま
に
な
っ
た
。
そ
れ
で
も
穀
物
を
ね
だ
り
、
麵パ

ン麭
を
懇
願
す
る
貧
民
は
ま
だ

ま
だ
引
き
も
切
ら
ず
。
す
る
と
司
教
は
執
事
に
向
か
っ
て
「
こ
の
哀
れ
な
人
人
に
、
と
に
か
く
ま
だ
あ
る
物
を
あ
げ
な
さ
い
」
と
言
っ

た
。

─
「
司
教
様
」
と
執
事
が
応
え
た
。「
綺
麗
さ
っ
ぱ
り
も
う
何
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
司
教
様
の
穀
物
蔵
は
掃
除
の
済
ん
だ
脱
穀

場
同
然
す
っ
か
ら
か
ん
で
し
て
」。

─
「
あ
あ
、
そ
れ
で
も
行
っ
て
お
く
れ
、
我
が
子
よ
、
ど
う
か
行
っ
て
お
く
れ
」
と
司
教
。「
も

し
か
し
た
ら
、
た
と
え
ご
く
僅
か
で
も
、
何
か
見
つ
か
る
か
も
知
れ
ぬ
で
は
な
い
か
。
さ
あ
、
神
の
御み

な名
に
お
い
て
行
く
の
だ
」。
司

教
は
、
執
事
が
用
心
し
て
さ
さ
や
か
な
備
蓄
を
き
っ
と
ま
だ
取
り
置
い
て
い
る
の
で
は
、
と
思
っ
た
の
だ
が
、
全
く
の
話
、
穀
倉
に
は

も
う
一
粒
も
あ
り
は
し
な
か
っ
た
の
だ
。
し
か
し
執
事
は
言
わ
れ
た
通
り
に
出
掛
け
、
穀
倉
の
扉
を
開
け
る
と
、
穀
物
が
中
か
ら
ど
っ

と
溢あ

ふ

れ
出
し
、
貧
民
に
た
っ
ぷ
り
施
す
こ
と
が
で
き
た
。
司
教
は
自
室
に
籠こ

も
り
、
こ
の
い
と
も
崇
高
な
奇き

せ
き蹟
を
神
に
感
謝
し
て
随
喜

の
涙
を
流
し
た
。 （　

）
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二
〇
四　

死
者
の
客

　

昔
大

グ
ロ
ー
ス

ベ
ル
ケ
ン
テ
ィ
ン
全
教
区
の
墓
掘
り
人
が
い
た
。
あ
る
晩
、
も
う
九
時
頃
だ
と
い
う
の
に
、
墓
穴
を
掘
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
で
い
た
。
翌
朝
埋
葬
予
定
の
死
者
が
あ
っ
た
の
で
。
し
ば
ら
く
掘
っ
て
い
る
と
、
平
た
い
蓋
の
付
い
た
柩ひ

つ
ぎ

に
ぶ
つ
か
っ
た
。
邪
魔

な
の
で
掘
り
出
し
て
脇
へ
置
き
、
ど
ん
ど
ん
深
く
掘
り
進
め
、
柩
が
二
つ
重
な
っ
て
入
る
ほ
ど
の
穴
に
し
た
。
掘
り
出
し
た
柩
は
と
て

も
立
派
で
新
品
同
然
だ
っ
た
の
で
、
墓
掘
り
人
は
、
中
に
ど
ん
な
人
が
入
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
、
と
知
り
た
く
な
っ
て
、
蓋
を
開
け
て

み
た
。
死
者
は
男
で
、
赤
い
天ビ

ロ
ー
ド

鵞
絨
地
の
ご
く
見
事
な
枕
に
頭
を
載の

せ
て
い
た
。

─
「
こ
り
ゃ
ま
あ
、
お
め
え
様
、
さ
ぞ
か
し
身
分

の
あ
る
御
仁
だ
っ
た
に
ち
げ
え
ね
え
。
わ
し
ゃ
あ
、
お
め
え
様
の
と
こ
ろ
で
お
客
に
な
り
て
え
も
ん
だ
」。
す
る
と
死
者
が
「
い
か
に

も
招
い
て
遣
わ
そ
う
」と
返
辞
。

─
「
そ
の
前
に
ま
ず
わ
し
の
家
へ
お
客
に
お
い
で
な
さ
れ
」と
墓
掘
り
人
。「
い
か
に
も
承
知
じ
ゃ
」

と
死
者
。「
そ
れ
じ
ゃ
明
日
の
晩
、
教
会
の
大
門
ま
で
来
て
く
れ
さ
っ
し
ゃ
い
。
わ
し
ゃ
あ
お
迎
え
に
出
る
で
な
」。

　

翌
日
墓
掘
り
人
は
女
房
に
告
げ
た
。「
お
っ
か
あ
ど
ん
、
わ
し
に
ゃ
今
晩
お
客
が
一
人
あ
る
」。

─
「
ど
ん
な
お
客
を
招よ

ぶ
の
」
と

お
か
み
さ
ん
。

─
「
は
れ
ま
あ
、
お
め
え
、
す
ぐ
に
お
目
に
掛
か
る
で
ね
え
か
」
と
亭
主
は
応こ

た

え
て
、
九
時
の
鐘
が
鳴
る
と
教
会
の

門
に
行
き
、
客
人
を
出
迎
え
て
、
家
に
案
内
し
、
普
通
の
お
客
を
も
て
な
す
の
と
同
様
一
緒
に
飲
ん
だ
り
喰く

っ
た
り
し
た
。
お
客
が
満

腹
す
る
と
、
墓
掘
り
人
は
煙パ

イ
プ管
と
煙た

ば
こ草
を
差
し
出
し
た
。
お
客
は
墓
掘
り
人
と
一
つ
煙パ

イ
プ管
を
く
ゆ
ら
し
た
。
さ
て
、
こ
う
し
て
一
時
間

の
歓
待
が
終
わ
る
と
、
客
人
い
わ
く
「
さ
て
、
教
会
の
大
門
ま
で
わ
し
を
送
っ
て
く
れ
い
。
明
晩
は
そ
な
た
が
わ
し
の
客
じ
ゃ
」。

　

翌
日
同
じ
刻
限
に
同
じ
場
所
で
、
死
者
の
お
客
は
墓
掘
り
人
を
出
迎
え
、
連
れ
立
っ
て
な
に
や
ら
穴
を
抜
け
て
地
面
の
下
へ
降
り
た
。

そ
こ
に
は
ご
く
見
事
な
部
屋
が
一
つ
あ
っ
た
。
そ
の
隣
に
も
部
屋
が
あ
っ
て
、
中
で
は
素
晴
ら
し
い
音
楽
が
奏
で
ら
れ
て
い
た
が
、
地

下
な
る
接
待
の
主
人
役
は
、
そ
ち
ら
へ
入
っ
て
は
い
け
な
い
、
と
禁
じ
た
も
の
。
も
っ
と
も
こ
ち
ら
の
部
屋
だ
っ
て
も
う
充
分
善
美
を

（　

）
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尽
く
し
て
お
り
、
墓
掘
り
人
が
「
あ
あ
、
こ
こ
は
な
ん
と
も
結
構
な
こ
ん
だ
。
百
年
だ
っ
て
逗と

う
り
ゅ
う留
し
て
え
も
ん
だ
わ
い
」
と
言
っ
た

く
ら
い
。

─
と
こ
ろ
で
見
て
い
る
と
、
何
人
も
何
人
も
人
が
や
っ
て
来
て
、
黙
り
こ
く
っ
て
こ
ち
ら
の
部
屋
を
通
り
、
素
晴
ら
し
い

音
楽
が
響
い
て
来
る
あ
ち
ら
の
部
屋
へ
入
っ
て
行
く
の
だ
っ
た
。
そ
の
中
に
は
墓
掘
り
人
自
身
の
父
親
の
姿
も
あ
っ
た
。「
あ
れ
、

父と

っ
つ
ぁ
ま
よ
、
お
め
え
、
い
っ
て
え
ど
こ
さ
行
き
な
さ
る
つ
も
り
だ
」
と
声
を
掛
け
た
が
、
返
辞
は
な
か
っ
た
。
ま
も
な
く
墓
掘
り

人
の
女
房
が
や
っ
て
来
た
。「
あ
れ
、
お
っ
か
あ
、
お
め
え
、
い
っ
て
え
ど
こ
さ
行
く
つ
も
り
だ
」
と
呼
び
掛
け
た
が
、
こ
れ
ま
た
返

辞
は
な
く
、
妻
は
こ
よ
な
く
素
晴
ら
し
い
音
楽
が
聞
こ
え
る
あ
ち
ら
の
部
屋
へ
行
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
う
こ
う
す
る
内
、
今
度
は
長
女

が
来
て
、
墓
掘
り
人
が
ま
た
ま
た
呼
ん
で
も
返
辞
を
せ
ぬ
ま
ま
、
黙
っ
て
入
室
。
そ
れ
か
ら
、
従い

と

こ
兄
弟
連
、
隣
近
所
の
だ
れ
か
れ
、
い

ろ
ん
な
年
齢
の
知
り
合
い
、
中
に
は
子
ど
も
も
い
た
が
、
こ
れ
ら
が
ぞ
ろ
ぞ
ろ
通
っ
て
行
き
、
墓
掘
り
人
が
話
し
掛
け
て
も
つ
い
ぞ
応

答
な
し
。
最
後
に
墓
掘
り
人
の
秘
蔵
っ
子
で
あ
る
末
の
娘
が
来
た
の
で
、「
あ
ま
っ
ち
ょ
、
い
っ
て
え
ど
こ
さ
行
く
」
と
叫
ん
だ
が
、

こ
の
子
も
こ
ち
ら
を
見
向
き
も
せ
ず
、
返
辞
も
し
な
い
で
、
ひ
っ
そ
り
隣
室
へ
去
っ
て
行
っ
た
。
こ
う
な
る
と
墓
掘
り
人
と
し
て
も
腹

が
立
ち
、「
は
れ
ま
あ
、
な
ん
ち
ゅ
う
忌
忌
し
い
部
屋
だ
。
わ
し
の
家う

ち
じ
ゅ
う中
の
者
が
ど
ん
ど
ん
あ
の
綺
麗
な
音
楽
の
方
へ
行
っ
ち
ま
っ
た
」

と
呟つ

ぶ
や

い
た
。

─
そ
し
て
自
分
も
そ
こ
へ
入
り
た
い
と
思
っ
た
の
で
あ
る
。
と
、
も
て
な
し
の
主あ

る
じ

が
戻
っ
て
来
て
、「
進
呈
し
た
い

と
思
っ
た
刻と

き

が
過
ぎ
た
よ
う
だ
」
と
言
い
、
教
会
の
大
門
ま
で
見
送
っ
て
く
れ
、
そ
こ
で
別
れ
た
。
墓
掘
り
人
は
家
へ
帰
り
着
い
て
、

戸
を
叩
い
た
。
丁
度
十
時
の
鐘
が
鳴
っ
た
。
す
る
と
家
の
中
か
ら
聞
き
覚
え
の
な
い
声
が「
だ
れ
だ
ね
、そ
こ
に
い
る
の
は
」。

─「
だ

れ
だ
ね
、
と
は
何
だ
。
わ
し
だ
よ
。
女
房
と
娘
た
ち
ゃ
あ
ど
こ
に
い
る
」。

─
「
女
房
だ
っ
て
。
娘
た
ち
だ
っ
て
」
と
中
か
ら
聞
き

返
す
。「
畜
生
、
わ
し
の
家
の
者
の
こ
っ
た
よ
。
わ
し
ゃ
あ
墓
掘
り
人
だ
に
」。

─
「
と
ん
で
も
ね
え
」
と
中
で
は
大
声
。「
そ
り
ゃ

お
れ
だ
が
や
。
あ
ん
た
、
ど
う
や
ら
頭
が
お
か
し
い
だ
な
。
待
っ
て
ろ
、
す
ぐ
に
追
っ
払
っ
て
く
れ
る
」。
な
に
が
な
ん
だ
か
と
ん
と

分
か
ら
な
く
な
っ
た
墓
掘
り
人
は
叫
ん
だ
。「
え
え
も
う
、お
っ
た
ま
げ
た
こ
ん
だ
。
そ
れ
じ
ゃ
あ
せ
め
て
わ
し
を
一
晩
泊
め
て
く
れ
え
。
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明
日
の
朝
、
わ
し
ら
の
内
ど
っ
ち
が
本
物
の
墓
掘
り
人
だ
か
、
調
べ
る
べ
え
よ
う
」。

─
随
分
長
い
こ
と
頼
ん
で
よ
う
よ
う
中
へ
入

れ
て
も
ら
い
、
椅い

す子
に
坐す

わ

っ
て
そ
の
夜
を
過
ご
し
た
墓
掘
り
人
は
、
朝
に
な
る
と
、
司
祭
は
何
と
い
う
ひ
と
だ
か
訊き

い
た
。
相
手
が
名

を
告
げ
る
。「
ふ
う
む
」
と
墓
掘
り
人
。「
わ
し
ゃ
あ
、
ど
う
も
そ
ん
な
名な

め
え前
は
知
ら
ね
え
だ
。
一
緒
に
神
父
さ
ん
の
と
こ
へ
行
っ
て
く

ん
な
」。

─
そ
こ
で
両
人
が
〔
司
祭
館
に
〕
出
掛
け
て
行
く
と
、
司
祭
は
老
墓
掘
り
人
の
名
を
問
い
、
教
会
記
録
簿
を
調
べ
た
。
す

る
と
ま
さ
に
墓
掘
り
人
の
名
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
更
に
注
が
あ
っ
た
。「
該が

い

墓は
か
ほ
り掘
は
当
教
会
域
内
に
て
失し

っ
そ
う踪
、
い
ず
こ
に
赴
け
る
や

そ
の
所
在
を
知
れ
る
者
無
か
り
き
」
と
。
そ
し
て
こ
れ
が
書
か
れ
た
の
は
百
年
前
だ
っ
た
。
そ
こ
で
司
祭
は
墓
掘
り
人
に
、
聖
体
拝
領

を
受
け
た
く
は
な
い
か
、
と
訊た

ず

ね
た
。
墓
掘
り
人
が
、
は
い
、
と
言
い
、
聖
物
保
管
係
が
呼
び
に
や
ら
れ
て
教
会
の
鍵
を
開
け
た
。
司

祭
は
〔
教
会
の
中
で
〕
墓
掘
り
人
に
聖せ

い
さ
ん餐
を
授
け
た
。
老
人
は
い
と
も
敬け

い
け
ん虔
に
こ
れ
を
授
か
り
、
葡ワ

イ

ン
萄
酒
を
受
け
る
と
、
ひ
っ
そ
り
と

く
ず
お
れ
て
息
を
引
き
取
っ
た
。

二
〇
五　

テ
ィ
ル
・
オ
イ
レ
ン
シ
ュ
ピ
ー
ゲ
ル
の
墓

　

ド
イ
ツ
民
衆
本
の
愉
快
な
放
浪
者
に
し
て
不
滅
の
遍さ

す
ら
い歴
人び

と

た
る
か
の
テ
ィ
ル
・
オ
イ
レ
ン
シ
ュ
ピ
ー
ゲ
ル
を
知
ら
ぬ
者
は
あ
る
ま

い
。
ド
イ
ツ
的
粗
野
と
も
い
う
べ
き
天
衣
無
縫
ぶ
り
、
ふ
ざ
け
好
き
、
茶
番
狂
言
の
本
家
本
元
こ
そ
こ
の
テ
ィ
ル
で
あ
る
。
後
世
の
道

化
者
の
少
な
か
ら
ず
が
こ
の

鏡
シ
ュ
ピ
ー
ゲ
ル

か
ら
自
身
の
顔
が
覗の

ぞ

く
の
を
見
て
い
よ
う
。
名
前
が
象
徴
的
に
聞
こ
え
る
の
で
、
テ
ィ
ル
は
特
定

の
個
人
で
は
な
い
、と
主
張
す
る
向
き
が
多
い
が
、オ
イ
レ
ン
シ
ュ
ピ
ー
ゲ
ル
が
活
躍
し
た
と
い
う
十
四
世
紀
に
は
雨レ

ー
ゲ
ン
ボ
ー
ゲ
ン

の
弧
〔
＝
虹
〕、

鴉ラ
ー
ベ
ン
ツ
ァ
ー
ゲ
ル

の
尻
尾
、
薔ロ

ー
ゼ
ン
ブ
リ
ュ
ー
ト

薇
の
花
な
ど
と
呼
ば
れ
る
手
合
い
が
い
た
か
ら
、
梟

オ
イ
レ
ン
シ
ュ
ピ
ー
ゲ
ル

の
鏡
と
名
乗
っ
た
者
が
あ
っ
て
も
不
思
議
は
な
か
ろ
う
。
要

す
る
に
こ
の
愉
快
な
男
は
、
愉
快
な
読
み
物
と
な
っ
た
波は

ら
ん瀾
万
丈
の
旅
を
メ
ル
ン
で
終
了
、
そ
の
地
に
埋
葬
さ
れ
た
。
そ
れ
で
で
す
ね
、

（　

）
 114

（　

）
 115

（　

）
 116

（　

）
 117

（　

）
 118



138

武蔵大学人文学会雑誌　第 45 巻第 3・4 号

だ
れ
か
が
ど
こ
か
で
死
ん
で
埋
葬
さ
れ
た
な
ら
、
そ
の
前
に
は
生
き
て
い
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か

な
。
と
こ
ろ
で
オ
イ
レ
ン
シ
ュ
ピ
ー
ゲ
ル
は
生
涯
に
亘わ

た

っ
て
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
は
ち
ゃ
め
ち
ゃ
を
や
ら
か
し
、
大
勢
を
む
か
つ
か
せ
、

嗤わ
ら

い
も
の
に
し
た
の
で
、
死
ん
で
も
な
お
人
人
を
お
ち
ょ
く
る
と
い
う
事
態
が
発
生
。
棺
桶
が
ぐ
ら
り
と
倒
れ
て
、
そ
の
ま
ま
墓
穴
に

滑
り
込
み
、か
く
し
て
彼
は
墓
の
中
で〔「
横
た
わ
る
」の
で
は
な
く
〕直
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
墓
掘
り
人に

ん
そ
く足
た
ち
は「
や
っ

こ
さ
ん
が
そ
う
し
た
い
ち
ゅ
う
な
ら
、
思
い
通
り
に
さ
せ
て
や
ろ
う
て
」
と
言
っ
て
、
土
を
被か

ぶ

せ
た
。
メ
ル
ン
の
市
民
た
ち
は
そ
の
後

オ
イ
レ
ン
シ
ュ
ピ
ー
ゲ
ル
の
た
め
に
墓
石
を
建
て
た
。
こ
れ
は
何
度
か
修
復
さ
れ
も
し
た
が
…
…
。
上
部
左
手
隅
に
は
梟

ふ
く
ろ
う

が
、
右
手

隅
に
は
鏡
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
前
世
紀
〔
＝
十
八
世
紀
〕
半
ば
ま
で
は
ま
だ
こ
ん
な
墓
碑
銘
が
読
み
取
れ
た
。

こ
の
墓
石
の
置
か
れ
し
は
紀
元
一
三
五
〇
年
、 

下
に
埋
め
ら
れ
立
ち
た
る
は
テ
ィ
レ
・
オ
イ
レ
ン
シ
ュ
ピ
ー
ゲ
ル
。 

な
べ
て
こ
の
地
を
過よ

ぎ
る
者
、
銘
記
せ
よ
、
か
つ
忘
る
る
な
、 

我
の
こ
の
世
に
あ
り
し
こ
と
、 

我
が
運
命
と
な
る
定
め
と
を
。

二
〇
六　

ボ
ル
ン
ホ
ル
ム
が
踊
っ
て
行
っ
ち
ゃ
う

　

こ
れ
は
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
で
よ
く
耳
に
す
る
言
い
回
し
で
あ
る
。
昔
デ
ン
マ
ー
ク
の
あ
る
王
が
デ
ン
マ
ー
ク
領
の
こ
の
島
を
リ
ュ
ー

ベ
ッ
ク
市
に
抵
当
に
入
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
か
な
り
の
金
額
を
借
用
し
た
の
で
。
と
こ
ろ
で
し
ば
ら
く
す
る
と
王
が
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
市

（　

）
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に
忝

か
た
じ
け

な
く
も
ご
行
幸
あ
そ
ば
さ
れ
、
市
は
表
敬
の
徴し

る
し

と
し
て
一
大
饗
宴
を
開
き
、
舞
踏
会
を
催
し
た
。
当
然
市
長
の
奥
方
が
王
の

右
側
に
着
席
、
王
は
夫
人
に
種く

さ
ぐ
さ種
の
甘
い
言
葉
を
並
べ
立
て
、
い
ざ
お
相
手
を
、
と
舞
踏
に
誘
い
、
最
初
の
輪
舞
を
共
に
踊
っ
た
。
こ

の
一
対
が
い
と
も
華
や
か
に
踊
る
の
を
眺
め
や
っ
た
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
市
民
は
「
ボ
ル
ン
ホ
ル
ム
が
踊
っ
て
行
っ
ち
ゃ
う
」
と
嘆
い
た
。

つ
ま
り
彼
ら
は
、
令
夫
人
に
下
し
置
か
れ
た
こ
う
し
た
栄
誉
を
、
夫
た
る
市
長
殿
が
あ
り
が
た
が
り
過
ぎ
て
し
ま
う
の
で
は
、
と
見
抜

い
た
の
で
あ
る
。
憶
測
は
外
れ
な
か
っ
た
。
な
に
し
ろ
そ
の
後
ま
も
な
く
デ
ン
マ
ー
ク
王
は
負
債
を
返
済
し
な
い
の
に
担
保
を
帳
消
し

に
し
て
も
ら
っ
た
の
だ
。

　

い
や
、
そ
う
で
は
な
い
、
と
い
う
言
い
伝
え
も
あ
る
。
い
わ
く
。
う
ぬ
ぼ
れ
に
膨
れ
あ
が
っ
た
市
長
殿
が
畏お

そ

れ
多
く
も
、
デ
ン
マ
ー

ク
王
の
お
妃
と
踊
り
た
い
、
と
言
上
、
王
は
い
と
も
優ゆ

う
あ
く渥
に
こ
れ
を
ご
承
引
な
さ
っ
た
が
、
た
だ
し
、
ボ
ル
ン
ホ
ル
ム
島
の
担
保
を
帳

消
し
に
す
る
と
い
う
ほ
ん
の
さ
さ
や
か
な
る
条
件
付
き
で
ね
。
か
く
し
て
ボ
ル
ン
ホ
ル
ム
は
踊
っ
て
行
っ
ち
ゃ
っ
た
の
だ
、
と
。

二
〇
七　

三
人
の
親マ

イ
ス
タ
ー方

　

リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
の
話
だ
が
、
あ
る
大
火
で
刑
吏
が
不
慮
の
死
を
遂
げ
た
こ
と
が
あ
る
。
す
ぐ
さ
ま
三
人
の
親マ

イ
ス
タ
ー方
が
こ
の
地
位
に
志

願
し
て
来
た
。
す
こ
ぶ
る
実
入
り
の
良
い
稼
業
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
一
日
に
三
十
人
か
ら
四
十
人
の
哀
れ
な
罪つ

み
び
と人
を
剣
も
し
く
は
鋭

い
板
で
処
刑
す
る
こ
と
が
少
な
く
な
く
、
市
参
事
会
は
あ
り
が
た
く
も
一
人
頭
に
つ
き
ラ
イ
ン
・
グ
ル
デ
ン
金
貨
を
一
枚
か
ら
二
枚
も

支
払
っ
て
く
れ
た
。
さ
て
、
新
規
志
願
者
に
は
そ
れ
ぞ
れ
認
定
試
験
を
行
い
、
最
優
秀
者
に
こ
の
職
を
与
え
る
、
と
決
定
さ
れ
、

親マ
イ
ス
タ
ー方
た
ち
も
こ
れ
に
何
の
異
存
も
な
か
っ
た
。
哀
れ
な
罪
人
の
数
に
不
足
は
な
く
、
処
刑
試
験
が
始
ま
っ
た
。
一
番
目
の
親マ

イ
ス
タ
ー方
は
囚

徒
を
自
分
の
前
に
立
た
せ
、
さ
っ
と
剣
の
空か

ら

打
ち
を
し
た
。
す
る
と
囚
徒
の
頸く

び

の
周
り
に
赤
い
細
紐ひ

も

が
付
き
、
囚
徒
が
妙
な
顔
を
し
て
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目
を
ぱ
ち
く
り
さ
せ
る
の
が
見
え
た
。
親マ

イ
ス
タ
ー方
は
人
垣
を
見
渡
し
、
剣
に
拭ぬ

ぐ

い
を
掛
け
る
と
、
哀
れ
な
罪
人
を
ぽ
ん
と
一
蹴け

り
し
た
。

す
る
と
罪
人
は
ば
っ
た
り
倒
れ
、
首
が
転
が
り
落
ち
た
。
知
ら
な
い
う
ち
に
素
早
く
見
事
に
斬
首
さ
れ
た
の
で
、
斬
ら
れ
て
も
当
人
が

全
然
気
づ
か
ず
、
観
衆
に
も
分
か
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
伎て

わ
ざ倆
を
芸
術
に
ま
で
高
め
た
こ
の
達
人
に
大
喝か

っ
さ
い采
が
送
ら
れ
た
。
二
番
目

の
親マ

イ
ス
タ
ー方
は
「
今
度
は
わ
し
が
試
験
を
受
け
る
わ
け
だ
が
、
首
切
り
試
し
の
お
客
さ
ん
は
是
非
と
も
二
人
戴い

た
だ

き
て
え
」
と
宣
言
、
次
い

で
一
撃
で
二
人
の
首
を
刎は

ね
た
。
そ
れ
が
い
か
に
も
巧
妙
、
堂
に
入
っ
た
も
の
だ
っ
た
の
で
、
絶
賛
を
博
し
た
。
さ
て
、
三
番
目
の

親マ
イ
ス
タ
ー方
が
要
求
し
た
咎と

が
に
ん人
は
一
人
だ
け
だ
っ
た
。
親マ

イ
ス
タ
ー方
は
咎
人
の
頸
に
二
本
の
鉄
の
環わ

を
嵌は

め
、
項う

な
じ

の
環
と
環
の
間
に
〔
乾
し
〕
豌え

ん
ど
う豆

を
一
粒
置
い
た
。
そ
れ
か
ら
剣
を
振
り
下
ろ
し
、
過あ

や
ま

た
ず
豆
を
等
分
に
切
断
、
二
本
の
環
の
間
で
首
を
胴
か
ら
打
ち
落
と
し
た
。
こ

れ
こ
そ
こ
の
上
な
く
素
晴
ら
し
い
名
人
芸
と
評
価
さ
れ
、
市
は
こ
の
親マ

イ
ス
タ
ー方
を
刑
吏
の
職
に
任
命
、
他
の
ご
両
人
に
は
鄭て

い
ち
ょ
う重
に
敬
意
を

表
し
て
お
引
き
取
り
願
っ
た
。

二
〇
八　

ラ
ブ
ン
ド
ゥ
ス
の
薔ば

ら薇

　

リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
大
聖
堂
の
内コ

ー
ル陣
席
に
は
い
ま
だ
に
司コ

ー

ル

ヘ

ア

教
座
聖
堂
卿
ラ
ブ
ン
ド
ゥ
ス
の
席
な
る
も
の
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
長
い
こ

と
こ
ん
な
言
い
伝
え
が
あ
っ
た
。
い
わ
く
。
死
期
の
迫
っ
た
司ド

ー

ム

ヘ

ア

教
座
聖
堂
参
事
〔
＝
司コ

ー

ル

ヘ

ア

教
座
聖
堂
卿
〕
は
そ
の
席
で
あ
る
椅い

す子
の
褥し

と
ね

の
上
に
白
薔
薇
を
見
出
す
、
と
。
そ
こ
で
こ
う
し
た
薔
薇
を
見
つ
け
た
司ド

ー

ム

ヘ

ア

教
座
聖
堂
参
事
は
家
事
・
身
の
回
り
の
整
理
を
済
ま
せ
、

敬け
い
け
ん虔
な
静せ

い
ひ
つ謐
の
裡う

ち

に
至
福
な
る
帰
天
の
準
備
を
行
う
の
だ
っ
た
。
さ
て
、
司ド

ー

ム

ヘ

ア

教
座
聖
堂
参
事
の
一
員
に
ラ
ブ
ン
ド
ゥ
ス
と
い
う
御
仁
が

い
た
が
、
あ
る
朝
自
席
に
薔
薇
を
発
見
。
け
れ
ど
も
彼
に
ま
だ
こ
の
世
と
訣け

つ
べ
つ別
し
て
キ
リ
ス
ト
の
御み

も
と許
に
行
く
気
な
ど
毛
頭
な
く
、
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
薔
薇
を
取
っ
て
、
隣
の
、
コ
ン
ラ
ー
ト
・
バ
ル
ナ
ー
・
フ
ォ
ン
・
モ
イ
ス
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リ
ン
ゲ
司ド

ー

ム

ヘ

ア

教
座
聖
堂
参
事
の
席
に
急
い
で
投
げ
た
。
や
っ
て
来
て
、
薔
薇
を
見
つ
け
た
コ
ン
ラ
ー
ト
殿
が
仰
天
し
た
の
な
ん
の
。
そ
の

結
果
三
日
後
に
息
を
引
き
取
っ
て
し
ま
っ
た
。
ラ
ブ
ン
ド
ゥ
ス
は
、
つ
く
づ
く
悪
い
事
を
し
た
、
と
こ
れ
を
心
に
深
く
刻
み
、
や
が
て

末
期
が
近
づ
い
た
の
を
感
じ
る
と
、
告こ

く
か
い解
師
に
前
非
を
懺ざ

ん
げ悔
し
、
か
つ
、
司ド

ー

ム

ヘ

ア

教
座
聖
堂
参
事
の
死
の
予
告
は
今
後
別
の
徴し

る
し

に
よ
っ
て

い
た
そ
う
、
と
誓
っ
た
。
か
く
し
て
こ
ん
な
こ
と
に
な
っ
た
。
ラ
ブ
ン
ド
ゥ
ス
が
物
故
し
て
か
ら
そ
れ
ほ
ど
経
た
ぬ
内
に
ま
た
ま
た
他

の
司ド

ー

ム

ヘ

ア

教
座
聖
堂
参
事
の
死
が
差
し
迫
る
と
、
ラ
ブ
ン
ド
ゥ
ス
の
墓
石
の
下
か
ら
雷
鳴
の
よ
う
な
響
き
が
三
度
轟と

ど
ろ

き
渡
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
ラ
ブ
ン
ド
ゥ
ス
の
墓
石
の
上
に
棍こ

ん
ぼ
う棒
が
一
本
置
か
れ
、
こ
ん
な
銘
も
記
さ
れ
た
。

轟ト
ド
ロ

と
打
チ
テ
我
報シ

ラ

セ
ン 

死
出
ノ
旅
路
ニ
赴
ク
者
ラ
ニ
。

ど
ん
ど
ん
と
い
う
こ
の
音
は
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
に
司ド

ー

ム

ヘ

ア

教
座
聖
堂
参
事
が
存
在
す
る
限
り
そ
の
後
も
聞
こ
え
た
。
そ
の
響
き
は
さ
な
が
ら
落

雷
か
カ
ル
タ
ウ
ネ
砲
を
ぶ
っ
放ぱ

な

し
た
か
の
よ
う
。
三
度
目
に
轟
い
た
際
は
そ
の
大
音
響
が
聖
堂
の
丸
天
井
の
全
長
に
亘わ

た

っ
て
拡ひ

ろ

が
っ
て

ゆ
き
、
建
物
全
体
が
倒
壊
す
る
か
と
思
わ
れ
ん
ば
か
り
だ
っ
た
。
あ
る
時
の
ご
と
き
は
主
説
教
の
真
っ
最
中
に
起
こ
っ
た
の
で
、
人
人

は
会
堂
か
ら
我
先
に
逃
げ
出
そ
う
と
し
た
が
、
説
教
師
は
壇
上
で
動
か
ず
、
悪
魔
の
た
ぶ
ら
か
し
に
怯お

び

え
な
い
よ
う
、
群
衆
を
戒
め
た
。

二
〇
九　

森
が
来
る

　

そ
の
昔
、
ま
だ
異
教
を
信
仰
し
偽
神
の
た
め
に
貢
ぎ
物
を
要
求
す
る
リ
ュ
ー
ゲ
ン
島
の
住
民
と
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
市
が
戦
っ
た
時
の
こ
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と
。
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
の
市
民
は
か
よ
う
な
貢
ぎ
物
を
支
払
お
う
と
し
な
か
っ
た
の
で
、
こ
れ
を
徴
収
せ
ん
も
の
と
リ
ュ
ー
ゲ
ン
島
軍
が

市
外
へ
と
押
し
寄
せ
て
来
た
。
そ
し
て
軍
勢
の
数
が
す
ぐ
に
は
読
み
取
れ
な
い
よ
う
ラ
ウ
ア
ー
ホ
ル
ツ
の
森
で
繁し

げ

み
や
矮わ

い
じ
ゅ樹
を
伐き

り
倒

し
、
兵
士
が
各
自
体
の
前
に
押
し
立
て
た
。
こ
う
し
て
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
市
目
指
し
て
進
ん
で
来
る
と
、
市
塔
の
見
張
り
た
ち
は
「
森
が

来
る
、
森
が
来
る
。
ラ
ウ
ア
ー
ホ
ル
ツ
が
押
し
寄
せ
て
来
る
」
と
叫
ん
だ
。

─
〔
市
外
の
〕
刑
場
の
傍
で
停
止
し
た
リ
ュ
ー
ゲ
ン
島

軍
は
深
い
壕ご

う

を
掘
り
、
堡ほ

う
る
い塁
を
築
き
、
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
市
民
軍
に
夥

お
び
た
だ

し
い
損
害
を
与
え
た
。
そ
の
後
〔
こ
の
堡
塁
へ
〕
強
襲
が
企
て

ら
れ
、
甚
大
な
打
撃
を
加
え
る
こ
と
も
で
き
た
が
、
や
が
て
、
市
民
軍
の
戦
況
は
思
わ
し
く
な
い
、
ど
う
や
ら
押
し
戻
さ
れ
そ
う
だ
、

と
い
う
報
告
が
市
に
齎も

た
ら

さ
れ
た
。
そ
の
時
女
性
た
ち
が
立
ち
上
が
り
、
あ
り
合
わ
せ
の
も
の
で
武
装
す
る
と
聖

ザ
ン
ク
ト

ヤ
ー
コ
プ
教
会
に

闖ち
ん
に
ゅ
う入
、
旗
を
一い

ち
り
ゅ
う旒
手
に
入
れ
、
市
門
か
ら
ど
っ
と
突
出
し
た
。〔
リ
ュ
ー
ゲ
ン
島
軍
の
堡
塁
を
攻
め
あ
ぐ
ん
で
い
た
〕
市
民
軍
は
こ

の
新
手
の
軍
勢
が
進
ん
で
来
る
の
を
望
見
し
て
勇
気
百
倍
、
一
方
リ
ュ
ー
ゲ
ン
島
軍
は
逆
に
が
っ
く
り
士
気
沮そ

そ
う喪
。
か
く
し
て
後
者
は

撃
破
さ
れ
、
陣
営
を
放
棄
し
て
退
却
、
厖ぼ

う
だ
い大
な
略
奪
物
、
そ
れ
に
彼
ら
の
崇
め
る
偽
神
の
偶
像
す
ら
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
側
の
手
に
落
ち
た
。

そ
の
後
リ
ュ
ー
ゲ
ン
島
軍
の
来ら

い
こ
う寇
は
二
度
と
な
か
っ
た
。

─
森
が
押
し
寄
せ
て
来
る
、
と
い
う
こ
う
し
た
伝
説
は
さ
ま
ざ
ま
に
修
飾

さ
れ
た
姿
と
な
っ
て
そ
こ
こ
こ
で
お
目
に
掛
か
る
。

二
一
〇　

ヘ
ル
タ
湖ゼ

ー

　

リ
ュ
ー
ゲ
ン
島
に
は
そ
の
昔
ゲ
ル
マ
ン
系
北
方
人
で
あ
る
原
始
民
族
に
女
神
と
し
て
尊
崇
さ
れ
た
ヘ
ル
タ
と
い
う
大
地
母
神
の
聖
地

が
あ
っ
た
。
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ベ
ニ
ッ
ツ
と
呼
ば
れ
る
神
聖
な
橅ぶ

な

の
森
が
深
い
湖
を
囲
み
、
森
に
は
衣
で
覆
わ
れ
た
女
神
の
お
召
し
車
が
鎮

ま
り
、女
神
は
毎
年
一
度
こ
の
車
に
乗
っ
て
国
中
を
巡
行
し
た
。
随
行
す
る
の
は
女
神
の
託
宣
を
伝
え
る
男
の
祭
司
た
だ
独
り
だ
っ
た
。
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二
頭
の
聖
な
る
牝め

う
し牛
に
牽ひ

か
れ
る
女
神
の
車
が
練
っ
て
来
る
と
こ
ろ
で
は
ど
こ
で
も
歓
喜
が
満
ち
溢
れ
、平
和
の
祝
祭
一
色
と
な
っ
た
。

何な
ん
ぴ
と人
も
闘
争
し
て
は
な
ら
ず
、
武
器
を
執
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
状
態
は
女
神
が
あ
る
土
地
を
動
か
な
い
限
り
存
続
し
、

女
神
が
、
も
は
や
逗と

う
り
ゅ
う留
し
た
く
な
い
、
と
の
意
向
を
示
す
と
、
祭
司
は
女
神
を
聖
地
に
戻
し
た
。
聖
地
に
戻
る
と
お
召
し
車
、
そ
れ

を
覆
っ
た
衣
、
そ
し
て
女
神
の
聖
像
が
暗
い
湖
で
浄き

よ

め
ら
れ
、
こ
の
役
務
に
使
わ
れ
た
奴
隷
た
ち
は
、
己お

の
れ

が
目
に
し
た
こ
と
を
語
る

こ
と
が
な
い
よ
う
、
湖
中
で
生い

け
に
え贄
と
さ
れ
た
。
な
お
、
リ
ュ
ー
ゲ
ン
島
は
狼

お
お
か
み

も
猫
も
厭い

と

う
、
と
の
言
い
伝
え
が
あ
る
。

二
一
一　

パ
ー
ペ
・
デ
ー
ネ
の
鉄

グ
ロ
ッ
ケ
ン
シ
ュ
ピ
ー
ル琴

　

シ
ュ
テ
ュ
ル
ツ
ェ
ベ
ッ
ヒ
ャ
ー
と
そ
の
人
殺
し
の
海
賊
仲
間
が
〔
リ
ュ
ー
ゲ
ン
島
の
〕
ヤ
ス
ム
ン
ト
に
秘
密
の
隠か

く
れ
が処
を
持
っ
て
い
た

よ
う
に
、
ラ
ッ
ツ
ェ
ブ
ル
ク
近
郊
に
拡ひ

ろ

が
る
、
通
う
路
と
て
も
な
い
森
林
に
同
類
の
悪
党
が
い
た
。
た
だ
し
こ
や
つ
は
海
賊
で
は
な
く
、

山
賊
で
、
そ
の
名
を
パ
ー
ペ
・
デ
ー
ネ
と
い
っ
た
。
パ
ー
ペ
の
強
さ
と
来
た
ら
途
方
も
な
く
、
こ
れ
は
悪
魔
と
の
盟
約
に
よ
っ
て
手
に

入
れ
た
も
の
。
物
乞
い
に
化
け
て
山
野
を
歩
き
回
り
、
旅
人
と
見
る
や
襲
い
掛
か
り
、
ど
れ
ほ
ど
強
い
男
が
相
手
で
も
打
ち
倒
し
、
そ

の
体
と
持
ち
物
一
切
を
巣そ

う
く
つ窟
で
あ
る
隠
処
に
引
き
ず
っ
て
行
く
の
だ
っ
た
。
巣
窟
で
は
自
分
が
殺
し
た
屍む

く
ろ骸
の
頭
蓋
を
切
り
取
っ
て
皮

を
剥は

ぎ
、
乾
し
て
白
く
晒さ

ら

し
た
頭
蓋
骨
を
木
の
間
に
張
っ
た
紐ひ

も

に
ず
ら
り
と
吊
る
し
、
棒
で
叩
い
て
頭
蓋
骨
が
ど
ん
な
調
べ
で
鳴
る
か

聴
き
澄
ま
し
、
か
く
し
て
次
の
こ
と
を
発
見
す
る
に
至
っ
た
。
頭
蓋
骨
は
ど
れ
一
つ
と
し
て
同
じ
音
は
出
さ
な
い
。
人
間
は
皆
自
分
な

り
の
頭
を
持
っ
て
い
る
が
、
頭
蓋
骨
の
響
き
も
同
様
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
ど
う
し
て
か
く
も
大
勢
の
人
間
が
お
互
い
協

調
す
る
こ
と
な
く
生
き
て
行
く
の
か
簡
単
に
説
明
が
つ
く
。
す
な
わ
ち
、頭
蓋
骨
の
音
色
が
調
和
し
な
い
か
ら
で
あ
る
、と
。
パ
ー
ペ
・

デ
ー
ネ
が
、
お
れ
さ
ま
の
鉄

グ
ロ
ッ
ケ
ン
シ
ュ
ピ
ー
ル
琴
、
と
命
名
し
た
こ
の
発
明
品
で
音テ

ー
ネ色
を
模
索
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
や
つ
は
デ
ー
ネ
と
綽あ

だ
な名
を
付
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け
ら
れ
た
の
だ
そ
う
だ
。
こ
の
音
楽
好
き
の
男
、
頭
蓋
学
発
明
の
元
祖
様
は
木
琴
さ
な
が
ら
頭
蓋
骨
を
奏
で
た
わ
け
だ
が
、
同
時
に
頭

蓋
骨
を
ふ
ら
ふ
ら
踊
ら
せ
る
の
も
楽
し
ん
だ
。
そ
う
し
な
が
ら
ご
機
嫌
で
囃は

や
し子
唄う

た

を
歌
っ
て
ふ
ざ
け
散
ら
し
た
。

踊
れ
、
踊
れ
や
、
愛い

と

し
の
倅せ

が
れ

ら
、 

踊
っ
て
鳴
れ
や
、
パ
ー
ペ
親お

や
じ父
に
。

こ
の
悪
逆
無
道
な
音
楽
家
を
と
う
と
う
悪
魔
が
打
ち
の
め
し
、
そ
の
魂
と
も
ど
も
、
踊
り
も
遊
び
も
も
う
こ
れ
っ
き
り
の
さ
る
と
こ
ろ

に
行
こ
う
と
し
た
。
け
れ
ど
も
パ
ー
ペ
・
デ
ー
ネ
は
厭い

や

が
っ
て
、
ち
ょ
い
と
待
っ
て
く
れ
さ
え
す
れ
ば
、
た
っ
た
一
つ
の
自
分
の
哀
れ

な
魂
の
代
わ
り
に
魂
を
七
つ
や
ろ
う
じ
ゃ
な
い
か
、と
悪
魔
に
約
束
し
た
。
悪
魔
の
奴や

つ

も
莫ば

迦か

な
も
の
で
、う
ま
う
ま
と
パ
ー
ペ
・
デ
ー

ネ
の
策
略
の
罠わ

な

に
引
っ
掛
か
っ
た
。
悪
魔
が
い
な
く
な
っ
た
途
端
、
パ
ー
ペ
・
デ
ー
ネ
は
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
へ
行
き
、
坊
さ
ん
を
一
人
探

し
当
て
、
悪
業
の
数
数
を
懺ざ

ん
げ悔
、
わ
し
を
悪
魔
か
ら
護
っ
て
く
だ
さ
れ
、
と
心
か
ら
縋す

が

っ
た
。
坊
さ
ん
は
、
パ
ー
ペ
・
デ
ー
ネ
が
非
行

を
悉

こ
と
ご
と

く
告
解
し
、真し

ん
し摯
に
悔か

い
し
ゅ
ん悛
、そ
の
証あ

か
し

と
し
て
命
を
司
直
の
検
断
に
引
き
渡
せ
ば
、と
の
条
件
で
そ
う
す
る
、と
約
束
し
た
。
パ
ー

ペ
・
デ
ー
ネ
と
し
て
は
、
最
後
の
条
件
こ
そ
決
し
て
嬉
し
く
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
な
に
し
ろ
大
事
な
の
は
自
分
の
魂
の
救
済
で
あ
る
。

さ
て
暫し

ば
ら

く
し
て
悪
魔
が
到
来
、
七
つ
の
魂
の
こ
と
を
聞
き
質た

だ

す
と
、
す
っ
か
り
信
心
深
く
な
っ
て
い
た
パ
ー
ペ
・
デ
ー
ネ
は
十
字
架

を
抱
き
締
め
て
接く

ち
づ
け吻
し
、
あ
ん
た
も
接
吻
し
て
く
れ
、
と
そ
れ
を
悪
魔
に
差
し
出
し
た
。
こ
ん
な
目
に
遭あ

っ
た
の
は
初
め
て
の
悪
魔
、

火
を
噴
く
は
悪
臭
を
放
つ
は
、
じ
た
ば
た
し
た
が
、
そ
の
あ
げ
く
退
散
。
し
か
し
、
翌
日
パ
ー
ペ
・
デ
ー
ネ
が
、
悔
い
改
め
た
罪つ

み
び
と人
と

し
て
死
ぬ
べ
く
、
絞
首
台
へ
引
か
れ
て
行
く
時
、
じ
っ
と
待
ち
構
え
て

─
パ
ー
ペ
・
デ
ー
ネ
の
魂
を
手
に
入
れ
よ
う
と
し
た
。
さ
り

な
が
ら
、
か
の
敬け

い
け
ん虔
な
僧そ

う
り
ょ侶
が
お
祈
り
を
し
て
天
界
か
ら
二
人
の
天
使
に
来
て
も
ら
っ
て
お
り
、
パ
ー
ペ
・
デ
ー
ネ
の
魂
が
体
か
ら
離
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れ
る
と
、
こ
の
天
使
た
ち
が
そ
れ
を
い
と
も
清
純
無む

く垢
な
状
態
で
受
け
取
り
、
も
ろ
と
も
に
天
界
へ
昇
っ
て
行
っ
た
。
こ
れ
を
目
の
当

た
り
に
し
た
悪
魔
の
気
持
ち
た
る
や
い
か
ば
か
り
だ
っ
た
か
。悪
魔
は
か
ん
か
ん
に
怒
っ
て
と
う
と
う
真
っ
黒
け
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

以
来
悪
魔
は
黒
い
の
で
あ
る
。

二
一
二　

極き
ょ
く
き
ょ
く極
老
女

　

今
は
昔
、
願
い
事
を
す
れ
ば
ま
だ
い
く
ら
か
は
効
き
目
が
あ
っ
た
時
代

─
こ
ん
な
言
い
方
を
す
る
の
も
、
こ
の
節
は
願
っ
て
効
き

目
が
あ
る
な
ん
て
奇き

せ
き蹟
的
だ
し
、
そ
の
昔
だ
っ
て
願
い
事
の
成
就
が
必
ず
し
も
結
構
で
は
な
か
っ
た
か
ら
だ
が

─
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
に

あ
る
女
が
い
た
。
こ
の
女
、
元
気
潑は

つ
ら
つ溂
、
頑
健
そ
の
も
の
、
食
べ
る
の
も
飲
む
の
も
好
き
好
き
。
欲
し
い
物
は
何
で
も
か
ん
で
も
持
っ

て
い
た
。
そ
う
い
う
身
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
こ
の
世
に
い
る
の
が
楽
し
く
っ
て
堪た

ま

ら
な
い
。
そ
こ
で
願
い
事
を
し
た
。
決
し
て
死
ぬ
こ

と
な
く
、
永
遠
に
生
き
て
い
た
い
、
と
ね
。
い
や
、
そ
れ
も
普
通
の
信
心
深
い
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
念
願
す
る
至
福
の
永
生
で
は
な
く
っ

て
、
美お

い味
し
い
も
の
を
食
べ
た
り
飲
ん
だ
り
し
な
が
ら
こ
の
現う

つ
し
よ世
で
生
き
長
ら
え
る
こ
と
だ
っ
た
。
そ
の
頃
は
願
い
事
を
す
れ
ば
ま
だ

な
ん
と
か
な
っ
た
の
で
、
こ
の
頼
み
は
実
現
、
女
は
極
楽
蜻と

ん
ぼ蛉
の
暮
ら
し
を
続
け
、
ま
こ
と
に
ご
苦
労
無
し
の
婆ば

あ

様
で
い
た
。
し
か
し

こ
の
女
、
願
掛
け
を
す
る
時
一
つ
う
っ
か
り
忘
れ
た
。
他
で
も
な
い
、
ぴ
ん
し
ゃ
ん
し
た
肉
体
の
ま
ま
で
い
ら
れ
る
、
と
い
う
附
加
条

項
で
あ
る
。
さ
て
、
百
年
間
は
ど
う
に
か
ま
あ
う
ま
く
行
っ
た
。
と
こ
ろ
が
百
年
の
歳
月
を
背
負
い
込
ん
だ
と
な
る
と
、
こ
れ
に
み
し

み
し
と
の
し
掛
か
ら
れ
て
、
老
女
は
縮
み
始
め
た
。
ど
ん
ど
ん
縮
ん
で
、
ま
ず
歩
け
な
く
な
り
、
そ
れ
か
ら
立
て
な
く
な
り
、
や
が
て

は
一
人
で
の
飲
み
食
い
が
駄
目
に
な
っ
た
。
そ
れ
で
も
死
ね
な
い
。
人
人
は
幼
児
の
よ
う
に
老
女
の
食
事
の
世
話
を
し
、
体
を
起
こ
し

た
り
、
運
ん
だ
り
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
が
、
話
に
は
ま
だ
先
が
あ
る
。
老
女
は
そ
れ
か
ら
も
絶
え
ず
縮
み
続
け
、
し
ま
い
に
は
全
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然
飲
食
を
し
な
く
な
っ
た
。
あ
げ
く
の
果
て
は
時
折
ち
ょ
っ
と
身
動
き
を
す
る
だ
け
。
そ
こ
で
人
人
は
、
老
女
が
人
知
れ
ず
こ
の
世
か

ら
お
さ
ら
ば
し
て
く
れ
る
な
ら
、
そ
れ
が
な
に
よ
り
、
と
考
え
、
そ
れ
で
も
ま
だ
命
が
あ
る
こ
と
は
あ
る
の
で
、
く
し
ゃ
く
し
ゃ
に
萎し

な

び
て
縮
こ
ま
っ
て
い
る
ち
っ
ぽ
け
な
老
女
に
硝ガ

ラ
ス子
覆
い
を
被か

ぶ

せ
、
教
会
の
中
に
吊
し
た
。
老
女
は
い
ま
で
も
相
変
わ
ら
ず
リ
ュ
ー
ベ
ッ

ク
の
ママ

リ
ー
エ
ン
キ
ル
ヒ
ェ

リ
ア
教
会
に
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
る
。
二は

つ
か
ね
ず
み

十
日
鼠
ほ
ど
の
大
き
さ
で
、
年
に
一
度
し
か
動
か
な
い
。

二
一
三　

古
き
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク

　

ヴ
ィ
ス
マ
ー
ル
か
ら
程
遠
か
ら
ぬ
と
こ
ろ
に
教
会
を
持
つ
村
が
あ
っ
て
、
シシ

ュ
ヴ
ェ
リ
ー
ナ
ー
・
ゼ
ー

ュ
ヴ
ェ
リ
ー
ン
湖
か
ら
バ
ル
ト
海
に
通
ず
る
運
河
に
臨

ん
で
い
る
。
そ
の
名
を
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
と
い
い
、
い
ま
だ
に
昔
日
の
塁
壁
が
見
ら
れ
る
。
広
大
な
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
地
方
全
体
に
名

称
を
与
え
た
の
は
他
な
ら
ぬ
こ
こ
。
言
い
伝
え
に
い
わ
く
。
こ
の
塁
壁
の
中
に
は
黄こ

が
ね金
の
揺
り
籠か

ご

が
一
つ
鎮
ま
っ
て
お
り
、
水
の
豊
か

な
草
原
の
底
に
は
そ
の
昔
沈
ん
だ
赤あ

か
が
ね銅
の
橋
が
あ
る
、
と
。
そ
こ
で
は
古
陶
器
の
欠か

け
ら片
が
夥

お
び
た
だ

し
く
見
つ
か
り
、
こ
の
古
き
ヴ
ェ
ン
ド

人
の
城じ

ょ
う
さ
い塞
の
井
戸
が
あ
っ
た
、
と
い
う
場
所
も
ま
だ
そ
れ
と
名
指
さ
れ
る
。
城
塞
は
一
大
都
市
の
守
り
だ
っ
た
の
だ
が
、
そ
の
都
市

の
名
残
は
た
だ
古

い
に
し
え

の
名
を
留
め
て
い
る
こ
の
無
防
備
な
今
日
の
村
が
あ
る
だ
け
。

　

メ
ク
レ
ン
城ブ

ル
ク

な
る
名
は
メ
ー
ケ
ル
ンM

äkeln

（
交
易
）
に
由
来
す
る
と
か
。
古
き
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
は
そ
の
昔
極
め
て
有
名
な
交

易
都
市
で
、
周
囲
五
ド
イ
ツ
哩マ

イ
ル

に
及
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
か
つ
て
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
公
ア
ル
バ
ー
ト
は
デ
ン
マ
ー
ク
王
妃

─
か
の
黒
の
グ
レ
ー
ト

─
と
交
戦
、
王
妃
の
捕
虜
と
な
っ
た
が
、
公
国
の
女
性
た
ち
は
主
君
を
囚と

ら

わ
れ
の
身
か
ら
解
放
す
る
た
め

に
黄
金
と
装
身
具
を
醵き

ょ
し
ゅ
つ出
し
て
彼
を
救
っ
た
。
そ
こ
で
ア
ル
バ
ー
ト
公
は
女
性
た
ち
に
、
男
性
同
様
封
土
を
保
有
し
て
も
よ
い
、
と

の
権
利
を
賦ふ

よ与
し
た
。
そ
こ
で
公
国
に
は
独
占
的
男
性
采さ

い
ゆ
う邑
な
る
も
の
は
存
在
し
な
か
っ
た
そ
う
な
。
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二
一
四　

侯
妃
の
夢

　

メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
の
凋ち

ょ
う
ら
く落
後
ヴ
ィ
ス
マ
ー
ル
市
が
大
い
に
華
開
い
た
。
こ
こ
に
居
を
構
え
た
の
は
神デ

ア
・
テ
オ
ロ
ー
ゲ

学
者
と
異
名
を
取
っ
た
ヨ
ハ

ネ
ス
侯
で
、
彼
は
ヘ
ン
ネ
ベ
ル
ク
家
の
ル
イ
ト
ガ
ル
デ
ィ
ス
を
娶め

と

り
、
彼
女
と
の
間
に
六
人
の
子
息
を
儲も

う

け
た
。
長
男
ハ
イ
ン
リ
ヒ
は

ポ
ン
メ
ル
ン
公
バ
ル
ニ
ム
一
世
の
息
女
ア
ナ
ス
タ
ー
ジ
ア
と
結
婚
し
た
。
敬け

い
け
ん虔
な
憧あ

こ
が

れ
に
駈か

ら
れ
た
彼
は
聖
地
へ
の
遠
征
に
従
軍
、

た
め
に
巡デ

ア
・
ピ
ル
グ
リ
ム

礼
者
な
る
添
え
名
を
得
た
が
、
奥
方
は
侯
の
聖
地
巡
礼
の
間
窮
地
に
追
い
込
ま
れ
た
。
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
辺マ

ル
ク
グ
ラ
ー
フ

境
伯
オ
ッ

ト
ー
が
ザ
ク
セ
ン
、
マ
イ
セ
ン
、
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
諸
侯
と
同
盟
し
て
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
の
地
に
侵
攻
し
た
か
ら
で
あ
る
。
二
人
の

子
息
と
領
土
の
運
命
を
深
く
憂
慮
し
て
い
た
ア
ナ
ス
タ
ー
ジ
ア
の
夢
に
聖
者
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
が
現
れ
、
こ
う
告
げ
た
。「
勇
気
を
出
し

な
さ
い
。
わ
た
し
は
そ
な
た
と
そ
な
た
の
家
族
に
勝
利
を
約
束
し
ま
す
。
そ
の
徴し

る
し

と
し
て
そ
な
た
は
明
朝
あ
る
顕
現
を
目
に
す
る
で

し
ょ
う
」。

─
黎れ

い
め
い明
に
目
覚
め
た
侯
妃
が
信
仰
に
胸
高
鳴
ら
せ
て
天
を
仰
ぐ
と
、
夢
に
現
れ
た
通
り
の
聖
者
の
御み

姿
を
描
い
た
旌せ

い
き旗

が
一い

ち
り
ゅ
う旒
翻
っ
て
い
る
の
を
見
た
。
ア
ナ
ス
タ
ー
ジ
ア
は
即
刻
画
家
を
呼
び
寄
せ
、
是
非
に
、
と
聖
者
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
絵
を
描
か
せ
、

こ
の
御
姿
の
旌
旗
を
製
作
、
こ
れ
を

─
や
は
り
ハ
イ
ン
リ
ヒ
と
い
う
名
の

─
長
男
に
与
え
、
長
男
と
次
男
に
、
必
ず
勝
ち
ま
す
よ
、

と
明
言
し
た
。
侯
子
兄
弟
は
新
た
な
旌
旗
を
靡な

び

か
せ
て
城
か
ら
進
発
、
軍
を
率
い
て
遙
か
に
優
勢
な
敵
に
立
ち
向
か
い
、
ガ
ー
デ
ブ
ッ

シ
ュ
で
こ
れ
を
完か

ん
ぷ膚
無
き
ま
で
に
撃
破
し
た
。
若
き
ハ
イ
ン
リ
ヒ
侯
は
さ
な
が
ら
獅し

し子
の
ご
と
く
勇
敢
に
闘
っ
た
の
で
、
以
降

獅
デ
ア
・
レ
ー
ヴ
ェ
子
と
添
え
名
さ
れ
た
。
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
公
に
任
じ
ら
れ
た
の
は
彼
の
息
子
た
ち
が
嚆こ

う
し矢
で
あ
る
。

　

さ
て
侯
妃
ア
ナ
ス
タ
ー
ジ
ア
は
夢
が
か
く
も
素
晴
ら
し
く
も
正
夢
と
な
っ
た
の
で
、
ヴ
ィ
ス
マ
ー
ル
の
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
修
道
院
に

お
返
し
を
降
り
注
ぎ
、
優
し
く
気
前
よ
く
ふ
る
ま
い
、
修
道
院
附
属
教
会
の
内
陣
を
三
つ
の
新
し
い
窓
で
飾
っ
た
。
そ
の
中
央
の
窓
に

は
聖
処
女
、
そ
の
両
脇
に
は
聖
者
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
と
聖
者
パ
ド
ヴ
ァ
の
ア
ン
ト
ニ
ウ
ス
の
御
姿
が
絢け

ん
ら
ん爛
た
る
彩
色
装
飾
で
描
か
れ
て
い
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る
。
侯
妃
ア
ナ
ス
タ
ー
ジ
ア
は
こ
う
し
て
そ
の
夢
の
顕
現
と
神
の
お
助
け
に
対
す
る
感
謝
の
念
を
表
明
し
た
の
で
あ
る
。

二
一
五　

悪
魔
の
格
子

　

ヴ
ィ
ス
マ
ー
ル
な
る
ママ

リ
ー
エ
ン
キ
ル
ヒ
ェ

リ
ア
教
会
の
洗
礼
盤
の
周
り
は
鉄
格
子
で
囲
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
鉄
格
子
を
作
っ
た
鍛か

じ

や
冶
屋
は
悪
魔
の
助
け

を
借
り
た
の
で
あ
る
。
だ
れ
も
真
似
が
で
き
な
い
精
巧
な
で
き
で
、
細
工
が
ど
こ
で
始
ま
り
、
ど
こ
で
終
わ
っ
て
い
る
の
か
分
か
ら
な

い
。
こ
う
し
た
格
子
は
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
に
も
見
ら
れ
る
。
た
だ
し
こ
ち
ら
は
説
教
壇
を
囲
ん
で
い
る
。
伎わ

ざ倆
に
長
け
た
製
作
者
の
親
方

は
ヴ
ィ
ス
マ
ー
ル
の
と
同
じ
で
あ
る
由
。
一
夜
に
し
て
悪
魔
が
完
成
し
た
の
だ
、
と
も
い
わ
れ
る
。

　

ヴ
ィ
ス
マ
ー
ル
に
は
こ
ん
な
司
祭
も
い
た
。
て
も
さ
て
も
お
か
し
な
欲
望
の
持
ち
主
だ
っ
た
。
帳
面
を
一
冊
肌
身
離
さ
ず
、
こ
れ
に

市
の
資
産
家
の
名
を
そ
れ
ぞ
れ
一
定
の
金
額
と
と
も
に
書
き
込
ん
で
い
た
。
ま
る
で
そ
れ
だ
け
の
貸
し
が
あ
る
か
の
よ
う
に
。
さ
て
、

そ
れ
か
ら
だ
ん
だ
ん
に
出
掛
け
て
行
っ
て
は
こ
れ
ら
の
資
産
家
か
ら
盗
み
を
は
た
ら
き
、
一
軒
盗
み
が
終
わ
る
た
び
、
帳
面
の
名
の
後

に
、
領
収
済
み
、
と
記
入
し
た
。
あ
り
が
た
や
、
と
ご
満
悦
で
。
こ
の
奸か

ん
と
う盗
は
随
分
長
い
こ
と
泥
棒
を
続
け
た
が
、
と
う
と
う
一
件
が

明
る
み
に
出
て
捕
ま
っ
た
。
も
っ
と
も
こ
の
犯
人
、
本
来
な
ら
当
然
ぶ
ら
ん
こ
往
生
だ
が
終
身
禁き

ん
こ錮
に
減
刑
さ
れ
た
。

二
一
六　

英
国
汗
病

　

一
五
二
九
年
英
国
か
ら
剣け

ん
の
ん呑
な
病
気
が
伝
わ
っ
た
。
こ
れ
は
汗あ

せ
え
や
み

疫
病
と
も
英
国
汗
病
と
も
呼
ば
れ
た
。
こ
の
病
気
が
大
陸
に
初
め
て

足
を
踏
み
入
れ
た
の
は
ハ
ン
ブ
ル
ク
で
、
こ
こ
で
は
二
十
二
日
の
内
に
千
人
の
命
を
奪
っ
た
。
そ
れ
か
ら
更
に
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
、
ヴ
ィ
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ス
マ
ー
ル
、ロ
ス
ト
ッ
ク
、グ
ラ
イ
フ
ス
ヴ
ァ
ル
ト
、シ
ュ
テ
ッ
テ
ィ
ン
、ダ
ン
ツ
ィ
ヒ
へ
と
進
み
、〔
こ
れ
ら
の
都
市
以
外
の
〕
地
方
に

も
広
く
蔓ま

ん
え
ん延
し
た
。
諸
都
市
と
諸
地
方
を
さ
あ
っ
と
飛ひ

し
ょ
う翔
し
て
行
っ
た
、
と
言
う
べ
き
か
。
原
因
は
そ
の
年
の
異
常
気
象
に
帰
さ
れ
て

い
る
。
穏
や
か
な
冬
、
日
照
り
の
五
月
、
じ
め
じ
め
と
寒
い
夏
、
次
い
で
た
と
え
裸
で
歩
こ
う
と
も
汗
を
か
か
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
ほ

ど
の
猛
暑
、
こ
の
身
も
心
も
萎な

え
る
よ
う
な
猛
暑
と
と
も
に
疫
病
が
襲
来
し
た
の
で
あ
る
。

　

当
時
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
に
は
そ
の
名
を
ヴ
ァ
ラ
ス
と
い
う
博
士
が
い
た
。
信
仰
ゆ
え
に
英
国
か
ら
亡
命
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
ひ

と
で
あ
る
。
発
汗
病
の
患
者
を
少
な
か
ら
ず
治
療
し
た
。
ヴ
ァ
ラ
ス
博
士
は
敬け

い
け
ん虔
で
熱
心
な
信
徒
だ
っ
た
の
で
、〔
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
の
〕

聖
職
者
と
そ
の
一
党
が
福
音
を
新
し
い
教
え
〔
＝
新
教
〕
に
従
っ
て
説
法
、
弘ぐ

ほ
う法
し
よ
う
と
し
な
い
の
に
気
づ
き
、
手
に
な
に
や
ら
本

〔
＝
新
約
聖
書
〕
を
一
冊
持
っ
て
、
親
戚
で
あ
る
高
位
の
市
参
事
殿
の
と
こ
ろ
に
出
掛
け
、
こ
う
訊た

ず

ね
た
。
神
の
報
酬
を
授
か
り
た
く

は
ご
ざ
ら
ぬ
か
、
あ
る
敬
虔
な
男
の
遺テ

ス
タ
メ
ン
ト

言
状
が
確
認
さ
れ
、
効
力
を
発
揮
す
る
よ
う
助
力
な
さ
る
お
気
持
ち
は
ご
ざ
ら
ぬ
か
、
と
。

─
市
参
事
殿
い
わ
く
。
そ
の
遺テ

ス
タ
メ
ン
ト

言
状
が
正
し
く
作
成
さ
れ
て
い
る
な
ら
、
し
か
る
べ
き
市
参
事
と
し
て
認
証
す
る
に
や
ぶ
さ
か
で
な

い
、
と
。
す
る
と
博
士
は
言
葉
を
継
い
だ
。
こ
れ
を
作
成
し
た
の
は
善
良
か
つ
敬
虔
な
男
子
で
、
そ
の
名
を
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
と
い

わ
れ
る
。
キ
リ
ス
ト
は
そ
の
死
と
そ
の
復
活
と
を
も
っ
て
こ
の
契テ

ス
タ
メ
ン
ト約〔
＝
新
約
聖
書
〕を
確
認
し
た
も
う
た
。
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
の
れ
っ

き
と
し
た
市
参
事
殿
と
し
て
こ
れ
を
認
証
な
さ
る
お
つ
も
り
な
ら
、
神
に
大
い
な
る
奉
仕
を
つ
か
ま
つ
る
こ
と
に
な
ろ
う
、
と
。 

─
市
参
事
殿
は
く
る
り
と
背
を
向
け
、
博
士
を
う
っ
ち
ゃ
ら
か
し
た
が
、
翌
日
博
士
は
市
か
ら
追
放
さ
れ
た
。

　

汗
疫
病
が
激
し
く
荒
れ
狂
っ
た
の
で
、
放
棄
さ
れ
閉
鎖
さ
れ
た
家
屋
は
一
つ
ど
こ
ろ
で
は
な
い
。
一
五
二
九
年
ロ
ス
ト
ッ
ク
大
学
に

在
籍
し
て
い
た
学
生
は
皆
無
。
こ
の
病
気
で
は
二
十
四
時
間
以
内
に
命
を
取
り
留
め
る
か
、
息
を
引
き
取
る
か
だ
っ
た
。
子
ど
も
や
老

人
は
罹か

か

ら
ず
、
強
健
な
者
、
強
健
こ
の
上
も
な
い
者
が
襲
わ
れ
た
こ
の
病
気
の
効
果
あ
る
治
療
法
は
以
下
の
ご
と
し
。
寝
床
は
暖
か
過

ぎ
な
い
よ
う
、
し
か
し
隙
間
風
に
は
注
意
、
ご
く
簡
素
な
食
事
、
大だ

い
お
う黄
で
便
通
を
良
く
す
る
、
清
い
大
気
、
注
意
深
い
看
護
。
患
者
に
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寝
返
り
を
打
た
せ
て
冷
や
し
て
は
い
け
な
い
、
腕
の
下
に
空
気
が
入
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。
安
静
に
寝
て
い
れ
ば
い
る
ほ
ど
良
い

の
だ
が
、
ど
う
し
て
も
患
者
の
体
を
ぐ
る
り
と
回
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
は
、
通
気
の
影
響
を
で
き
る
だ
け
防
止
。
発
汗
の
苦
痛

は
僅
か
し
か
続
か
な
い
、
と
患
者
を
慰
め
る
こ
と
。
患
者
が
恢か

い
ふ
く復
し
て
来
た
ら
、
香
り
高
い
薔ば

ら
す
い

薇
水
で
顔
、
耳
の
後
、
項う

な
じ

上
部
、
両

の
こ
め
か
み
を
拭ぬ

ぐ

い
清
め
、
葡ワ

イ
ン
ヴ
ィ
ネ
ガ
ー

萄
酢
を
嗅か

が
せ
る
と
よ
ろ
し
い
。
汗
疫
病
の
医
者
の
言
に
よ
れ
ば
、
酢
は
樟し

ょ
う
の
う脳
や
阿あ

へ
ん片
よ
り
遙
か
に

効
能
が
あ
る
、
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
元
気
づ
け
の
飲
み
物
と
し
て
は
、
マ
ル
ヴ
ォ
ア
ジ
ー
葡ワ

イ

ン
萄
酒
、
香
料
入
り
葡ワ

イ

ン
萄
酒
、
ポ
ン
メ
ル
ン

の
一ひ

と
す
す啜
り
、
ララ

ッ

ツ

ェ

ブ

ル

ガ

ー

・

ッ
ツ
ェ
ブ
ル
ク
産
ロ
ン
メ
ル
ド
イ
ス
麦ビ

ー
ル酒
、
強
麦ビ

ー
ル酒
の
類た

ぐ
い

な
ど
で
は
な
く
、
薄
い
弱コ

ン
フ
ェ
ン
ト

麦
酒
を
細
い
管
で
吸
わ
せ
る
。
流

動
食
と
し
て
好
適
な
の
は
牛

オ
ッ
ク
ス
・
タ
ン
舌
と
瑠ボ

リ

ジ

璃
萵
苣
の
煮
汁
に
氷
砂
糖
を
入
れ
た
物
。
一
度
に
少
量

─
匙さ

じ

一
杯
足
ら
ず
を
や
は
り
管
で

吸
わ
せ
る
。
罹り

か
ん患
初
期
に
は
患
者
を
眠
ら
せ
な
い
よ
う
に
用
心
す
る
こ
と
。
な
に
し
ろ
眠
っ
て
し
ま
え
ば
死
ん
だ
も
同
然
だ
っ
た
か
ら

で
あ
る
。
鼻
血
は
滅
多
に
起
き
な
か
っ
た
が
、
起
き
た
場
合
は
止
め
よ
う
と
し
な
い
方
が
よ
か
っ
た
。
肌
着
を
入
念
に
取
り
替
え
な
が

ら
体
を
保
温
し
て
二
十
四
時
間
な
い
し
二
十
八
時
間
経
過
し
た
ら
、
そ
の
後
は
飲
み
物
と
し
て
アア

イ

ン

ベ

ッ

カ

ー

イ
ン
ベ
ッ
ク
麦
酒
や
ギ
ュ
ス
ト
ロ
ー

麦ビ
ー
ル酒
を
、
最
終
的
に
は
元
通
り
何
で
あ
れ
欲
し
が
る
物
、
摂
取
で
き
る
物
を
与
え
た
。

二
一
七　

水ヴ
ァ
ッ
サ
ー
ム
ー
メ

の
精

　

エ
ル
デ
河
畔
の
パ
ル
ヒ
ム
か
ら
程
遠
か
ら
ぬ
ス
ラ
ー
テ
の
傍
を
深
い
小
川
が
流
れ
て
い
て
、
近
く
の
エ
ル
デ
川
に
入
る
。
あ
る
晩
村

の
僧そ

う
り
ょ侶
が
亭
亭
た
る
柏

ア
イ
ヒ
ェ

の
樹
の
連
な
る
下
を
小
川
沿
い
に
歩
い
て
い
た
。
日
は
既
に
沈
み
、
薄
闇
が
拡ひ

ろ

が
っ
て
い
た
。
す
る
と
小
川

の
中
で
ば
し
ゃ
ん
と
音
が
し
て
、
空う

つ

ろ
な
声
が
こ
う
言
っ
た
。「
刻と

き

が
来
た
。
な
の
に
、
あ
の
子
は
ま
だ
来
な
い
」。
水
中
か
ら
聞
こ
え

た
こ
の
声
に
坊
さ
ん
は
考
え
込
み
、
散
策
を
止
め
て
、
村
の
方
へ
足
を
向
け
た
。
す
る
と
向
こ
う
か
ら
愛
ら
し
い
男
の
子
が
走
っ
て
来
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た
。
司
祭
は
「
ど
こ
へ
行
く
の
だ
ね
、
坊
や
、
そ
ん
な
に
急
い
で
ど
こ
へ
ま
た
」
と
声
を
掛
け
た
。

─
「
小
川
へ
行
く
の
」。
男
の

子
は
元
気
一
杯
で
叫
ん
だ
。「
あ
す
こ
で
貝
殻
と
か
綺
麗
な
小
石
を
探
す
ん
だ
」。

─「
行
っ
ち
ゃ
い
け
な
い
、坊
や
」と
坊
さ
ん
。「
そ

れ
よ
か
わ
た
し
の
家
に
行
っ
て
、
聖
書
を
持
っ
て
来
て
お
く
れ
。
そ
し
た
ら
シ
リ
ン
グ
銀
貨
を
一
枚
あ
げ
る
よ
」。
男
の
子
は
聖
書
を

取
り
に
走
り
、〔
待
っ
て
い
た
〕
司
祭
に
持
っ
て
来
た
。
そ
れ
か
ら
急
い
で
小
川
へ
行
こ
う
と
し
た
。
で
も
二
人
は
ま
だ
村
内
に
い
て
、

そ
れ
も
居
酒
屋
の
近
く
だ
っ
た
か
ら
、
司
祭
は
「
ご
め
ん
よ
、
坊
や
。
お
ま
え
、
ま
あ
ち
ょ
っ
と
喉の

ど

を
湿
し
た
方
が
よ
か
ろ
」
と
言
っ

て
、
男
の
子
の
た
め
に
麦ビ

ー
ル酒
を
一
杯
注
文
し
た
。
そ
こ
で
男
の
子
は
飲
ん
だ
。
す
る
と
小
川
の
方
か
ら
叫
び
声
と
ば
し
ゃ
ん
と
い
う
音

が
響
い
て
来
た
。
そ
し
て
男
の
子
は
く
た
く
た
と
く
ず
お
れ
て
死
ん
だ
。
刻
が
来
た
の
だ
。
男
の
子
も
ね
。

二
一
八　

聖プ
フ
ィ
ン
グ
ス
テ
ン

霊
降
臨
祭
の
踊
り
手
の
客

　

昔
ケ
ッ
シ
ン
で
は
聖プ

フ
ィ
ン
グ
ス
テ
ン

霊
降
臨
祭
に
陽
気
な
輪
舞
が
行
わ
れ
た
。
聖プ

フ
ィ
ン
グ
ス
テ
ン

霊
降
臨
祭
麦ビ

ー
ル酒
は
旨う

ま

い
し
、
だ
れ
も
か
れ
も
楽
し
い
の
何
の
。
踊

り
手
の
中
に
ぴ
ん
し
ゃ
ん
し
た
作
男
が
い
た
。
遠
く
の
村
か
ら
や
っ
て
来
た
人
間
だ
っ
た
が
、
踊
り
を
大
い
に
盛
り
上
げ
て
い
た
一
人

だ
っ
た
。
け
れ
ど
も
真
夜
中
が
近
づ
く
と
、こ
れ
以
上
長
居
で
き
な
い
と
言
い
出
し
た
。
他
の
踊
り
手
連
は
引
き
留
め
よ
う
と
し
た
し
、

娘
っ
こ
た
ち
も
、
行
っ
ち
ゃ
あ
厭い

や

、
と
仄ほ

の

め
か
し
た
の
だ
が
、
彼
は
出
発
し
た
。
帰
り
道
は
真
っ
暗
だ
っ
た
が
、
そ
ん
な
に
飲
ん
で
も

い
な
か
っ
た
こ
と
と
て
、
し
っ
か
り
し
た
足
取
り
で
進
ん
だ
。
そ
の
内
空
が
か
っ
と
燃
え
上
が
り
、
遙
か
遠
く
ま
で
何
も
か
も
真
昼
の

よ
う
に
明
る
く
照
ら
し
出
し
た
か
と
思
う
と
、
重
重
し
く
雷
鳴
が
轟と

ど
ろ

い
た
。
次
い
で
辺
り
は
ま
た
ま
た
深
い
闇
に
閉
ざ
さ
れ
た
が
、

若
者
は
平
気
の
平
左
、
泰
然
自
若
と
し
て
歩
き
続
け
た
。
と
、
突
然
自
分
と
並
ん
で
足
音
の
よ
う
な
も
の
が
聞
こ
え
る
で
は
な
い
か
。

そ
し
て
夏
の
夜
の
暗
闇
の
中
で
背
高
の
っ
ぽ
の
男
が
隣
を
歩
い
て
い
る
の
が
見
え
た
。
背
高
の
っ
ぽ
の
男
は
挨
拶
一
つ
し
や
し
な
か
っ
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た
が
、
作
男
の
方
も
同
じ
こ
と
。
な
に
せ
、
く
ど
く
ど
挨
拶
を
交
わ
す
な
ん
て
の
は
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
の
流
儀
じ
ゃ
な
か
っ
た
ん
で
。

だ
ん
ま
り
で
て
く
て
く
歩
い
て
い
た
二
人
が
や
が
て
細
い
小こ

み
ち径
に
差
し
掛
か
る
と
、背
高
の
っ
ぽ
の
男
が
し
ゃ
べ
り
始
め
て
い
わ
く「
お

め
え
、
ど
こ
へ
行
く
ん
だ
」。「
鼻
が
向
い
て
る
方
へ
よ
。
お
め
え
、
気
に
な
る
の
か
」
と
作
男
が
お
国
ぶ
り
の
が
さ
つ
さ
で
言
葉
を
返

し
、
そ
の
小
径
に
踏
み
込
む
と
、
の
っ
ぽ
も
随つ

い
て
来
た
。
し
ば
ら
く
す
る
と
柵さ

く

に
囲
わ
れ
た
農
場
に
着
い
た
。「
お
め
え
、
ど
う
や
っ

て
越
え
る
ん
だ
」
と
ま
た
し
て
も
見
知
ら
ぬ
男
。

─
「
お
め
え
に
関
わ
り
ね
え
こ
っ
た
。
お
め
え
の
助
け
は
借
り
ね
え
よ
」
と
作
男

は
突
っ
ぱ
ね
、
柵
を
乗
り
越
え
た
。
す
る
と
の
っ
ぽ
も
囲
い
の
杭く

い

を
乗
り
越
え
た
。
そ
れ
か
ら
作
男
は
家
に
着
い
た
が
、
扉
に
は
錠
が

下
り
て
い
た
。

─
「
お
め
え
、
ど
う
や
っ
て
中
に
入へ

え

る
」
と
背
高
の
っ
ぽ
の
男
が
訊き

い
た
。「
お
め
え
は
開
け
ち
ゃ
あ
く
れ
め
え
が
」

と
作
男
は
応
じ
て
、
窓
を
と
ん
と
ん
と
叩
い
た
。
中
の
小
部
屋
に
は
老
女
が
一
人
い
た
が
、
寝
床
か
ら
起
き
上
が
る
と
、
灯あ

か
り火
を
点と

も

し
、

ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
歩
き
で
戸
口
ま
で
来
て
錠
を
開
け
た
。
こ
れ
は
若
者
の
お
っ
か
さ
ん
で
、
お
帰
ん
な
さ
い
、
と
迎
え
た
も
の
。
見
知
ら

ぬ
男
は
招
か
れ
も
せ
ぬ
の
に
の
こ
の
こ
部
屋
に
入
り
込
ん
だ
。
そ
こ
で
若
者
が
言
う
に
は
「
あ
あ
、
母か

あ

さ
ん
、
こ
り
ゃ
知
り
も
し
ね
え

お
ひ
と
だ
が
な
、
気
分
が
よ
く
ね
え
よ
う
だ
。
済
ま
ね
え
が
ご
近
所
の
牧
師
さ
ん
の
と
こ
へ
行
っ
て
よ
、
こ
ち
ら
に
ご
ざ
ら
し
て
こ
の

余よ

そ所
の
だ
ん
な
を
神
様
の
御み

詞こ
と
ば

で
元
気
づ
け
て
や
っ
て
く
だ
せ
え
、
と
頼
ん
で
く
ん
な
」。

─
す
る
と
背
高
の
っ
ぽ
は
全
身
を
わ
な

わ
な
震
わ
せ
、
の
っ
ぽ
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
き
ゅ
っ
と
縮
こ
ま
り
、
ど
ん
ど
ん
、
ど
ん
ど
ん
小
さ
く
な
り
、
と
う
と
う
小こ

ね
ず
み鼠

く
ら
い
の
大
き
さ
で
扉
の
裂
け
目
か
ら
這は

い
出
し
、
姿
を
消
し
た
。
作
男
と
母
親
は
喜
ん
で
、
邪

よ
こ
し
ま

な
客
人
を
厄
介
払
い
で
き
て
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
、
と
神
様
に
お
礼
を
申
し
上
げ
た
。



153

『ドイツ伝説集』試訳（その五）　鈴木　滿　訳・注

二
一
九　

悪
徳
穀
物
取
引
人
の
客

　

メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
地
方
の
大
メ
ッ
チ
ュ
リ
ン
グ
な
る
農
場
の
主あ

る
じ

だ
っ
た
貪
欲
な
老
借パ

ハ

タ

ー

地
契
約
人
は
、
年
年
の
収
穫
を
溜
め
込
み
、
穀

物
が
随
分
な
高
値
に
な
ら
な
い
と
売
ら
な
か
っ
た
。
人
人
が
跪

ひ
ざ
ま
ず

い
て
頼
ん
で
も
で
あ
る
。
こ
の
男
、
櫃ひ

つ

と
い
う
櫃
、
箱
と
い
う
箱
に

ぎ
っ
し
り
金き

ん
す子
と
金
目
の
品
品
を
持
っ
て
い
た
が
、
来
る
日
も
来
る
日
も
も
っ
と
搔か

き
集
め
よ
う
と
算
段
、
穀
物
取
引
で
前
代
未
聞
の

暴
利
を
貪む

さ
ぼ

り
、
ひ
た
す
ら
豪
富
を
築
い
た
。
こ
の
男
、
教
会
に
は
と
ん
と
ご
無ぶ

さ

た
沙
汰
だ
っ
た
。
い
わ
く
「
わ
し
は
青
天
井
の
下
で
神

様
に
仕
え
と
る
の
じ
ゃ
」。
実
を
言
え
ば
、
彼
が
仕
え
て
い
る
の
は
悪
魔
、
す
な
わ
ち
マ
ン
モ
ン
神
だ
っ
た
。
彼
は
種
蒔ま

き
が
終
わ
っ

た
畑
を
見
渡
し
、
ど
れ
ほ
ど
の
実
り
が
見
込
ま
れ
る
か
考
え
、
近
隣
の
畑
で
も
穀
物
が
す
く
す
く
伸
び
と
る
わ
い
、
あ
っ
ち
だ
っ
て
穫と

り
入
れ
が
あ
り
お
る
な
あ
、
と
思
っ
て
腹
を
立
て
た
も
の
。
で
、
あ
る
年
の
聖プ

フ
ィ
ン
グ
ス
テ
ン

霊
降
臨
祭
の
こ
と
、
や
は
り
こ
ん
な
具
合
に
戸
外
を
歩

き
回
り
、
何
も
か
も
悦よ

ろ
こ

ば
し
げ
に
生
い
育
ち
、
神
様
の
祝
福
〔
＝
豊
作
〕
が
間
近
な
の
が
明
ら
か
で
、
こ
い
つ
は
ど
う
も
穀
物
倉
庫

の
蔵
払
い
〔
＝
在
庫
一
掃
〕
を
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
、
と
看み

て
取
っ
た
。
そ
こ
で
む
し
ゃ
く
し
ゃ
の
塊
と
化
し
、
穀
物
安
値
の
ご
時

世
到
来
を
呪の

ろ

い
に
呪
っ
た
も
の
。
悪
徳
穀
物
取
引
人
と
い
う
憐あ

わ

れ
な
や
く
ざ
野
郎
ど
も
な
ん
て
皆
こ
ん
な
も
の
だ
が
。
す
る
と
男
が
一

人
、
黒
い
馬
車
を
馭ぎ

ょ

し
て
こ
ち
ら
へ
乗
り
つ
け
て
来
た
。
黒
い
馬
車
は
黒
馬
に
牽ひ

か
れ
て
い
た
。
男
は
「
好
い
ご
時
世
で
ご
ざ
ん
す
よ

う
に
」と
お
ち
ゃ
ら
か
す
よ
う
な
口
調
で
挨
拶
す
る
と
、馬
車
を
止
め
、下
り
立
っ
た
。
長
い
外マ

ン
ト套
を
纏ま

と

っ
て
全
身
を
包
ん
で
い
る
。「
豊

作
の
見
込
み
上
上
で
す
な
あ
」と
こ
の
余よ

そ所
者
。「
ま
、半
半
て
と
こ
で
し
ょ
う
よ
。
聖プ

フ
ィ
ン
グ
ス
テ
ン

霊
降
臨
祭
に
ゃ
ま
だ
収は

ち
が
つ

穫
月
を
占
え
ま
せ
ん
ぞ
。

蓄
え
あ
り
ゃ
あ
殿
様
〔
＝
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
〕
っ
て
も
ん
で
さ
」
と
借パ

ハ

タ

ー

地
契
約
人
は
ぶ
つ
ぶ
つ
。「
お
や
、
あ
ん
た
、
ま
だ
蓄
え

が
お
あ
ん
な
さ
る
」
と
余
所
者
が
訊き

い
た
。「
い
く
ら
か
は
ね
。
そ
う
多
く
は
あ
り
ゃ
せ
ん
」
と
い
う
の
が
返
辞
。
余
所
者
が
値
段
を

訊た
ず

ね
る
と
、
借パ

ハ

タ

ー

地
契
約
人
が
付
け
た
の
は
最
高
値
。
す
る
と
余
所
者
「
よト

ッ

プ

し
き
た
、
買
っ
た
ぞ
」。
借パ

ハ

タ

ー

地
契
約
人
は
お
腹
の
中
で
大
笑
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い
し
た
も
の
の
、
も
っ
と
高
値
を
要
求
し
な
か
っ
た
の
が
口
惜く

や

し
く
て
堪た

ま

ら
ぬ
。
朝
飯
を
一
緒
に
ど
う
で
す
か
な
、
と
余
所
者
を
招
待

す
る
と
、
余
所
者
は
借パ

ハ

タ

ー

地
契
約
人
に
同
行
し
た
。
両
人
が
農
場
に
足
を
踏
み
入
れ
た
途
端
、
鶏
、
鵞が

ち
ょ
う鳥
、
家あ

ひ
る鴨
ど
も
が
滅
多
無
性
に
激

し
く
啼な

き
交
わ
し
、
ば
さ
ば
さ
羽
ば
た
き
を
し
て
逃
げ
出
し
、
屋
敷
の
飼
い
犬
は
く
ん
く
ん
哀
れ
な
声
を
出
し
、
尻
尾
を
垂
れ
て
、
犬

小
屋
の
奥
深
く
に
這は

い
ず
り
込
ん
だ
。
借パ

ハ

タ

ー

地
契
約
人
の
妻
は
教
会
に
お
詣ま

い

り
し
て
い
て
留
守
だ
っ
た
が
、
借パ

ハ

タ

ー

地
契
約
人
は
女
中
に
言
い

付
け
て
盛
り
沢
山
の
食
事
を
出
さ
せ
た
。
余
所
者
は
〔
飲
み
食
い
し
な
が
ら
〕
女
中
を
か
ら
か
っ
た
り
し
た
が
、そ
の
時
う
っ
か
り
使
っ

て
い
た
小ナ

イ
フ刀
を
卓テ

ー
ブ
ル子
か
ら
落
と
し
た
。
下
女
が
そ
れ
を
拾
お
う
と
し
て
身
を
屈か

が

め
る
と
、
余
所
者
の
脚
が
見
え
た
が
、
片
方
は
禿は

げ
わ
し鷲
の
、

も
う
片
方
は
馬
の
脚
だ
っ
た
。
慌
て
て
家
か
ら
飛
び
出
し
た
女
中
は
、
丁
度
教
会
か
ら
帰
っ
て
来
た
借パ

ハ

タ

ー

地
契
約
人
の
妻
と
鉢は

ち

合
わ
せ
し

た
。
で
、
目
に
し
た
こ
と
を
話
す
と
、
妻
は
女
中
に
急
い
で
牧
師
を
呼
び
に
や
ら
せ
た
。
教
会
か
ら
ま
っ
す
ぐ
う
ち
へ
い
ら
し
て
く
だ

さ
い
、
と
。
牧
師
が
祭
服
に
威
儀
を
正
し
て

─
こ
の
地
方
の
言
い
方
で
申
さ
ば

─
目
一
杯
に
盛
装
し
て
、
聖
書
を
小
脇
に
や
っ
て

来
る
と
、
余
所
者
は
び
っ
く
り
し
た
が
、
そ
れ
で
も
牧
師
に
ず
け
ず
け
こ
う
声
を
掛
け
た
。「
こ
ん
ち
は
、
坊
さ
ん
。
あ
ん
た
、
あ
の

小
刀
、
ま
だ
持
っ
て
る
か
い
。
子
ど
も
の
時
、
学
校
仲
間
だ
っ
た
お
れ
か
ら
盗
ん
だ
あ
れ
を
よ
」。
牧
師
さ
ん
が
た
じ
た
じ
と
な
っ
て

引
き
揚
げ
る
と
、
余
所
者
い
わ
く
「
あ
ん
な
も
ん
さ
ね
、
あ
の
連
中
は
。
他
人
に
ゃ
あ
、
悔
い
改
め
よ
、
っ
て
説
教
す
る
癖
し
て
、
自

分
自
身
は
清
廉
潔
白
じ
ゃ
ね
え
の
よ
」。
そ
の
時
た
ま
た
ま
近
く
の
兄
弟
村
の
聖
職
者
が
馬
車
で
通
り
掛
か
っ
た
の
で
、
借パ

ハ

タ

ー

地
契
約
人

の
妻
が
家
に
呼
び
入
れ
た
。
牧
師
が
祭
服
に
威
儀
を
正
し
、
聖
書
を
小
脇
に
抱
え
て
部
屋
に
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、
余
所
者
は
わ
な
わ

な
震
え
戦お

の
の

い
た
。
こ
の
ひ
と
に
は
何
も
あ
ら
を
探
せ
な
か
っ
た
の
で
。
そ
こ
で
牧
師
さ
ん
は
相
手
を
、
邪

よ
こ
し
ま

な
敵
、
悪
し
き
草
を
生

や
す
者
、
吼ほ

え
猛
る
獅し

し子
め
、
と
責
め
立
て
、
最
後
に
家
の
窓
を
一
つ
開
い
て
こ
う
叫
ん
だ
。「
疾と

く
こ
こ
よ
り
去
れ
、
汝
穢け

が

ら
わ
し

き
悪
霊
よ
。
去
っ
て
聖
霊
に
場
を
明
け
渡
せ
」。

─
悪
魔
は
雷
鳴
の
よ
う
な
ど
ろ
ど
ろ
と
い
う
音
と
と
も
に
窓
か
ら
急き

ゅ
う
き
ょ遽
退
散
し
た

が
、同
時
に
幾
つ
も
の
穀
物
倉
庫
か
ら
煙
霧
の
よ
う
な
も
の
が
も
く
も
く
と
立
ち
昇
っ
た
。
そ
こ
で
人
人
は
、火
事
に
な
っ
た
、と
思
っ
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た
が
、
実
は
こ
れ
、
群
れ
を
成
し
て
飛
び
立
っ
た
無
慮
数
百
万
の
穀こ

く
が蛾
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
悪
徳
穀
物
取
引
人
が
貧
乏
人
に
売
り
惜
し

ん
で
蓄
え
て
い
た
三
年
分
の
穀
物
が
一
遍
に
無
く
な
っ
た
わ
け
。
ま
こ
と
神
の
御み

力
と
復ふ

く
し
ゅ
う讐
の
正
義
は
偉
大
に
し
て
、
ち
っ
ぽ
け
な

虫
を
笞し

も
と

に
使
い
た
も
う
た
神
は
、
破
廉
恥
な
悪
徳
穀
物
取
引
人
を
こ
の
上
も
な
く
厳
し
く
懲こ

ら
し
め
た
。
心
の
底
の
底
ま
で
震し

ん
が
い駭
し

た
借パ

ハ

タ

ー

地
契
約
人
は
本
性
に
立
ち
返
り
、
敬け

い
け
ん虔
な
人
間
と
な
り
、
穫
り
入
れ
た
穀
物
の
余
剰
分
は
適
正
価
格
で
売
却
、
ぼ
ろ
儲も

う

け
は
し
な

か
っ
た
。
ま
た
し
て
も
蓄
え
が
飛
び
去
っ
て
し
ま
う
の
が
心
配
で
心
配
で
。
さ
て
、
当
節
の
書
物
に
は
、
穀
物
取
引
で
の
暴
利
な
ん
て

あ
り
も
し
な
い
絵
空
事
だ
、
と
記
さ
れ
て
い
る
。
不
当
利
得
じ
ゃ
な
く
て
、
営
業
収
益
な
ん
だ
、
と
ね
。

─
だ
れ
が
信
じ
る
も
の
か
。

二
二
〇　

聖
な
る
堤
防

　

昔
、
バ
ル
ト
海
沿
岸
の
ド
ー
ベ
ラ
ン
の
近
く
に
高
潮
の
脅
威
に
曝さ

ら

さ
れ
て
い
る
村
が
あ
り
、
住
民
は
絶
体
絶
命
の
滅
亡
を
目
前
に
し

て
い
た
。
波
浪
が
連
日
陸
地
の
一
部
を
持
ち
去
り
、
海
岸
に
最
も
近
接
す
る
家
屋
の
何
軒
か
は
す
ぐ
に
も
崩
壊
し
そ
う
だ
っ
た
。
そ
こ

で
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
地
方
全
体
で
祈き

禱と
う

集
会
が
開
か
れ
、
邦
を
挙
げ
て
の
哀
訴
嘆
願
は
主し

ゅ

の
御み

旨
に
叶か

な

っ
た
の
で
あ
る
。
結
果
は
か
く

の
ご
と
し
。〔
あ
る
晩
の
こ
と
、〕村
民
た
ち
は
恐
れ
戦お

の
の

き
な
が
ら
ま
ど
ろ
も
う
と
横
に
な
っ
た
が
、一
睡
も
で
き
な
か
っ
た
者
が
多
か
っ

た
。
な
に
し
ろ
海
鳴
り
が
轟ご

う
ご
う轟
と
激
し
く
、
怒ど

と
う濤
が
ど
ど
ん
と
押
し
寄
せ
て
は
地
面
が
震
え
、
浪
高
い
海
面
に
は
稲
妻
が
閃ひ

ら
め

い
て
止

ま
な
か
っ
た
の
で
。
も
っ
と
も
そ
れ
か
ら
し
だ
い
に
静
穏
に
な
り
、
雲
間
か
ら
月
が
顔
を
出
し
た
。
そ
こ
で
海
岸
の
住
民
が
恐
る
恐
る

窓
か
ら
外
を
覗の

ぞ

い
て
み
る
と
、
海
中
に
何
か
巨
大
で
真
っ
黒
な
も
の
が
あ
る
で
は
な
い
か
。
こ
れ
は
か
の
海ク

ラ
ー
ケ
ン魔
が
島
の
よ
う
に
大
き

な
背
中
を
波
間
か
ら
現
し
て
い
る
の
だ
、
と
思
っ
た
者
も
少
な
く
な
い
。
夜
が
明
け
る
と
、
な
ん
と
、
水
が
だ
ん
だ
ん
に
岸
か
ら
引
い

て
い
て
、
堅
固
な
堤
防
さ
な
が
ら
の
高
い
砂
丘
が
長
長
と
横
た
わ
っ
て
い
る
の
を
目
の
当
た
り
に
し
た
住
民
は
仰
天
し
た
。
こ
れ
こ
そ
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メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
の
人
人
の
祈
り
に
応こ

た

え
た
神
が
御み

力
を
貸
し
た
ま
い
、
一0

夜
に
し
て
成
っ
た
も
の
で
あ
る
。
民
衆
は
悉

こ
と
ご
と

く
神
を
讃

え
、
こ
の
堤
防
を
聖
な
る
堤
防
と
呼
び
、
こ
れ
を
見
る
た
び
に
感
謝
と
崇
敬
の
念
を
新
た
に
す
る
の
だ
っ
た
。

二
二
一　

ロ
ス
ト
ッ
ク
の
七

　

ロ
ス
ト
ッ
ク
は
昔
か
ら
大
学
都
市
お
よ
び
貨
幣
鋳
造
権
の
あ
る
都
市
と
し
て
有
名
だ
が
、
七
と
い
う
数
字
に
縁
が
深
い
の
で
、
古
人

は
、
げ
に
も
奇
妙
な
こ
と
ど
も
ぞ
、
と
特
記
し
て
い
る
。

　

こ
の
都
市
に
は
七
つ
の
市
門
が
あ
り
、七
つ
の
橋
が
架
か
っ
て
い
る
。
中
心
の
市マ

ル
ク
ト
プ
ラ
ッ
ツ

の
立
つ
広
場
か
ら
延
び
る
大
通
り
は
全
部
で
七
本
、

市
庁
舎
に
は
七
つ
の
塔
と
七
つ
の
迫ア

ー

チ

持
門
、
ママ

リ
ー
エ
ン
キ
ル
ヒ
ェ

リ
ア
教
会
に
は
七
つ
の
玄ポ

ル
タ
ー
ル関
、
時
計
仕
掛
け
に
は
鐘
が
七
つ
、
古
来
名
高
く
、

宮ミ

ン

ネ

ゼ

ン

ガ

ー

廷
恋
愛
詩
人
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
女フ

ラ
ウ
エ
ン
ロ
ー
プ

人
讃
美
の
マ
イ
ン
ツ
に
お
け
る
葬
礼
に
纏ま

つ

わ
る
伝
説
で
既
に
紹
介
し
た
か
の
薔ロ

ー
ゼ
ン
ガ
ル
テ
ン

薇
の
園
に
は
科リ

ン

デ
の
木

の
大
層
な
老
樹
が
七
本
。
こ
の
た
く
さ
ん
の
七
に
、
た
っ
た
七
人
の
大
学
生
、
と
い
う
の
も
付
け
加
え
た
ら
よ
か
ろ
う
よ
、
と
そ
の
昔

ロ
ス
ト
ッ
ク
は
し
ば
し
ば
蔭か

げ

で
莫ば

迦か

に
さ
れ
た
も
の
。
な
に
し
ろ
、
生
ま
れ
て
か
ら
死
ぬ
ま
で
た
っ
た
一
人
の
大
学
生
の
姿
も
拝
ま
ず

じ
ま
い
だ
っ
た
ロ
ス
ト
ッ
ク
市
民
は
少
な
く
な
い
、
と
本
に
さ
え
書
か
れ
て
い
る
く
ら
い
で
あ
る
。　

　

と
こ
ろ
で
、
ロ
ス
ト
ッ
ク
な
る
名
称
の
由
来
は
薔ロ

ー
ゼ
ン
シ
ュ
ト
ッ
ク

薇
の
木
で
あ
る
。
こ
の
都
市
は
ウ
ル
ブ
ス
・
ロ
ザ
ル
ム
、
す
な
わ
ち
薔
薇
の
町
と

呼
ば
れ
た
。
こ
れ
は
ま
た
し
て
も
既
述
の
薔ロ

ー
ゼ
ン
ガ
ル
テ
ン

薇
の
園
に
縁
が
あ
る
。
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二
二
二　

グ
ラ
イ
フ
ス
ヴ
ァ
ル
ト
の
聖

ザ
ン
ク
ト

ニ
コ
ラ
ウ
ス

　

グ
ラ
イ
フ
ス
ヴ
ァ
ル
ト
の
話
だ
が
、
同
地
の
教
会
の
一
つ
に
聖
者
ニ
コ
ラ
ウ
ス
の
木
像
が
立
っ
て
い
た
。
夜
分
こ
の
教
会
に
泥
棒
が

一
人
、
献
金
箱
を
壊
し
て
中
に
あ
る
金
を
掠か

す

め
去
ろ
う
と
の
魂
胆
で
忍
び
込
ん
だ
。
す
る
と
聖

ザ
ン
ク
ト

ニ
コ
ラ
ウ
ス
の
像
が
泥
棒
に
向
か
っ

て
嚇お

ど

か
す
よ
う
に
手
を
挙
げ
た
。
と
こ
ろ
が
泥
棒
は
び
く
と
も
せ
ず
に
こ
う
言
っ
た
。「
聖

ザ
ン
ク
ト

ニ
コ
ラ
ウ
ス
様
よ
、
あ
の
箱
ん
中
の
金

は
あ
ん
た
の
も
ん
か
な
、
あ
っ
し
の
も
ん
か
な
。
ど
う
で
す
い
、
そ
い
つ
を
賭か

け
て
競
走
す
る
っ
て
な
あ
。

─
先
に
箱
ん
と
こ
へ
着

い
た
方
が
、
金
を
戴い

た
だ

く
っ
て
寸
法
で
」。
そ
う
し
て
身し

ん
ろ
う廊
を
真
っ
直
ぐ
に
内
陣
ま
で
突
っ
走
っ
た
。
と
こ
ろ
が
な
ん
と
、
木
像
も
や
は

り
走
り
、
泥
棒
が
到
着
し
た
時
に
は
も
う
献
金
箱
の
傍そ

ば

に
立
っ
て
い
た
。「
お
う
や
お
や
、
聖

ザ
ン
ク
ト

ニ
コ
ラ
ウ
ス
様
」
と
泥
棒
は
叫
ん
だ
。

「
あ
ん
た
、
ま
っ
こ
と
公
爵
や
辺マ

ル
ク
グ
ラ
ー
フ

境
伯
ん
と
こ
の
飛
脚
役
だ
っ
て
務
ま
り
ま
さ
あ
。
あ
ん
た
の
勝
ち
で
す
よ
。
で
も
ね
、
一
体
全
体
こ

の
金
が
あ
ん
た
の
役
に
立
つ
ん
で
す
か
い
。
そ
り
ゃ
あ
、
あ
っ
し
が
あ
ん
た
み
た
い
に
木
で
で
き
て
て
、
金こ

ん
り
ん
ざ
い

輪
際
喉の

ど

も
渇
か
ね
え
、
腹

も
減
ら
ね
え
っ
て
ん
な
ら
、
金
な
ん
ざ
欲
し
が
り
ゃ
し
ま
せ
ん
け
ど
ね
。
で
す
か
ら
、
ど
う
か
お
情
け
を
も
っ
て
大
目
に
見
て
、
こ
の

は
し
た
金
を
あ
っ
し
に
お
く
ん
な
さ
い
」。
こ
う
言
っ
て
献
金
箱
を
こ
じ
開
け
る
と
、
あ
つ
か
ま
し
く
も
中
の
金
を
奪
い
去
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
そ
の
後
ま
も
な
く
こ
の
泥
棒
は
死
ん
で
、
ち
ゃ
ん
と
埋
葬
さ
れ
た
。
な
に
し
ろ
教
会
か
ら
盗
み
を
働
い
た
な
ん
て
だ
れ
も

知
ら
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
。
す
る
と
悪
魔
が
地
獄
か
ら
や
っ
て
来
て
、
墓
か
ら
泥
棒
の
屍む

く
ろ骸
を
掘
り
出
し
、
略
奪
を
受
け
た
献
金
箱
の

傍
に
投
げ
落
と
し
、
更
に
そ
れ
か
ら
市
外
の
あ
る
風
車
小
屋
の
風
車
の
翼
の
先
で
吊
る
し
首
に
し
た
。
以
来
こ
の
風
車
小
屋
の
翼
は
左

に
向
き
を
変
え
、
左
に
回
る
よ
う
に
な
っ
た
。
風
車
小
屋
が
立
っ
て
い
る
限
り
ず
っ
と
。
悪
行
と
悪
人
の
象
徴
と
し
て
。
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二
二
三　

ヴ
ィ
ネ
タ

　

ウ
ー
ゼ
ド
ム
島
の
近
く
、
同
名
の
都
市
か
ら
半
哩マ

イ
ル

の
海
の
中
に
、
往
古
、
富
裕
か
つ
壮
麗
な
大
都
市
が
沈
ん
だ
。
そ
の
名
を
ヴ
ィ

ネ
タ
と
い
う
。
全
盛
時
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
最
大
の
都
市
の
一
つ
で
あ
り
、
南
と
西
の
ゲ
ル
マ
ン
諸
部
族
、
東
の
ス
ラ
ヴ
諸
部
族
間
の
大
交

易
の
中
心
だ
っ
た
。
こ
こ
で
は
法
外
な
巨
富
が
支
配
し
て
い
た
。
市
門
の
数
数
は
青
銅
製
で
精
巧
な
彫
刻
が
び
っ
し
り
、
日
常
使
う
台

所
用
具
は
何
も
か
も
白し

ろ
が
ね銀
、
食
器
は
悉

こ
と
ご
と

く
黄こ

が
ね金
だ
っ
た
。
け
れ
ど
も
遂
に
市
民
間
の
不
和
と
住
民
の
放ほ

う
し
ょ
う縦
な
暮
ら
し
ぶ
り
が
、
豪

華
絢け

ん
ら
ん爛
た
る
街
並
と
そ
の
海
に
臨
む
位
置
で
北
の
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
と
も
い
う
べ
き
存
在
だ
っ
た
都
市
ヴ
ィ
ネ
タ
の
栄
華
を
破
滅
さ
せ
た
。

海
の
潮
位
が
高
ま
っ
て
こ
の
都
市
を
沈
め
た
の
で
あ
る
。
海
が
凪な

ぎ
だ
と
、
船
乗
り
た
ち
は
海う

な
そ
こ底
深
く
に
こ
の
都
市
の
一
部
の
整
然
と

し
た
通
り
や
家
家
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
て
示
さ
れ
る
ヴ
ィ
ネ
タ
の
名
残
だ
け
で
も
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
と
同
じ
規
模
な
の
で
あ

る
。
伝
説
に
い
わ
く
。
都
市
水
没
の
三
箇
月
と
三
週
と
三
日
前
に
ヴ
ィ
ネ
タ
は
「
ヴ
ァ
ー
フ
ェ
ル
ン
」
し
た
〔
＝
幽
霊
の
よ
う
に
同
じ

姿
を
現
し
た
〕
の
だ
、
す
な
わ
ち
、
蜃し

ん
き
ろ
う

気
楼
の
よ
う
に
、
全
て
の
塔
、
全
て
の
大
邸
宅
、
全
て
の
市
壁
を
備
え
た
こ
の
都
市
と
同
じ
物

が
現
れ
た
の
だ
、
と
。
そ
こ
で
故
実
に
通
じ
た
長
老
た
ち
が
、
都
市
や
船
舶
や
人
間
が
「
ヴ
ァ
ー
フ
ェ
ル
ン
」
す
る
と
、
つ
ま
り
、
同

じ
姿
を
見
せ
る
と
、
そ
れ
が
確
実
に
破
滅
す
る
か
最
期
を
迎
え
る
か
を
前ま

え

報じ
ら

せ
と
し
て
予
告
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
町
を
去
ら
な
く
て

い
け
な
い
、
と
住
民
に
警
告
し
た

─
が
、
長
老
た
ち
は
笑
い
飛
ば
さ
れ
た
、
と
。

　

日
曜
日
、
海
が
ほ
ん
と
う
に
凪
い
で
い
る
と
、
沈
ん
だ
ヴ
ィ
ネ
タ
の
上
で
は
、
海
の
深
み
か
ら
殷い

ん
い
ん殷
と
憂
い
に
満
ち
た
鐘
の
響
き
が

立
ち
昇
っ
て
来
る
の
が
聞
こ
え
る
。
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二
二
四　
「
災ヴ

ェ
ー
・
イ
ー
バ
ー
・
ポ
ン
メ
ル
ラ
ン
ト

い
な
る
か
な
ポ
ン
メ
ル
ラ
ン
ト
！
」

　

一
六
二
四
年
の
こ
と
、
空
中
で
奇
妙
な
声
が
聞
こ
え
た
。「
災ヴ

ェ

ー

い
な
る
か
な
、
災ヴ

ェ
ー
・
イ
ー
バ
ー
・
ポ
ン
メ
ル
ラ
ン
ト

い
な
る
か
な
ポ
ン
メ
ル
ラ
ン
ト
！
」
と
叫
ぶ
の
で
あ

る
。
こ
う
い
う
予
言
を
啼な

き
し
き
る
鳥
た
ち
は
白
色
で
燕つ

ば
め

よ
り
大
き
く
は
な
く
、
何
人
も
の
人
人
が
声
を
聴
き
も
し
た
し
、
姿
を
見

も
し
た
。
あ
る
亜あ

ま
ぬ
の

麻
布
織お

り
工こ

う

の
女
房
は
コ
ル
バ
ッ
ツ
か
ら
ゼ
ロ
フ
へ
行
く
途
中
で
こ
う
警
告
す
る
鳥
の
声
を
耳
に
し
た
。
ポ
ン
メ
ル

ラ
ン
ト
の
災
い
は
遅
滞
な
く
起
こ
っ
た
。当
時
既
に
勃ぼ

っ
ぱ
つ発
し
て
い
た
三
十
年
戦
争
は
こ
の
災
い
を
齎も

た
ら

す
の
に
充
分
だ
っ
た
。い
や
は
や
、

充
分
ど
こ
ろ
か
、
も
っ
と
、
も
っ
と
。
ヴ
ァ
レ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
十
万
の
軍
勢
を
シ
ュ
ト
ラ
ー
ル
ズ
ン
ト
へ
率
い
て
来
、「
わ
し
は
こ

の
都
市
と
要
塞
を
占
領
し
て
見
せ
る
し
、占
領
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。た
と
え
こ
れ
ら
が
天
に
鎖
で
繫つ

な

が
れ
て
い
よ
う
と
も
」と
誓
っ
た
。も
っ

と
も
そ
の
時
に
は
占
領
で
き
な
か
っ
た
が
、
周
囲
の
国
土
を
と
こ
と
ん
荒
廃
さ
せ
た
。
そ
し
て
後
世
、
一
六
七
八
年
シ
ュ
ト
ラ
ー
ル
ズ

ン
ト
は
別
の
戦
争
で
十
八
時
間
の
内
に
重
砲
に
よ
る
砲
撃
で
炎
上
、
灰か

い
じ
ん燼
に
帰
し
、
征
服
さ
れ
る
憂
き
目
に
遭あ

っ
た
の
で
あ
る
。

二
二
五　

ユ
ー
リ
ン

　

か
の
大
き
な
海
岸
湖
を
バ
ル
ト
海
と
結
ん
で
い
る
幅
広
な
デ
ィ
ヴ
ェ
ノ
ヴ
海
峡
に
臨
む
町
ヴ
ォ
リ
ン
が
今
日
あ
る
と
こ
ろ
に
、
昔
富

裕
で
住
民
の
多
い
大
都
市
が
あ
っ
た
。
そ
の
名
は
ユ
ー
リ
ン
。
こ
の
都
市
は
と
り
わ
け
ヴ
ィ
ネ
タ
が
水
没
し
た
後
興
隆
し
た
。
全
て
の

交
易
は
こ
ち
ら
に
移
っ
た
の
で
あ
る
。
ユ
ー
リ
ン
は
独
力
で
強
大
な
デ
ン
マ
ー
ク
王
ス
ヴ
ェ
ン
・
オ
ッ
ト
ー
と
幾
た
び
も
戦
い
、
ユ
ー

リ
ン
の
兵

つ
わ
も
の

は
実
に
三
度
も
こ
の
王
を
虜と

り
こ囚
と
し
た
。
最
初
囚と

ら

わ
れ
の
身
と
な
っ
た
時
、
王
は
自
分
と
同
じ
目
方
の
銀
を
身
代
金
と
し

て
支
払
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
代
価
は
王
室
が
出
し
た
。
二
度
目
に
は
王
が
重
武
装
し
た
場
合
の
重
さ
の
銀
を
解
放
と
引
き
替
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え
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
王
室
に
は
も
は
や
資
金
が
な
か
っ
た
の
で
、
王
は
王
室
御
料
地
を
売
却
、
あ
る
い
は
借
金
の
担
保

と
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
し
か
し
三
度
目
に
ユ
ー
リ
ン
と
あ
え
て
戦
い
、ま
た
し
て
も
捕
虜
と
な
っ
た
ス
ヴ
ェ
ン
・
オ
ッ
ト
ー
王
に
、

ユ
ー
リ
ン
市
民
は
前
よ
り
苛
酷
な
贖あ

が
な

い
料
を
要
求
し
た
。
す
な
わ
ち
王
と
同
じ
重
さ
の
黄
金
で
あ
る
。
良
い
助
言
は
高
い
〔
＝
思
案

に
余
る
〕
と
は
ま
さ
に
こ
の
こ
と
。
な
に
し
ろ
王
室
は
資
金
涸こ

か
つ渇
、
王
室
御
料
地
は
既
に
借
金
の
抵
当
に
入
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
デ
ン

マ
ー
ク
の
裕
福
な
女
性
た
ち
全
て
が
所
持
の
黄
金
の
装
飾
品
を
醵き

ょ
し
ゅ
つ出
し
た
と
こ
ろ
、
な
ん
と
か
王
を
取
り
戻
す
重
量
に
足
り
た
。
ス

ヴ
ェ
ン
・
オ
ッ
ト
ー
王
は
こ
の
義
挙
に
対
す
る
感
謝
の
徴し

る
し

と
し
て
新
た
な
法
令
を
公
布
し
た
。
い
か
な
る
女
性
に
も
夫
の
遺
産
の
三

分
の
一
の
相
続
権
を
相
違
な
く
与
え
る
、と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
寡か

ふ婦
に
は
ご
く
僅
か
な
取
り
分
し
か
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

都
市
ユ
ー
リ
ン
が
異
教
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
に
改
宗
し
た
時
、
一
度
に
二
万
二
千
の
住
民
が
オ
ッ
ト
ー
司
教
の
許も

と

に
、
洗
礼
を
受
け
た

い
、
と
申
し
出
た
。
し
か
し
そ
の
後
ユ
ー
リ
ン
の
人
人
は
再
び
神
に
背
き
、
キ
リ
ス
ト
教
を
捨
て
、
異
教
の
蛮
行
に
逆
戻
り
し
、
昔
な

が
ら
の
偽
神
を
探
し
出
し
、
祭さ

い
し祀
を
執
り
行
っ
た
。
そ
こ
で
主し

ゅ

な
る
神
は
嚇か

く
ど怒
し
た
ま
い
、
ソ
ド
ム
と
ゴ
モ
ラ
に
下
し
た
よ
う
に
焰ほ

の
お

の
雨
を
降
ら
し
、
ユ
ー
リ
ン
を
根
こ
そ
ぎ
焼
き
払
い
、
こ
の
町
が
再
建
さ
れ
て
立
ち
直
り
、
復
活
す
る
の
を
許
さ
な
か
っ
た
。
最
後
に

は
一
一
七
〇
年
、
デ
ン
マ
ー
ク
王
ヴ
ァ
ル
デ
マ
ー
が
一
大
艦
隊
を
統
率
、
デ
ィ
ヴ
ェ
ノ
ヴ
海
峡
を
通
っ
て
来ら

い
こ
う寇
、
町
の
残
り
を
劫ご

う
り
ゃ
く略

し
か
つ
再
建
さ
れ
て
い
た
部
分
を
重
ね
て
焼
き
払
っ
た
。
か
く
し
て
ユ
ー
リ
ン
は
放
棄
さ
れ
、
町
が
あ
っ
た
場
所
は
永と

こ
し
え久
に
荒
廃
し
た

ま
ま
、
殲せ

ん
め
つ滅
か
ら
辛
く
も
逃
れ
た
僅
か
な
人
数
は
古
き
ユ
ー
リ
ン
の
近
く
に
ヴ
ォ
リ
ン
の
町
を
建
て
た
が
、
こ
ち
ら
は
決
し
て
昔
日
の

栄
華
を
取
り
戻
せ
な
か
っ
た
。

─
や
は
り
繁
栄
し
て
い
た
町
で
、
一
世
紀
前
に
ユ
ー
リ
ン
と
同
じ
悲
運
に
遭あ

わ
さ
れ
た
の
は
ヨ
ー
ム

ス
ブ
ル
ク
で
あ
る
。
ヨ
ー
ム
ス
ブ
ル
ク
は
ヤ
ー
ミ
ン
湖
の
す
ぐ
近
く
の
美
し
い
内
陸
湖
を
囲
ん
で
建
て
ら
れ
た
町
だ
っ
た
が
、
現
在
は

沼
沢
地
と
化
し
、
あ
の
ミ
ュ
ッ
セ
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
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訳
注

 
デ
ン
マ
ー
ク
王
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
一
世　

K
önig Christoph I.　

兄
殺
し
と
綽
名
さ
れ
た
ア
ー
ベ
ル
王
（
Ｄ
Ｓ
Ｂ
一
七
七
参
照
）
の
戦
死
後
、
王
位
を
継
承

し
た
ア
ー
ベ
ル
の
弟
ク
リ
ス
ト
フ
ァChristoffer

（
在
位
一
二
五
二
─
五
九
）。

 

ポ
ン
メ
ル
ン
公
ザ
ン
ボ
ー
ル
の
息
女　

des Pom
m

erherzogs Sam
bor T

ochter.　

マ
ル
ガ
レ
ー
テ
・
ザ
ン
ビ
リ
ア
（
ザ
ン
ボ
リ
ア
）M

argarete 
Sam

biria （Sam
boria

）
の
こ
と
。
デ
ン
マ
ー
ク
語
で
は
「
マ
ル
グ0

レ
ー
テ
」M

argrete 

と
な
る
。
ポ
ン
メ
レ0

ンPom
m

ellen （「
小
ポ
ン
メ
ル
ン
」
の
意
。

「
ヴ
ァ
イ
ク
セ
ル
・
ポ
ン
メ
ル
ン
」
と
も
）
公
ザ
ン
ボ
ー
ル
二
世
と
メ
ヒ
テ
ィ
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
メ
ッ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
の
息
女
と
し
て
一
二
三
〇
年
頃
ロ
ス

ト
ッ
ク
に
生
ま
れ
た
。 

一
二
四
八
年
デ
ン
マ
ー
ク
王
子
の
一
人
（
三
子
一
女
の
末
弟
）
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
と
結
婚
、
一
二
五
二
年
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
南
部
ル
ン

ド
の
大
聖
堂
で
夫
と
共
に
戴
冠
、
デ
ン
マ
ー
ク
王
妃
と
な
る
。
一
二
五
九
年
夫
が
急
死

─
毒
殺
さ
れ
た
、
と
の
風
評
あ
り

─
し
た
た
め
、
一
二
六
四

年
ま
で
子
息
エ
ー
リ
ク（
デ
ン
マ
ー
ク
王
エ
ー
リ
ク
五
世
）の
摂
政
と
な
る
。
亡
き
夫
の
始
め
た
戦
い

─
ル
ン
ド
の
大
司
教
、故
ア
ー
ベ
ル
王
の
子
息
ヴ
ァ

ル
デ
マ
ー
（
ス
レ
ー
ス
ヴ
ィ
公
）、
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
の
伯
爵
た
ち
と
の
戦
い

─
を
継
続
、
シ
ェ
ラ
ン
島
の
農
民
軍
を
撃
破
・
壊
滅
さ
せ
る
な
ど
し
た
が
、

一
二
六
一
年
ロ
ー
ハ
イ
デ
の
会
戦Schlacht auf der Lohheide

で
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
の
伯
爵
た
ち
と
戦
っ
て
大
敗
、
子
息
と
も
ど
も
捕
虜
と
さ
れ
る
。

し
か
し
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
＝
リ
ュ
ー
ネ
ブ
ル
ク
公
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
の
助
け
で
解
放
さ
れ
、
主
導
権
を
取
り
戻
し
、
一
二
六
四
年
漸
く
デ
ン
マ
ー
ク

に
帰
還
で
き
た
。
そ
の
時
に
は
子
息
エ
ー
リ
ク
は
既
に
成
年
に
達
し
、
彼
女
は
摂
政
で
は
な
く
な
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
れ
以
降
も
政
権
を
掌
握
し
続

け
た
。
デ
ン
マ
ー
ク
語
で
は
「
黒ソ

ー
テ
・の
グ
レ
ー
テ
」Sorte Grete 

お
よ
び
「
跳ス

プ
レ
ン
ヘ
ス
ト

ね
馬
の
マ
ル
グ
レ
ー
テ
」M

argrete Spræ
nghest 

と
綽
名
さ
れ
た
。
先

の
呼
称
は
、
黒
魔
術
と
か
邪
悪
と
か
と
は
さ
ら
さ
ら
関
係
な
く
、
単
に
黒
髪
だ
っ
た
か
ら
に
過
ぎ
な
い
よ
う
だ
。
後
者
の
由
来
は
、
彼
女
が
ど
こ
ま
で
も

突
き
進
む
並
並
な
ら
ぬ
能
力
を
持
っ
て
い
た
た
め
、
と
、
馬
を
乗
り
回
す
の
が
巧
み
だ
っ
た
の
で
、
と
両
説
が
あ
る
。
彼
女
は
少
女
時
代
、
父
親
が
そ
の

兄
弟
と
の
確
執
で
戦
い
に
明
け
暮
れ
て
い
た
た
め
、
普
通
な
ら
男
子
に
限
ら
れ
る
教
育

─
と
り
わ
け
馬
術
や
各
種
武
器
の
操
作
が
含
ま
れ
て
い
た

─

を
受
け
た
由
。
こ
の
こ
と
は
前
記
両
説
の
う
ち
後
者
を
補
強
す
る
材
料
と
な
ろ
う
。
マ
ル
ガ
レ
ー
テ
は
後
、
高
位
聖
職
者
ら
と
和
解
し
、
晩
年
の
数
歳
を

自
ら
が
ロ
ス
ト
ッ
ク
に
建
立
し
た
聖ク

ロ
ス
タ
ー
・
ツ
ム
・
ハ
イ
リ
ゲ
ン
・
ク
ロ
イ
ツ

十
字
架
修
道
院
で
過
ご
し
、
一
二
八
二
年
同
所
で
死
去
。
遺
骸
は
ロ
ス
ト
ッ
ク
の
ド
ー
ベ
ラ
ン
大
聖
堂
に
埋
葬
さ

れ
た
。

 

黒
の
グ
レ
ー
ト　

die schw
arze Greth.　

前
掲
注
「
ポ
ン
メ
ル
ン
公
ザ
ン
ボ
ー
ル
の
息
女
」
参
照
。
ド
イ
ツ
語
発
音
で
は
「
デ
ィ
・
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ェ
・

グ
レ
ー
ト
」

 

跳ス
プ
レ
ン
ヘ
ス
ト

ね
馬　

Springhest.　

前
掲
注
「
ポ
ン
メ
ル
ン
公
ザ
ン
ボ
ー
ル
の
息
女
」
参
照
。
ド
イ
ツ
語
発
音
で
は
「
シ
ュ
プ
リ
ン
グ
ヘ
ス
ト
」。

 

ダ
ー
ネ
ヴ
ェ
ル
ク　

D
anew

erk.　

デ
ン
マ
ー
ク
語
「
ダ
ン
ヴ
ィ
ル
ケ
」D

annevirke
。
デ
ー
ン
人
が
サ
ク
ソ
ン
人
や
ス
ラ
ヴ
諸
族
の
侵
攻
に
対
し
て
築

い
た
土
塁
。
す
な
わ
ち
「
デ
ー
ン
人
の
堡
塁
」。
か
つ
て
は
土
塁
の
上
に
木
柵
が
構
築
さ
れ
て
い
た
。
他
に
も
あ
る
が
、長
い
も
の
で
は
ホ
リ
ン
グ
シ
ュ
テ
ッ

）（（）（（）（（）（（）（（
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トH
ollingstedt

か
ら
ハ
イ
タ
ブH

aithabu

（
デ
ン
マ
ー
ク
語
ヘ
ー
ゼ
ビ
ュ
ーH

edeby

）
へ
（
途
中
で
二
重
に
な
り
、
シ
ュ
レ
ス
ヴ
ィ
ヒ
の
方
へ
も
）

向
か
っ
て
三
〇
キ
ロ
の
長
さ
で
延
び
て
い
る
。
現
在
ハ
イ
タ
ブ
へ
向
か
う
部
分
の
堡
塁
は
主
堡
塁
、
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
へ
向
か
う
部
分
の
堡
塁
は
北
堡

塁
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
Ｄ
Ｓ
Ｂ
一
七
七
注
「
ダ
ン
ネ
ベ
ル
ク
村
」
を
も
参
照
。

 
ロ
イ
ス
川
に
架
か
る
橋
で
の
ア
ル
プ
ス
羚か

も
し
か羊　

auf der Reußbrücke die Gem
se.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
二
一
参
照
。

 

レ
ー
ゲ
ン
ス
ブ
ル
ク
橋
上
の
犬　

auf der Regensburger Brücke den H
und.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
八
五
五
参
照
。

 

ア
ー
ヘ
ン
大
聖
堂
内
の
狼

お
お
か
み　

im
 D

om
 zu A

achen den W
olf.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
一
二
〇
参
照
。

 

こ
れ
は
通
常
こ
う
し
た
伝
説
に
谺こ

だ
ま

す
る
主
題
で
あ
る　

und w
o sich sonst dieser Sage ein W

iederhall findet.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
七
九
で
は
悪
魔
は

─

一
夜
の
内
に
堅
固
な
山
城
を
造
っ
た
の
に

─
仔
驢
馬
の
魂
を
摑
ま
さ
れ
て
い
る
。
Ｄ
Ｓ
一
八
六
で
は
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
ザ
ク
セ
ン
ホ
イ
ザ
ー
橋

ブ
リ
ュ
ッ
ケ

と

雄
鶏
、
バ
ン
ベ
ル
ク
の
大
聖
堂
と
橋
に
つ
い
て
の
伝
説
で
は
橋
と
雄
鶏
が
主
題
。

 

ホ
リ
ン
グ
シ
ュ
テ
ー
デ　

H
ollingstede.　

ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
上
記
の
ご
と
く
綴
っ
て
い
る
が
、
現
在
は
ホ
リ
ン
グ
シ
ュ
テ
ッ
トH

ollingstedt 

で
、
現

シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
＝
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
州
デ
ィ
ト
マ
ル
シ
ェ
ン
郡
の
小
村
。

 

ハ
ッ
デ
ビ
ュ
ー　

H
addebye.　

ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
上
記
の
ご
と
く
綴
っ
て
い
る
が
、
現
在
の
ド
イ
ツ
語
綴
り
で
は
ハ
イ
タ
ブH

aithabu

（
デ
ン
マ
ー

ク
語
ヘ
ー
ゼ
ビ
ュ
ーH

edeby

）
で
あ
る
。
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
の
近
く
に
あ
り
、
同
名
の
美
し
い
海ノ

ー

ア
岸
湖
と
古
い
教
会
で
有
名
。

 

シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ガ
ー
・
ホ
ル
ム　

Schlesw
iger H

olm
.　

「
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
の
ホ
ル
ム
」。
現
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
＝
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
州
ピ
ン
ネ

ベ
ル
ク
郡
の
古
い
小
都
市
。
エ
ル
ベ
河
口
付
近
に
位
す
る
。

 

フ
ー
ズ
ム　

H
usum

.　

現
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
＝
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
州
北
フ
リ
ー
ス
ラ
ン
ト
郡
の
都
市
。
北
海
に
臨
む
。

 

聖
ザ
ン
ク
ト

ペ
ト
ル
ス
の
時
代
こ
の
か
た
最
も
上
首
尾
な
大
漁　

den glückhaftesten Zug, der seit St. Petri Zeiten gethan w
orden. 

師
イ
エ
ス
の
た
め

に
神
殿
税
を
払
う
よ
う
要
求
さ
れ
て
困
惑
し
た
弟
子
ペ
テ
ロ
に
、
イ
エ
ス
は
ガ
リ
ラ
ヤ
湖
で
釣
り
を
す
る
よ
う
指
示
す
る
。
釣
れ
た
魚
の
口
の
中
か
ら
イ

エ
ス
が
告
げ
た
通
り
銀
貨
一
枚
が
見
つ
か
っ
た
（
新
約
聖
書
マ
タ
イ
伝
十
七
章
二
十
四
─
二
十
七
節
）。
こ
れ
を
指
す
か
。

 

小
村
ダ
ー
ネ
ヴ
ェ
ル
ク
近
く
に
あ
る　

beim
 kleinen D

orf D
anew

erk.　
「
ダ
ー
ネ
ヴ
ェ
ル
ク
」
は
誤
り
で
、 

現
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
＝
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ

ン
州
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
＝
フ
レ
ン
ス
ブ
ル
ク
郡
に
あ
る
ダ
ン
ネ
ヴ
ェ
ル
クD

annew
erk 

の
こ
と
。
Ｄ
Ｓ
Ｂ
一
七
七
注
「
ダ
ー
ネ
ヴ
ェ
ル
ク
村
」
参
照
。

 

ヴ
ェ
ス
テ
ン
湖ゼ

ー　

W
estensee. 

現
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
＝
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
州
で
五
番
目
に
大
き
な
湖
。

 

巨ヒ
ュ
ー
ネ
ン
グ
ラ
ー
プ

人
の
墓　

H
ünengrab.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
一
七
三
注
「
巨ヒ

ュ
ー
ネ
ン
ヒ
ュ
ー
ゲ
ル

人
の
丘
」
参
照
。
Ｄ
Ｓ
Ｂ
一
七
三
、
一
七
九
の
内
容
が
示
唆
す
る
よ
う
に
、
有
史
以
前
の
巨
大
な

石
室
は
、
キ
リ
ス
ト
教
化
さ
れ
る
以
前
、
北
国
の
豪
族
た
ち
の
遺
骨
安
置
場
所
と
し
て
利
用
さ
れ
た
よ
う
だ
。

 

三ド
ラ
イ
ベ
ル
ゲ
ン

つ
山　

D
reibergen.　

現
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
（
オ
ラ
ン
ダ
）
王
国
ユ
ト
レ
ヒ
ト
州
の
村
ド
リ
ー
ベ
ル
ゲ
ンD

riebergen 

か
。
で
あ
れ
ば
、「
外
国
の
王

）（（）（（）（（）（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（
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子
」
は
こ
の
地
方
か
ら
来
た
こ
と
に
な
る
。

 
エ
ス
ペ
ル
ス
ト
ル
フ
の
野　

Esperstorfer Feld.　

未
詳
。
ご
高
教
を
俟
つ
。

 
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ　

Schlesw
ig.　

現
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
＝
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
州
北
東
部
に
位
置
す
る
都
市
。
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
＝
フ
レ
ン
ス
ブ
ル

ク
郡
郡
庁
所
在
地
。
Ｄ
Ｓ
Ｂ
一
七
七
に
既
出
。

 

ユ
ー
ト
族
の
国　

Jütland.　

デ
ン
マ
ー
ク
語
「
ユ
ラ
ン
」Jylland

。
ユ
ラ
ン
半
島
。
現
在
そ
の
根
本
の
南
半
は
ド
イ
ツ
領
、
北
半
を
含
む
大
部
分
は
デ
ン

マ
ー
ク
領
。
Ｄ
Ｓ
Ｍ
一
七
四
注
参
照
。
日
本
で
は
「
ユ
ト
ラ
ン
ド0

」
と
ド
イ
ツ
語
「
ユ
ー
ト
ラ
ン
ト
」
と
英
語
「
ジ
ュ
ッ
ト
ラ
ン
ド
」
の
混
成
発
音
の
片

仮
名
表
記
で
あ
る
。

 

ザ
ク
セ
ン
族　

Sasse.　

ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
語
で
「
ザ
ッ
セ
」。
か
つ
て
ゲ
ル
マ
ン
人
の
大
部
族
の
一
つ
で
あ
り
、
現
在
ド
イ
ツ
北
西
部
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク

セ
ン
地
方
（
現
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
州
。
現
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
＝
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
州
と
隣
り
合
っ
て
い
る
）
の
住
民
を
形
成
す
る
ザ
ク
セ
ン
族

Sachse 

の
こ
と
。
ザ
ク
セ
ン
族
の
一
部
は
四
世
紀
後
半
か
ら
五
世
紀
に
掛
け
て
ア
ン
ゲ
ル
族
〔
＝
英
語
「
ア
ン
グ
ル
」A

ngle

。
ユ
ラ
ン
半
島
付
け
根
の

西
側
ア
ン
ゲ
ル
半
島
に
住
ん
で
い
た
ゲ
ル
マ
ン
人
の
一
部
族
〕
や
ユ
ラ
ン
半
島
北
部
な
ど
の
住
む
ユ
ー
ト
族
〔
＝
英
語
「
ジ
ュ
ー
ト
」Jute

〕
と
と
も
に

ブ
リ
テ
ン
島
に
侵
入
し
、
サ
ク
ソ
ンSaxon

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

 

ユ
ー
ト
族　

Jüte.　

デ
ン
マ
ー
ク
語
「
ユ
ー
ト
」Jute

。
日
本
で
は
英
語 ,Jute , （
単
数
形
）
を
「
ジ
ュ
ー
ト
」
と
片
仮
名
表
記
し
て
こ
の
種
族
を
指
し
て

来
た
。
前
掲
注
の
ご
と
く
、
四
─
五
世
紀
、
同
じ
く
ゲ
ル
マ
ン
人
で
あ
る
ア
ン
グ
ル
〔
＝
ア
ン
ゲ
ル
〕
族
、
サ
ク
ソ
ン
〔
＝
ザ
ク
セ
ン
〕
族
と
と
も
に
ブ

リ
テ
ン
島
に
侵
攻
、
同
島
の
大
き
く
豊
沃
な
部
分
を
占
め
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
（
＝
ア
ン
グ
リ
ア
）
の
住
民
を
形
成
す
る
部
族
の
一
つ
と
な
っ
た
の
で
英
語

の
呼
称
を
援
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
発
祥
地
を
重
ん
じ
て
デ
ン
マ
ー
ク
語
発
音
の
近
似
値
「
ユ
ー
ト
」
で
表
記
す
る
。

 

ク
ロ
ッ
プ　

K
ropp.　

現
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
＝
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
州
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
＝
フ
レ
ン
ス
ブ
ル
ク
郡
の
町
。
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
市
の
南

一
二
キ
ロ
に
位
置
す
る
。

 

あ
い
つ
は
ま
だ
ク
ロ
ッ
プ
の
繁
み
を
過
ぎ
た
わ
け
じ
ゃ
な
い　

noch ist er nicht den K
ropperbusch 

〔
＝K

ropper Busch

〕vorbei.　
「
彼
は
ま
だ

目
的
を
達
し
た
わ
け
で
は
な
い
」
く
ら
い
の
意
か
。

 

ア
ン
シ
ュ
ラ
ー
ク　

A
nschlag.　

現
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
＝
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
州
シ
ュ
ト
ー
マ
ル
ン
郡
の
村
。

 

ト
ン
デ
ル
ン
行
政
区
メ
ー
デ
ル
ビ
ュ
ー　

M
edelbye, im

 A
m

te T
ondern.　

ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
上
記
の
ご
と
く
綴
っ
て
い
る
が
、
ユ
ラ
ン
半
島
の
ド

イ
ツ
と
の
国
境
に
接
す
る
南
デ
ン
マ
ー
ク
地
域
の
都
市
ト
ゥ
ナ
ーT

ønder 

行
政
区
メ
ー
ゼ
ル
ビ
ュ
ー
の
こ
と
。

 

北
国
版
か
ら
か
い
綽あ

だ
な名

と
シ
ル
ダ
の
市
民　

Spottnam
en und Schildbürger im

 N
orden.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
で
は
か
ら
か
い
綽
名
や
愚
か
村
の
衆
を
扱
っ
た

も
の
が
他
に
も
少
な
く
な
い
。
こ
こ
で
番
号
の
み
を
挙
げ
て
お
こ
う
。
三
七
四
、
五
五
七
、
六
四
六
、
七
一
六
、
七
三
九
、
七
七
一
、
八
〇
二
、
八
七
〇
、

）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（
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八
七
一
、
九
四
七
。

 

シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
の
邦　

Schw
abenland.　

ド
イ
ツ
南
西
部
の
歴
史
的
名
称
。
現
バ
ー
デ
ン
＝
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
州
の
中
東
部
・
南
東
部
（
有
名
都
市

と
し
て
は
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
や
ウ
ル
ム
な
ど
）、
現
バ
イ
エ
ル
ン
州
南
西
部
あ
た
り
。
ド
イ
ツ
で
は
「
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
人
は
田
舎
者
」
と
い
う
類
型

化
が
あ
っ
た
。
ま
た
、「
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
の
と
ん
ち
き
」Schw

abenstreich

な
る
慣
用
語
が
あ
り
、
そ
の
愚
行
を
ド
イ
ツ
の
他
地
方
の
者
た
ち
は
嗤
い

も
の
に
し
た
。
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
人
に
対
す
る
揶
揄
は
既
に
十
五
世
紀
に
夥
し
く
知
ら
れ
て
い
る
。
参
考
。
鈴
木
滿
訳
・
注
・
解
題
／
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・

ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
編
著
『
ド
イ
ツ
昔メ

ル
ヒ
ェ
ン話
集
』（
一
八
五
七
）
試
訳
（
そ
の
六
）
所
収
「
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
七
人
衆
の
昔メ

ル
ヒ
ェ
ン話
」、
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
第

四
十
二
巻
第
二
号
、
平
成
二
十
二
年
十
二
月
。

 

シ
ル
ダ　

Schilda.　

架
空
の
都
市
名
。
一
五
九
七
年
『
阿ラ

ー
レ
ブ
ー
フ

呆
の
書
。
阿ラ

ー
レ
ブ
ル
ク

呆
町
な
る
阿
呆
連
の
奇
妙
奇
天
烈
、
空
前
絶
後
、
前
代
未
聞
に
し
て
、
つ
い
ぞ
記

さ
れ
た
る
こ
と
な
き
お
話
と
行
い
の
数
数
』D

as Lalebuch. W
underseltsam

e, abenteuerliche, unerhörte und bisher unbeschriebene 
G

eschichten und T
aten der Lalen zu Laleburg

な
る
本
が
出
版
さ
れ
、
一
五
九
八
年
の
第
二
版
は
『
シシ

ル

ト

ビ

ュ

ル

ガ

ー

ル
ダ
の
市
民
た
ち
』Schildbürger 

と
改

題
さ
れ
た
。
こ
れ
に
は
シ
ル
ダ
な
る
都
市
の
市
民
た
ち
が
繰
り
広
げ
る
愚
行
と
滑
稽
の
数
数
が
記
さ
れ
て
い
る
。
現
在
で
は
エ
ー
リ
ヒ
・
ケ
ス
ト
ナ
ー
の

同
名
の
再
話
本
が
有
名
。
実
在
す
る
近
隣
の
、
あ
る
い
は
虚
構
の
都
市
や
村
の
住
民
が
こ
ん
な
間
抜
け
な
こ
と
を
し
た
、
と
い
う
種
の
笑
い
話
は
、
口
承

文
芸
に
お
い
て
世
界
的
に
広
く
親
し
ま
れ
て
い
る
一
つ
の
型
で
あ
り
、
日
本
で
は
「
愚
か
村
話
」
と
し
て
纏
め
ら
れ
る
ジ
ャ
ン
ル
と
な
っ
て
い
る
。
古
代

ギ
リ
シ
ア
で
は
ア
テ
ナ
イ
の
喜
劇
作
者
や
諷
刺
作
家
な
ど
が
ト
ラ
キ
ア
の
ア
ブ
デ
ー
ラ
（
実
在
。
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
や
デ
モ
ク
リ
ト
ス
の
故
郷
と
し
て
知
ら

れ
る
）
市
民
を
か
ら
か
い
、
更
に
は
十
八
世
紀
末
、
ド
イ
ツ
の
文
人
Ｃ
・
Ｍ
・
ヴ
ィ
ー
ラ
ン
ト
が
ア
ブ
デ
ー
ラ
人
の
言
行
に
仮
託
し
て
、
当
時
の
小
さ
な

神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
直
属
都
市
（
作
者
自
身
の
故
郷
、と
の
説
あ
り
）
の
市
民
た
ち
が
繰
り
広
げ
る
単
純
素
朴
な
と
ん
ま
ぶ
り
を
描
い
た
諷
刺
小
説
『
ア
ブ
デ
ー

ラ
の
人
人

─
枢
密
顧
問
官
ヴ
ィ
ー
ラ
ン
ト
殿
著
す
と
こ
ろ
の
げ
に
も
ま
こ
と
し
や
か
な
る
物
語
』D

ie A
bderiten. E

ine sehr w
ahrscheinliche 

G
eschichte von H

errn H
ofrath W

ieland.

（1774-80
）
を
書
い
て
い
る
。

 

ヤ
ー
ゲ
ル　

Jagel.　

現
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
＝
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
州
シ
ュ
レ
ス
ヴ
ィ
ヒ
＝
フ
レ
ン
ス
ブ
ル
ク
郡
の
小
村
。

 

ヴ
ァ
ー
ズ
ン
ゲ
ン　

W
asungen.　

現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
シ
ュ
マ
ー
ル
カ
ル
デ
ン
＝
マ
イ
ニ
ン
ゲ
ン
郡
の
小
さ
な
町
。

 

ガ
ー
ベ
ル　

Gabel. 

現
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
＝
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
州
シ
ュ
レ
ス
ヴ
ィ
ヒ
＝
フ
レ
ン
ス
ブ
ル
ク
郡
の
小
さ
な
町
。

 

タ
ー
ラ
ー
銀
貨　

T
haler.　

一
五
一
九
年
以
降
聖

ザ
ン
ク
ト

ヨ
ア
ヒ
ム
ス
谷タ

ー
ルSt. Joachim

sthal

（
現
チ
ェ
コ
共
和
国
ヤ
ー
ヒ
モ
フJáchym

ov

）
産
出
の
銀
で
鋳

造
さ
れ
た
の
で
こ
の
名
で
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
大
型
銀
貨
（
一
七
九
五
年
の
も
の
で
は
直
径
四
セ
ン
チ
も
あ
る
）。
も
っ
と
も
、
十
六
世
紀
の
最
初
の

三
分
の
一
以
降
ド
イ
ツ
の
ほ
と
ん
ど
至
る
と
こ
ろ
で
誕
生
、間
も
な
く
近
隣
諸
国
で
も
模
倣
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、重
量
が
一
オ
ン
ス
な
い
し
二
ロ
ー
ト
（
約

二
七
─
三
〇
グ
ラ
ム
）
の
銀
貨
全
て
が
こ
の
名
称
を
得
た
。
一
タ
ー
ラ
ー
＝
二
四
グ
ロ
ッ
シ
ェ
ン
＝
二
八
八
プ
フ
ェ
ニ
ヒ
の
換
算
。
物バ

ラ
ー
デ

語
詩
「
レ
ノ
ー
レ
」

）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（
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で
有
名
な
詩
人
ゴ
ッ
ト
フ
リ
ー
ト
・
ア
ウ
グ
ス
ト
・
ビ
ュ
ル
ガ
ー
（
一
七
四
八
─
九
四
）
は
一
七
七
二
年
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
＝
リ
ュ
ー
ネ
ブ
ル
ク

公
国
（
通
称
ハ
ノ
ー
フ
ァ
ー
選
帝
侯
国
）
内
の
あ
る
領
主
の
許
で
領ア

ム

ト

マ

ン

地
管
理
官
と
な
る
が
、
年
俸
百
五
十
タ
ー
ラ
ー
、
別
に
住
宅
手
当
三
十
タ
ー
ラ
ー
を

支
給
さ
れ
た
。
牧
師
を
職
と
し
た
彼
の
父
は
年
収
百
六
十
タ
ー
ラ
ー
だ
っ
た
由
。（
ビ
ュ
ル
ガ
ー
編
・
新
井
皓
士
訳
『
ほ
ら
ふ
き
男
爵
の
冒
険
』、岩
波
文
庫
、

岩
波
書
店
、
一
九
八
三
、
解
説
に
拠
る
）。

 

村む
ら
や
り槍　

D
orfspieß.　

か
つ
て
ド
イ
ツ
の
村
落
共
同
体
に
お
い
て
は
警
吏
役
を
村
民
が
交
替
で
務
め
た
が
、そ
の
職
権
の
象
徴
と
な
っ
た
槍
を
こ
う
称
し
た
。

英
国
に
近
代
警
察
制
度
が
で
き
る
ま
で
、
互
選
の
結
果
選
出
さ
れ
た
町
村
民
が
、
王
権
を
象
徴
す
る
太
矢
印
の
付
い
た
棍
棒
を
携
帯
し
て
、
警コ

ン
ス
タ
ブ
ル吏
と
な
っ

た
の
と
同
じ
で
あ
る
。

 

レ
メ
島
の
人
人　

Rom
öer.　

ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
上
記
の
ご
と
く
綴
っ
て
い
る
が
、
デ
ン
マ
ー
ク
領
ワ
ッ
デ
ン
海
諸
島
最
南
の
島
レ
メRøm

ø 

（
ド
イ
ツ

語Röm

）
の
島
民
。
そ
れ
ゆ
え
片
仮
名
表
記
は
こ
れ
に
従
い
、「
ロ0

メ
島
の
人
人
」
と
は
し
な
か
っ
た
。

 

サ
ム
ソ
ン　

Sim
son.　

旧
約
聖
書
士
師
記
十
三
─
十
六
章
に
登
場
す
る
怪
力
の
所
有
者
。
イ
ス
ラ
エ
ル
の
士
師
の
一
人
。

 

北
海
沿
岸
な
る
ビ
ュ
ー
ズ
ム
の
住
人　

Büsum
er an der See.　

現
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
＝
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
州
デ
ィ
ト
マ
ル
シ
ェ
ン
郡
の
町
。

 

海ロ
ブ
ス
タ
ー

蝲
蛄　

H
um

m
er.　

「
ウ
ミ
ザ
リ
ガ
ニ
」。
フ
ラ
ン
ス
語
「
オ
マ
ー
ル
」H

om
ard

。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
種
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
沿
岸
の
大
西
洋
か
ら
地
中
海
に
か

け
て
棲
息
。
体
長
五
〇
セ
ン
チ
ほ
ど
に
な
る
甲
殻
類
。
第
一
歩
脚
が
鋏
脚
、
す
な
わ
ち
巨
大
な
鋏
状
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
ロ
ブ
ス
タ
ー
な
ん
て

見
た
こ
と
も
な
か
っ
た
町
の
人
が
、鋏
を
使
っ
て
布
地
を
裁
断
す
る
仕
立
て
屋
と
勘
違
い
し
て
の
滑
稽
を
指
す
。
前
掲
注
に
記
し
た
『
シ
ル
ダ
の
市
民
た
ち
』

に
も
出
る
話
。

 

牛カ
ウ
ベ
ル

鐘
鈴　

K
uhplapper.　

牝
牛
の
頸
に
付
け
る
金
属
製
の
ベ
ル
。
牛
が
動
く
と
鳴
る
の
で
、放
牧
中
霧
な
ど
に
姿
が
紛
れ
て
い
て
も
、そ
の
所
在
が
分
か
る
。

 

石
の
碾ひ

き
臼 M

ühlstein.　

中
央
に
穴
が
開
い
て
い
る
丸
い
円
盤
状
の
石
。
斜
め
に
溝
が
多
数
刻
ま
れ
て
い
る
。
穀
物
を
挽
く
石
の
碾
き
臼
の
場
合
、
玄

武
岩
、
花
崗
岩
、
斑
岩
な
ど
極
め
て
堅
い
石
材
に
溝
を
刻
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
石
臼
を
二
枚
重
ね
、
水
車
、
風
車
の
力
で
上
の
石
臼
を
回
転
さ
せ
る
と
、

こ
の
間
で
穀
粒
が
擂
り
潰
さ
れ
て
粉
に
な
る
。
直
径
は
二
十
世
紀
初
頭
の
動
力
式
製
粉
所
の
場
合
で
七
五
セ
ン
チ
か
ら
一
五
〇
セ
ン
チ
だ
っ
た
。
水
車
式

製
粉
、
風
車
式
製
粉
の
場
合
で
も
極
め
て
重
か
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
の
笑
い
話
が
成
り
立
つ
。
Ｄ
Ｓ
Ｂ
一
五
一
注
で
も
簡
単
に
説
明
。

 

聖
ミ
ヒ
ェ
ル
教
会　

St. M
ichelskirche.　

十
七
世
紀
建
立
、
従
っ
て
最
初
か
ら
新
教
（
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
）
教
会
で
あ
り
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
聖
人
信
仰

と
は
無
縁
の
た
め
、
大
天
使
ミ
カ
エ
ル
（
＝
ミ
ヒ
ャ
エ
ル
）
に
奉
献
さ
れ
た
ザ
ン
ク
ト
・
ミ
ヒ
ャ
エ
リ
ス
・
キ
ル
ヒ
ェSt. M

ichaelis K
irche 

の
こ
と
。

ハ
ン
ブ
ル
ク
市
民
に
は
「
ミ
ヒ
ェ
ル
」M

ichel 

と
親
し
み
を
籠
め
て
呼
ば
れ
て
い
る
。
市
の
大
教
会
の
中
で
は
最
も
新
し
い
が
、
そ
の
高
い
尖
塔
が
港
に

近
づ
く
船
乗
り
に
遠
く
か
ら
望
ま
れ
た
の
で
、
過
去
・
現
在
を
通
じ
て
海
運
で
栄
え
る
こ
の
元
ハ
ン
ザ
都
市
の
代
表
的
教
会
で
あ
る
。

 

ビ
ス
ホ
ル
ス
ト　

Bishorst.　

十
八
世
紀
、
エ
ル
ベ
川
の
高
潮
の
た
め
砂
礫
に
埋
も
れ
た
村
。
現
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
＝
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
州
ピ
ン
ネ
ベ

）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（
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ル
ク
郡
に
痕
跡
が
残
っ
て
い
る
。

 

井
戸　

Brunnen.　
「
噴
水
」（
遠
く
の
よ
り
標
高
の
高
い
水
源
か
ら
地
下
の
導
管
を
通
じ
て
自
治
体
に
水
を
供
給
す
る
人
工
の
泉
）
と
も
訳
せ
る
が
、「
深

い
」
と
あ
る
か
ら
縦
坑
式
井
戸
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
い
く
ら
お
莫
迦
さ
ん
た
ち
で
も
ね
え
、
綱
を
伝
っ
て
地
面
と
平
行
に
歩
く
の
は
と
も
か
く
、
垂
直

に
井
戸
の
中
へ
入
っ
て
行
っ
た
の
か
な
あ
。

 

キ
ス
ド
ル
フ　

K
isdorf.　

現
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
＝
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
州
ゼ
ー
ゲ
ベ
ル
ク
郡
の
町
。

 

フ
ォ
ク
ベ
ッ
ク　

Fockbeck.　

ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
上
記
の
ご
と
く
綴
っ
て
い
る
が
、
現
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
＝
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
州
レ
ン
ツ
ベ
ル
ク
＝

エ
ッ
ケ
ル
ン
フ
ェ
ル
デ
郡
の
町
フ
ォ
ッ
ク
ベ
ー
クFockbek （
デ
ン
マ
ー
ク
語
綴
り ,Fokbøk

,

）
の
こ
と
。

 

溺で
き
し死
刑　

versaufen.　

中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
実
際
に
存
在
し
た
。
一
般
に
は ,Ersäufen

, 

と
表
記
す
る
。
Ｄ
Ｓ
Ｂ
二
六
五
注
参
照
。
な
お
「
渇
き
死
に
」

は
こ
れ
以
上
の
重
罰
だ
、
と
半
畳
を
入
れ
た
御
仁
は
、
酒
飲
み
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

 

ノ
ル
ト
シ
ュ
ト
ラ
ン
ト
島　

Insel N
ordstrand.　

現
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
＝
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
州
ノ
ル
ト
フ
リ
ー
ス
ラ
ン
ト
郡
の
半
島
。
フ
ー
ズ
ム
市

の
前
面
に
あ
り
、
一
九
八
七
年
ま
で
島
だ
っ
た
。

 

暴
れ
海
ど
ん　

der blanke H
ans.　

時
化
て
い
る
北
海
の
呼
び
名
。

 

聖
体
拝
領　

das heilige A
bendm

ahl.　

こ
こ
で
は
宗
教
改
革
以
前
の
、
す
な
わ
ち
カ
ト
リ
ッ
ク
の
時
代
の
物
語
と
し
て
訳
し
た
。「
聖
体
拝
領
」
は
カ

ト
リ
ッ
ク
教
会
の
ミ
サ
の
中
心
だ
が
、
危
篤
の
病
人
が
い
る
場
合
、
司
祭
は
教
会
で
執
り
行
っ
た
ミ
サ
の
中
で
聖
変
化
し
た
聖
体
（
通
常
は
聖ホ

ス
チ
ア餅
の
み
）

を
聖ピ

ク
シ
ス

体
盒
（
＝
聖
体
容
器
）
に
入
れ
て
運
び
、
こ
れ
を
拝
領
さ
せ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
新
教
で
は
、
死
を
迎
え
る
人
が
牧
師
に
ワ
イ
ン
と
パ
ン
を
授
か
り
、

安
ら
か
に
天
に
召
さ
れ
る
よ
う
に
祈
る
「
聖
餐
式
」
が
こ
れ
に
当
た
ろ
う
。

 

プ
ロ
イ
セ
ン　

Preußen.　

こ
こ
で
は
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
在
世
時
の
、
広
大
な
版
図
を
領
有
し
つ
つ
あ
っ
た
勃
興
す
る
プ
ロ
イ
セ
ン
王
国
全
体
で
は
な
く
、

同
王
国
の
北
東
端
を
占
め
る
プ
ロ
イ
セ
ン
地
方
を
指
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
西
は
ポ
ン
メ
ル
ン
地
方
に
接
し
、
東
は
メ
ー
メ
ル
（
現
ネ
マ
ン
）
川
を
国

境
と
し
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
接
し
、
ヴ
ァ
イ
ク
セ
ル
（
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
ヴ
ィ
ス
ワ
）
川
で
東
プ
ロ
イ
セ
ン
と
西
プ
ロ
イ
セ
ン
に
分
か
た
れ
て
い
た
地
方
。
現

在
「
プ
ロ
イ
セ
ン
」
な
る
名
称
は
存
在
し
な
い
。

 

椅い
す
ぞ
り

子
橇　

Stuhlschlitten.　

肘
掛
け
椅
子
が
固
定
さ
れ
て
い
る
小
さ
な
橇
。

 

ロ
ー
ハ
イ
デ Lohheide.　

現
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
＝
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
州
ノ
ル
ト
フ
リ
ー
ス
ラ
ン
ト
郡
の
都
市
レ
ッ
クLeck 

北
方
の
荒
野
。

 

ゲ
ア
ー
ト
伯　

Graf Geert.　

ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
＝
イ
ッ
ツ
ェ
ホ
ー
伯
ゲ
ア
ハ
ル
ト
一
世Gerhard I. , Graf von H

olstein-Itzehoe

（
二
三
二
─
九
〇
）。

シ
ャ
ウ
エ
ン
ブ
ル
ク
の
殿
に
し
て
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
＝
シ
ュ
ト
ー
マ
ル
ン
伯
ア
ー
ド
ル
フ
四
世
の
第
二
子
。
ア
ー
ド
ル
フ
四
世
は
一
二
三
九
年
自
身
が
キ
ー

ル
に
建
立
し
た
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
派
修
道
院
に
修
道
士
と
し
て
隠
遁
し
た
の
で
、
そ
の
子
息
で
い
ず
れ
も
幼
い
兄
ヨ
ー
ハ
ン
と
弟
ゲ
ア
ハ
ル
ト
は
、
伯
父
ス

）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（
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レ
ー
ス
ヴ
ィ
（
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
）
公
ア
ー
ベ
ル
の
後
見
の
下
、
父
の
所
領
を
治
め
た
。
父
が
一
二
六
一
年
に
死
ぬ
と
、
兄
ヨ
ー
ハ
ン
と
遺
領
を
分
割

相
続
、
ヨ
ー
ハ
ン
は
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
＝
キ
ー
ル
伯
、
ゲ
ア
ハ
ル
ト
は
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
＝
イ
ッ
ツ
ェ
ホ
ー
伯
と
な
っ
た
。
兄
弟
は
相
提
携
し
、
地
歩
を

固
め
て
行
っ
た
。
兄
が
死
ぬ
と
ゲ
ア
ハ
ル
ト
は
後
見
人
と
し
て
兄
の
息
子
た
ち
の
摂
政
を
務
め
て
い
る
。
ブ
レ
ー
メ
ン
大
司
教
、
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
大
司
教
、

土
地
貴
族
と
し
ば
し
ば
戦
い
、
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
に
お
け
る
統
治
権
を
拡
大
す
る
一
方
、
ス
レ
ー
ス
ヴ
ィ
（
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
）
公
エ
ー
リ
ク
一
世
な

ど
を
後
援
し
た
。
デ
ン
マ
ー
ク
王
国
に
対
抗
す
る
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
勢
の
頭
領
格
で
あ
り
、一
二
六
一
年
ロ
ー
ハ
イ
デ
の
会
戦
で
デ
ン
マ
ー
ク
軍
に
勝
利
し
、

前
デ
ン
マ
ー
ク
王
妃
マ
ル
ガ
レ
ー
テ
・
ザ
ン
ビ
リ
ア
（
ザ
ン
ボ
リ
ア
）
と
子
息
デ
ン
マ
ー
ク
王
エ
ー
リ
ク
五
世
を
捕
虜
と
し
た
。

 

レ
ン
ツ
ブ
ル
ク　

Rendsburg.　

現
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
＝
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
州
レ
ン
ツ
ブ
ル
ク
＝
エ
ッ
ケ
ル
ン
フ
ェ
ル
デ
郡
の
郡
庁
所
在
地
。
同
州
の

中
央
部
に
位
置
し
、
同
州
の
最
長
河
川
ア
イ
ダ
ー
河
畔
の
都
市
と
し
て
、
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
と
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
を
結
ぶ
要
の
役
割
を
果
た
し
て
来
た
。

 

君き
み

信ま
こ
と実
あ
れ
ば
、
臣し

ん

信ま
こ
と実
あ
り　

T
reuer H

err, treuer K
necht.　

原
文
で
は
上
記
の
通
り
。

 

実じ
つ

あ
る
主
人
に
実じ

つ

あ
る
家
来　

T
reu H

err, treu K
necht.　

原
文
で
は
上
記
の
通
り
。

 

オ
ー
ベ
ン
ロ
ー　

A
penrade.　

ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
上
記
の
ご
と
く
綴
っ
て
お
り
、
ド
イ
ツ
語
発
音
で
は
ア
ー
ペ
ン
ラ
ー
デ
と
な
る
が
、
現
在
ユ
ラ
ン
半

島
の
デ
ン
マ
ー
ク
領
南
端
に
位
置
す
る
都
市
オ
ー
ベ
ン
ロ
ーÅ

benrå 

の
こ
と
。

 

ア
ン
ホ
ル
ト
島　

A
nholt.　

カ
テ
ガ
ッ
ト
海
峡
に
あ
る
デ
ン
マ
ー
ク
領
の
小
島
。
ユ
ラ
ン
半
島
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ほ
ぼ
中
間
に
位
置
す
る
。

 

シ
ェ
ラ
ン
島　

Seeland.　

デ
ン
マ
ー
ク
王
国
の
大
島
で
、
こ
こ
に
首
都
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
が
あ
る
。

 

シ
ェ
リ
ン
グ　

Schelling.　

フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ヨ
ー
ゼ
フ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ェ
リ
ン
グFriedrich W

ilhelm
 Joseph Ritter von 

Schelling

（
一
七
七
五
─
一
八
五
四
）。
ド
イ
ツ
観
念
主
義
の
代
表
的
哲
学
者
。
一
八
一
二
年
貴
族
に
叙
せ
ら
る
。

 

「
レ
ノ
ー
レ
」　Lenore.　

ゴ
ッ
ト
フ
リ
ー
ト
・
ア
ウ
グ
ス
ト
・
ビ
ュ
ル
ガ
ーGottfried A

ugust Bürger （
一
七
四
七
─
九
四
）
の
物バ

ラ
ー
デ

語
詩「
レ
ノ
ー
レ
」

（
一
七
七
四
）。

 

プ
レ
ー
ン　

Plön.　

現
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
＝
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
州
プ
レ
ー
ン
郡
の
都
市
。
十
七
世
紀
町
の
高
台
に
造
営
さ
れ
た
プ
レ
ー
ン
城
は
、
同
州

で
最
も
大
き
く
、
最
も
美
し
い
城
郭
の
一
つ
で
あ
る
。

 

ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
＝
ゾ
ン
ダ
ー
ブ
ル
ク
公
ヨ
ー
ハ
ン
・
ア
ー
ド
ル
フ　

H
erzog Johann A

dolph zu H
olstein-Sonderburg.　

第
二
代
シ
ュ
レ
ー
ス

ヴ
ィ
ヒ
＝
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
＝
ゾ
ン
ダ
ー
ブ
ル
ク
＝
プ
レ
ー
ン
公
（
在
位
一
六
七
一
─
一
七
〇
四
）。
妻
は
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
公
国
に
属
す
る
ブ
ラ

ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
＝
ヴ
ォ
ル
フ
ェ
ン
ビ
ュ
ッ
テ
ル
侯
の
息
女
ド
ロ
テ
ー
ア
。

 

パ
ッ
サ
ウ
の
秘
法　

die Passauer K
unst. ,die Passauische K

unst ,

　

と
も
。
伝
説
に
よ
れ
ば
弾
丸
や
斬
撃
に
も
び
く
と
も
し
な
い
金
剛
不
壊
の
体
に

な
る
秘
法
。
因
み
に
一
六
一
一
年
パ
ッ
サ
ウ
の
刑
吏
が
売
り
出
し
た
「
パ
ッ
サ
ウ
の
お
札ふ

だ

」Passauer Zettel 

に
は
こ
う
い
う
霊
験
が
あ
っ
た
そ
う
な
。

）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（
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間
も
な
く
始
ま
っ
た
三
十
年
戦
争
（
一
六
一
八
─
四
八
）
で
は
傭
兵
ど
も
や
市
民
兵
た
ち
に
大
い
に
売
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
パ
ッ
サ
ウ
は
現
バ
イ
エ
ル

ン
州
南
東
部
の
都
市
で
、
現
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
現
チ
ェ
コ
と
国
境
を
接
す
る
。

 
シ
ュ
ト
ッ
ク
ゼ
ー
の
村　

Stocksee.　

現
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
＝
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
州
ゼ
ー
ゲ
ベ
ル
ク
郡
の
小
村
。
同
名
の
シ
ュ
ト
ッ
ク
湖ゼ

ー

湖
畔
に
位
置

す
る
。

 

公
爵
閣
下
の
御み

な名
の
下
に　

Im
 N

am
en von euer herzoglichen Gnaden.　

も
し
農
夫
が
「
神
の
御
名
の
下
に
」In Gottesnam

en 

と
い
う
常
套
句

を
口
走
っ
た
ら
、
由
由
し
い
事
態
に
な
っ
た
は
ず
。

 

皇
帝
レ
オ
ポ
ル
ト　

K
aiser Leopold.　

神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
レ
オ
ポ
ル
ト
一
世
（
在
位
一
六
五
八
─
一
七
〇
五
）。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
大
公
、
ボ
ヘ
ミ
ア
王
、

ハ
ン
ガ
リ
ア
王
（
在
位
一
六
五
五
─
一
七
〇
五
）。
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
よ
る
第
二
次
ウ
ィ
ー
ン
包
囲
（
一
六
八
三
）
を
受
け
た
が
、
同
盟
軍
の
助
け
に
よ
り

こ
れ
を
撃
退
。
更
に
反
攻
（
十
六
年
に
及
ぶ
「
大
ト
ル
コ
戦
争
」
の
開
始
）
に
転
じ
、
ハ
ン
ガ
リ
ア
の
大
部
分
を
制
圧
（
一
六
八
八
）
す
る
な
ど
、
東
方

へ
の
巻
き
返
し
に
成
功
し
た
。

 

ド
ロ
テ
ー
ア
・
ゾ
フ
ィ
ー
ア　

D
orothea Sophia.　

前
出
注
ヨ
ー
ハ
ン
・
ア
ー
ド
ル
フ
公
と
ド
ロ
テ
ー
ア
公
妃
の
息
女
は
こ
の
名
。

 

エ
ル
ベ
川　

die Elbe.　

現
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
国
境
を
接
す
る
現
チ
ェ
コ
の
ス
テ
ー
テ
ィ
山
地
に
源
を
発
し
、
チ
ェ
コ
北
部
、
ド
イ
ツ
東
部
を
北
へ
流
れ
、

ハ
ン
ブ
ル
ク
付
近
で
北
海
に
注
ぐ
。
チ
ェ
コ
語
ラ
ベ
。
全
長
約
一
〇
九
一
キ
ロ
、
内
七
二
七
キ
ロ
が
現
ド
イ
ツ
内
。

 

ク
ラ
エ
ス
・
シ
ュ
テ
ル
テ
ベ
ー
カ
ー
（
乾

シ
ュ
テ
ュ
ル
ツ
ェ
せ
大ベ

ッ
ヒ
ャ
ー

杯
を
）　K

laes Störtebeker 

（Stürzebecher

）.　
「
シ
ュ
テ
ル
テ
ベ
ー
カ
ー
」
は
綽
名
。
低
地
ド
イ

ツ
語
で
「
乾
せ
、
大
杯
を
」Stürz den Becher! 

の
意
味
。
由
来
は
そ
の
飲
み
っ
ぷ
り
に
よ
る
も
の
ら
し
い
。
伝
承
に
よ
れ
ば
、
ワ
イ
ン
あ
る
い
は
ビ
ー

ル
を
満
た
し
た
四
リ
ッ
ト
ル
入
り
の
大フ

ン
ペ
ン杯
を
息
も
つ
か
ず
に
空
に
し
た
と
か
。
名
前
は
ク
ラ
ウ
スK

laus

、
ク
ラ
ー
スK

laas, Claas

、
ニ
コ
ラ
ウ
ス

N
ikolaus 

と
も
。
一
三
六
〇
年
頃
の
生
ま
れ
。
ハ
ン
ブ
ル
ク
で
お
そ
ら
く
一
四
〇
一
年
十
月
二
十
一
日
一
味
徒
党
七
十
二
人
と
と
も
に
刑
死（
斬
首
）。
ゲ
ー

デ
ケ
・
ミ
ヒ
ェ
ル
ス
、
ヘ
ニ
ッ
ヒ
・
ヴ
ィ
ヒ
マ
ン
、
ク
ラ
ウ
ス
・
シ
ェ
ル
ト
、
修マ

ギ
ス
タ
ー士
〔
＝
学
者
〕
ヴ
ィ
ク
ボ
ル
ト
ら
悪
名
高
い
海
賊
船
長
ら
と
並
ん
で

ヴヴ
ィ
タ
ー
リ
エ
ン
ブ
リ
ュ
ー
ダ
ー

ィ
タ
リ
ス
の
兄
弟
た
ち
（
十
四
世
紀
末
期
北
海
・
バ
ル
ト
海
で
劫
略
を
こ
と
と
し
た
海
賊
た
ち
の
呼
称
）
の
頭
領
の
一
人
。

 

ゲ
ー
デ
（
ゲ
ー
ト
ケ
、
ゴ
ー
デ
ケ
）・
ミ
ヒ
ェ
ル　

Göde　
（Götke, Godeke

） M
ichel. 

ゲ
ー
デ
ケ
・
ミ
ヒ
ェ
ル
スGödeke M

ichels 

ま
た
は
ゴ
ッ
ト

フ
リ
ー
ト
・
ミ
ヒ
ャ
エ
ル
ゼ
ンGottfried M

ichaelsen 

と
も
。
シ
ュ
テ
ル
テ
ベ
ー
カ
ー
と
と
も
に
刑
死
。

 

ニ
ー
ン
ド
ル
フ　

N
indorf.　

現
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
＝
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
州
レ
ン
ツ
ブ
ル
ク
＝
エ
ッ
ケ
ル
ン
フ
ェ
ル
デ
郡
の
村
。

 

バ
ー
ゲ
ン
シ
ュ
テ
ー
デ　

Bargenstede.　

未
詳
。

 

メ
ー
ル
ド
ル
フ　

M
eldorf.　

現
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
＝
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
州
デ
ィ
ト
マ
ル
シ
ェ
ン
郡
に
あ
る
町
。

 

ズ
ュ
ル
ト
島　

Sylt.　

現
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
＝
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
州
北
海
沿
岸
に
連
な
っ
て
い
る
北
フ
リ
ー
ス
ラ
ン
ト
諸
島
中
最
大
の
島
。
現
在
ド
イ

）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（
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ツ
領
最
北
の
島
。
Ｄ
Ｓ
Ｂ
一
七
九
に
も
名
が
出
る
。

 
車
輪　

ein Rad.　

極
刑
で
あ
る
車
裂
き
の
刑
に
用
い
ら
れ
た
。

 
ア
ル
ス
島　

A
lsen.　

ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
上
記
の
ご
と
く
綴
っ
て
い
る
が
、
デ
ン
マ
ー
ク
領
の
島
ア
ル
スA

ls 

の
こ
と
。
狭
隘
な
ア
ル
ス
海ス

ン
ド峡

を
隔
て

て
ユ
ラ
ン
半
島
の
東
側
の
バ
ル
ト
海
に
位
置
す
る
。

 

ア
ー
レ
ン
ス
ベ
ー
ク　

A
rensböck.　

ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
上
記
の
よ
う
に
綴
っ
て
い
る
が
、
現
在
の
綴
り
は ,A

hrensbök

, 

な
の
で
片
仮
名
表
記
は
こ

れ
に
従
っ
た
。
現
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
＝
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
州
オ
ス
ト
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
郡
の
町
。

 

ブ
ラ
ン
ケ
ネ
ー
ゼ　

Blankenese.　

現
在
は
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
西
部
の
街
区
の
一
つ
。

 

グ
ラ
ー
ス
ボ
ー
ク　

Grasbook.　

ハ
ン
ブ
ル
ク
の
前
面
、
エ
ル
ベ
下
流
に
あ
る
湿
地
の
島
。
か
つ
て
こ
の
島
の
西
端
に
海
賊
処
刑
用
と
定
め
ら
れ
た
刑
場

が
あ
り
、
一
六
二
四
年
ま
で
に
少
な
く
と
も
四
二
八
人
が
処
刑
さ
れ
た
。

 

刑
吏　

Scharfrichter.　

都
市
の
い
わ
ば
契
約
吏
員
（
全
て
の
都
市
で
固
定
給
が
支
給
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
）
で
あ
り
、
見
習
い
、
徒
弟
と
と
も
に
そ

の
都
市
お
よ
び
刑
吏
を
持
た
な
い
周
辺
小
都
市
の
拷
問
・
処
刑
（
当
然
死
刑
ば
か
り
で
は
な
い
）
を
執
行
す
る
任
務
を
請
け
負
っ
た
。
こ
れ
ら
自
治
体
か

ら
指
定
さ
れ
る
拷
問
お
よ
び
処
刑
に
そ
れ
ぞ
れ
料
金
を
定
め
て
報
酬
を
受
け
た
。
一
般
市
民
と
は
隔
絶
さ
れ
た
特
殊
階
級
。
従
っ
て
、
刑
吏
後
継
者
の
供

給
源
、
刑
吏
と
そ
の
家
族
の
通
婚
相
手
の
出
自
は
極
め
て
限
ら
れ
て
い
た
。

 

親マ
イ
ス
タ
ー方　

M
eister.　

商
人
や
手
工
業
者
の
同
業
組
合
の
成
員
に
対
す
る
呼
び
名
だ
が
、
刑
吏
も
こ
う
呼
ば
れ
た
の
で
あ
る
。
刑
吏
を
指
し
て
「
赤
い
親
方
」

der rote M
eister

と
も
称
し
た
。

 

斬
首
刀　

Richtschw
ert.　

刑
吏
が
斬
首
刑
を
行
う
際
使
用
し
た
、
両
手
持
ち
の
（
＝
欛
を
両
手
で
握
る
）
長
く
て
重
い
諸
刃
の
剣
。
本
来
は
一
撃
で
首

を
斬
り
落
と
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
に
は
極
め
て
熟
練
し
た
伎
倆
が
必
要
だ
っ
た
。

 

ほ
っ
ほ
う
、
上
上
の
気
分
で
さ
あ
、
…
…
喜
び
勇
ん
で
や
り
ま
し
ょ
う
て　

hoho, ganz w
ohl zu M

uthe, ...... m
eine Schneide m

üsste.　

い
わ
ば
都

市
貴
族
で
あ
る
勢
力
家
の
市
参
事
の
犒
い
に
対
し
て
こ
ん
な
軽
口
で
応
酬
し
た
の
は
、ク
ラ
ウ
ス
・
フ
リ
ュ
ッ
ゲClaus Flügge

と
い
う
大
層
膂
力
の
あ
っ

た
皮フ

ラ
イ
ク
ネ
ヒ
ト

剥
人
（
死
ん
だ
牛
・
馬
・
豚
な
ど
の
死
体
処
理
に
当
た
り
、
都
市
の
糞
尿
の
処
理
を
も
す
る
特
殊
階
級
）
の
よ
う
だ
。
彼
は
一
四
六
四
年
（
そ
れ
ゆ

え
シ
ュ
テ
ル
テ
ベ
ー
カ
ー
と
そ
の
仲
間
の
処
刑
と
は
全
く
関
係
な
い
）
刑
吏
へ
の
弟
子
入
り
志
願
で
や
っ
て
来
た
ハ
ン
ブ
ル
ク
で
、
折
し
も
刑
吏
が
死
亡

し
た
の
に
早
急
に
多
量
の
斬
首
を
行
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
と
い
う
窮
境
に
陥
っ
て
い
た
市
当
局
に
、
自
分
を
刑
吏
と
し
て
生
涯
市
が
雇
傭
す
る
こ
と
を
条
件

に
死
刑
執
行
を
申
し
出
、
四
十
人
の
海
賊
を
一
日
で
斬
首
し
た
時
の
こ
と
ら
し
い
。
伝
説
に
よ
れ
ば
、
六
人
の
海
賊
を
二
人
ず
つ
組
に
し
て
背
中
合
わ
せ

に
椅
子
に
坐
ら
せ
、
こ
の
三
組
の
首
を
剣
で
ぱ
っ
ぱ
っ
ぱ
っ
と
刎
ね
て
片
づ
け
た
。
も
っ
と
も
海
賊
の
首
領
は

─
ク
ラ
ウ
ス
と
し
て
は
い
さ
さ
か
の
敬

意
を
表
し
た
の
で
あ
ろ
う

─
独
り
だ
け
の
斬
首
に
処
し
た
と
か
。
申
す
ま
で
も
な
い
が
、
ち
ょ
っ
と
言
う
に
事
欠
い
た
く
ら
い
の
理
由
で
こ
れ
ほ
ど
稀

）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（
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有
な
技
能
の
持
ち
主
を
死
刑
に
す
る
都
市
参
事
会
な
ど
あ
り
得
な
い
。
事
実
、
ク
ラ
ウ
ス
は
以
来
刑
吏
と
し
て
ハ
ン
ブ
ル
ク
市
に
奉
職
、
一
四
八
八
年
に

も
グ
ラ
ー
ス
ボ
ー
ク
に
お
い
て
七
十
四
人
の
海
賊
の
斬
首
を
午
前
中
に
済
ま
せ
た
由
。

 
聖

ザ
ン
ク
ト

カ
タ
リ
ー
ナ
教
会
の
塔　

St. K
atharinenthurm

.　

聖
ザ
ン
ク
ト

カ
タ
リ
ー
ナ
教
会St. K

atharinen

は
五
つ
あ
る
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
主
教
会
の
一
つ
で
、
十

三
世
紀
起
源
の
そ
の
塔
は
ハ
ン
ブ
ル
ク
で
二
番
目
に
古
い
高
層
建
築
で
バ
ロ
ッ
ク
様
式
の
方
尖
塔
で
あ
る
。
現
在
も

─
も
と
よ
り
黄
金
製
で
は
な
い
が

─
黄
金
色
に
輝
く
塔
冠
が
こ
れ
を
取
り
巻
い
て
い
る
。

 

フ
ラ
ン
ス
軍
占
領
・
支
配
時
代　

Franzosenzeit und –H
errschaft.　

一
八
一
〇
年
か
ら
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
の
没
落
ま
で
ハ
ン
ブ
ル
ク
は
フ
ラ
ン
ス
帝

国
の
占
領
下
に
置
か
れ
た
。

 

ヤ
ス
ム
ン
ト　

Jasm
und.　

リ
ュ
ー
ゲ
ン
島
北
東
部
の
半
島
。
現
在
国
立
公
園
と
な
っ
て
い
る
。

 

ク
レ
ン
ペ
ン　

K
rem

pen.　

未
詳
。
Ｄ
Ｓ
Ｂ
一
八
四
冒
頭
に
「
ク
レ
ン
ペ
ン
沼マ

ル
シ
ュ

沢
地
」K

rem
pnerm

arsch 

（
こ
れ
も
未
詳
）
と
あ
る
が
、
こ
の
伝
説
は

現
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
＝
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
州
が
舞
台
な
の
で
、
こ
の
町
が
位
置
す
る
の
も
こ
の
地
方
と
思
わ
れ
る
。

 

材
料　

Speise.　
「
鐘
の
鋳
造
材
料
」Glockenspeise

の
こ
と
。
教
会
の
鐘
は
通
常
青
銅
製
。
そ
の
場
合
鋳
造
材
料
は
銅
と
錫
。

 

ロ
シ
ア
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
戦
争　

K
rieg der Russen gegen die Schw

eden.　

大
北
方
戦
争
（
一
七
〇
〇
─
二
一
）
の
こ
と
か
。
な
ぜ
な
ら
、
い
わ
ゆ

る
「
ロ
シ
ア
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
戦
争
」
は
第
一
次
（
十
八
世
紀
末
期
）、
第
二
次
（
十
九
世
紀
初
頭
）
と
も
戦
場
は
カ
レ
リ
ア
地
方
（
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・
ロ

シ
ア
国
境
地
帯
）
な
の
で
こ
の
話
に
は
当
て
嵌
ま
ら
な
い
か
ら
。

 

ブ
レ
ス
ラ
ウ
の
物
語　

in der Stadt Breslau.　

Ｄ
Ｓ
一
二
五
「
ブ
レ
ス
ラ
ウ
の
鐘
の
鋳
造
」D

er Glockenguß in Breslau. 

を
指
す
。
ブ
レ
ス
ラ
ウ

は
現
ポ
ー
ラ
ン
ド
西
部
の
大
都
市
ヴ
ロ
ツ
ワ
フW

rocław

。
 

ハ
ッ
デ
ビ
ュ
ー　

H
addebye.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
一
八
五
注
参
照
。

 

グ
ラ
ム　

Gram
m

.　

現
デ
ン
マ
ー
ク
王
国
北
ス
レ
ー
ス
ヴ
ィ
地
域
の
町
。

 

ノ
イ
キ
ル
ヒ
ェ
ン　

N
eukirchen.　

現
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
＝
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
州
オ
ス
ト
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
郡
の
小
さ
な
町
で
あ
ろ
う
か
。

 

フ
レ
ー
ム
フ
ー
デ
ン
湖ゼ

ー　

Flem
huder See.　

現
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
＝
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
州
レ
ン
ツ
ベ
ル
ク
＝
エ
ッ
ケ
ル
ン
フ
ェ
ル
デ
郡
の
町
ク

ヴ
ァ
ー
ル
ベ
ク
に
属
す
る
湖
で
、
北
海
・
バ
ル
ト
海
運
河
に
接
し
て
い
る
。

 

グ
リ
ュ
ッ
ク
ス
シ
ュ
タ
ッ
ト　

Glücksstadt.　

現
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
＝
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
州
シ
ュ
タ
イ
ン
ブ
ル
ク
郡
の
都
市
。
こ
の
郡
で
は
イ
ッ
ツ
ェ

ホ
ー
に
次
い
で
大
き
い
。
エ
ル
ベ
下
流
河
畔
に
位
す
る
。

 

柏
ア
イ
ヒ
ェ　

Eiche. 

橅
科
の
落
葉
樹
。
日
本
の
柏
（
周
囲
約
二
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
約
八
メ
ー
ト
ル
）、
水
楢
な
ど
に
似
て
い
る
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
そ
れ
は
遥
か
に

大
木
と
な
り
、
周
囲
が
一
〇
メ
ー
ト
ル
近
く
の
木
や
、
高
さ
二
三
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
木
が
あ
る
。
詳
し
く
は
Ｄ
Ｓ
Ｂ
二
〇
二
注
参
照
。

）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（
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赤デ
ア
・
ロ
ー
テ
・
フ
レ
ッ
ク

い
染
み　

der rothe Fleck.　

,Fleck

,

　

に
は
「
汚
点
・
染
み
」
の
意
と
「
場
所
・
土
地
」
の
意
が
あ
る
。

 
庄

バ
ウ
エ
ル
ン
フ
ォ
ー
ク
ト

屋
　

Bauernvogt.　

都
市
周
辺
に
住
み
、
都
市
の
行
政
に
服
す
る
農
民
た
ち
の
行
政
管
理
官
で
あ
ろ
う
。
一
応
こ
の
訳
語
を
当
て
た
が
、
自
信

は
な
い
。
ど
な
た
か
ご
高
教
を
。

 

古
い
ド
イ
ツ
の
昔メ

ル
ヒ
ェ
ン話
の
あ
の
山や

ま
う
ず
ら鶉　

im
 altdeutschen M

ärchen das Rebhuhn.　

ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
編
著
『
ド
イ
ツ
昔メ

ル
ヒ
ェ
ン話
集
』Deutsches M

ärchenbuch 

（1853
） 
七
九
「
山
鶉
」D

as Rebhuhn 

参
照
。
邦
訳
。
鈴
木
滿
訳
・
注
・
解
題
／
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
編
著
『
ド
イ
ツ
昔メ

ル
ヒ
ェ
ン話

集
』（
一
八

五
七
）
試
訳
（
そ
の
六
）、「
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
」
第
四
十
二
巻
第
一
号
、
平
成
二
十
二
年
十
二
月
。

 

イ
ビ
ュ
コ
ス
の
鶴つ

る　
die K

raniche des Ibicus.　

紀
元
前
六
世
紀
の
ギ
リ
シ
ア
の
詩
人
イ
ビ
ュ
コ
ス
は
盗
賊
に
殺
さ
れ
た
が
、
そ
の
犯
行
が
鶴
に
よ
っ

て
明
ら
か
に
な
る
。
シ
ラ
ー
に
同
名
の
物バ

ラ
ー
デ

語
詩
（
一
七
九
七
）
が
あ
る
。
民
話
話
型
と
し
て
は
Ａ
Ｔ
Ｕ
九
六
〇
「
太
陽
は
全
て
を
明
る
み
に
出
す
」T

he 
Sun Brings A

ll to Light. 
で
あ
る
。
グ
リ
ム
で
は
Ｋ
Ｈ
Ｍ
一
一
五「
清
い
太
陽
が
明
る
み
に
出
す
」Die klare Sonne bringts an den T

ag. 

が
相
当
。

 

ブ
ロ
ア
ッ
カ
ー　

Broacker.　

ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
上
記
の
ご
と
く
綴
っ
て
い
る
が
、
現
デ
ン
マ
ー
ク
王
国
南
デ
ン
マ
ー
ク
地
域
の
町
ブ
ロ
エ
ー
ヤ

Broager 

の
こ
と
。

 

カ
イ
ト
ゥ
ー
ム　

K
eitum

.　

ズ
ュ
ル
ト
島
の
町
。

 

ホ
イ
ア
ー　

H
oyer.　

シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
北
部
の
町
。

 

マ
リ
ー
エ
ン
シ
ュ
テ
ー
デ　

M
arienstede. ,M

arienstäd

,

　

と
表
記
し
て
い
る
伝
説
も
あ
る
。
現
在
の
行
政
区
分
お
よ
び
名
称
は
未
詳
。

 

オ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク　

O
ldenburg.　

 

現
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
＝
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
州
東
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
郡
の
小
都
市
。

 

リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク　

Lübeck.　

 

現
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
＝
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
州
の
大
港
湾
都
市
。
バ
ル
ト
海
南
西
部
の
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
湾
に
臨
む
。

 

ア
ル
ト
マ
ル
ク　

A
ltm

ark.　

現
ザ
ク
セ
ン
＝
ア
ン
ハ
ル
ト
州
北
部
の
地
域
。

 

ラ
ッ
ツ
ェ
ブ
ル
ク　

Ratzeburg.　

現
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
＝
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
州
ヘ
ア
ツ
ォ
ー
ク
ト
ゥ
ー
ム
・
ラ
ウ
エ
ン
ブ
ル
ク
郡
の
郡
庁
所
在
地
。

現
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
＝
フ
ォ
ア
ポ
ン
メ
ル
ン
州
と
の
州
境
に
位
す
る
。

 

こ
の
名
の
司
教
の
一
族
の
一
人
で
あ
る　

Einer aus dem
 Geschlechte derer von Blücher Bischof.　

こ
の
伝
説
の
主
人
公
で
あ
る
ラ
ッ
ツ
ェ
ブ
ル

ク
の
司
教
は
こ
の
地
方
の
高
名
な
貴
族
ブ
リ
ュ
ー
ヒ
ャ
ー
一
族
の
出
身
ウ
ル
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ブ
リ
ュ
ー
ヒ
ャ
ーU

lrich von Blücher

（
一
二
一
四
─

八
四
）。
彼
以
後
に
も
二
人
、
ブ
リ
ュ
ー
ヒ
ャ
ー
家
の
血
統
で
あ
る
司
教
が
い
た
。

 

我
が
子
よ　

m
ein Sohn.　

カ
ト
リ
ッ
ク
の
上
位
聖
職
者
に
と
っ
て
同
宗
の
下
位
聖
職
者
は
「
息
子
」「
娘
」
で
あ
る
。

 

大
グ
ロ
ー
ス

ベ
ル
ケ
ン
テ
ィ
ン　

Groß-Berkenthin.　

底
本
で
は ,Groß-Berkentim

e , 

と
あ
る
が
、ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
の
誤
記
、あ
る
い
は
誤
植
。
現
シ
ュ
レ
ー

ス
ヴ
ィ
ヒ
＝
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
州
ヘ
ア
ツ
ォ
ー
ク
ト
ゥ
ー
ム
・
ラ
ウ
エ
ン
ブ
ル
ク
郡
の
町
ベ
ル
ケ
ン
テ
ィ
ン
と
そ
の
周
辺
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

）（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（
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該が
い

墓
掘
は
寺
域
内
に
て
失
踪
、
い
ず
こ
に
赴
け
る
や
そ
の
所
在
を
知
れ
る
者
無
か
り
き　

deeser K
ulengraver is de Gem

een w
egkom

m
en, unn 

kener het w
üst w

o he blöven is.　

原
文
は
上
記
の
通
り
。

 
聖
体
拝
領　

N
achtm

ahl.　

こ
の
場
合
司
祭
は
、
死
の
準
備
を
し
た
く
は
な
い
か
、
と
墓
掘
り
人
に
訊
ね
た
の
で
あ
る
。
Ｄ
Ｓ
Ｂ
一
九
一
注
参
照
。

 
テ
ィ
ル
・
オ
イ
レ
ン
シ
ュ
ピ
ー
ゲ
ル　

T
ill Eulenspiegel.　

十
四
世
紀
の
北
ド
イ
ツ
に
実
在
し
た
と
い
わ
れ
る
ト
リ
ッ
ク
ス
タ
ー
。彼
が
遍
歴
の
下
層
民
、

旅
職
人
、
道
化
と
し
て
行
っ
た
由
の
数
数
の
悪
戯
を
纏
め
た
形
の
民フ

ォ
ル
ク
ス
ブ
ー
フ

衆
本
『
デ
ィ
ル
・
ウ
ー
レ
ン
シ
ュ
ピ
ー
ゲ
ル
の
お
慰
み
読
み
物
』E

in kurtzw
eilig 

Lesen von D
il U

lenspiegel

は
一
五
一
〇
─
一
一
年
に
出
た
。
十
三
世
紀
中
葉
以
降
発
達
し
て
来
た
滑
稽
譚
を
素
材
の
一
部
と
し
て
用
い
て
い
る
か
も
知

れ
な
い
に
せ
よ
、
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
の
文
人
に
し
て
都
市
小
官
吏
ヘ
ル
マ
ン
（
な
い
し
ヘ
ル
メ
ン
）・
ボ
ー
テH

erm
ann 

（H
erm

en

） Bote 

（
一
四
五

〇
頃
─
一
五
二
〇
頃
）
が
著
者
と
目
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
民フ

ォ
ル
ク
ス
ブ
ー
フ

衆
本
で
は
主
人
公
が
一
三
〇
〇
年
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
市
近
郊
の
ク
ナ
イ
ト
リ
ン
ゲ
ン

K
neitlingn

（
現
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
州
ヴ
ォ
ル
フ
ェ
ン
ビ
ュ
ッ
テ
ル
郡
の
小
村
）
に
生
ま
れ
、
一
三
五
〇
年
メ
ル
ンM

ölln

市
（
現
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ

＝
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
州
ヘ
ア
ツ
ォ
ー
ク
ト
ゥ
ー
ム
・
ラ
ウ
エ
ン
ブ
ル
ク
郡
の
都
市
）
で
黒ペ

ス

ト
死
病
に
罹
患
し
て
死
ん
だ
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
現
在

前
者
に
は
オ
イ
レ
ン
シ
ュ
ピ
ー
ゲ
ル
の
石
像
が
立
ち
、
後
者
に
は
オ
イ
レ
ン
シ
ュ
ピ
ー
ゲ
ル
博
物
館
が
あ
る
。
民フ

ォ
ル
ク
ス
ブ
ー
フ

衆
本
の
邦
訳
と
し
て
は
阿
部
謹
也
訳

『
テ
ィ
ル
・
オ
イ
レ
ン
シ
ュ
ピ
ー
ゲ
ル
の
愉
快
な
い
た
ず
ら
』（
岩
波
文
庫
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
〇
）
な
ど
。
阿
部
訳
に
は
詳
し
い
訳
注
・
解
説
が
附
さ

れ
て
い
る
。

 

梟
オ
イ
レ
ン
シ
ュ
ピ
ー
ゲ
ル

の
鏡　

Eulenspiegel.　

長
い
こ
と
唯
一
の
現
存
版
と
さ
れ
て
い
た
一
五
一
五
年
刊
行
民フ

ォ
ル
ク
ス
ブ
ー
フ

衆
本
の
表
紙
の
絵
は
、
馬
に
乗
っ
た
テ
ィ
ル
が
右
手
に

梟Eule

を
、
左
手
に
鏡Spiegel

を
持
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
に
意
味
が
あ
る
か
ど
う
か
は
不
明
。「
尻ウ

ー
レ
シ
ュ
ペ
ー
ゲ
ル

を
拭
け
」
な
る
北
ド
イ
ツ
方
言
に
由
来
す
る
と

の
説
も
あ
る
。

 

メ
ル
ン　

M
öllen.　

ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
上
記
の
ご
と
く
綴
っ
て
い
る
が
、
綴
り
も
発
音
も
現
行
に
従
い
メ
ル
ンM

ölln

と
す
る
。
現
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ

ヒ
＝
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
州
ヘ
ア
ツ
ォ
ー
ク
ト
ゥ
ー
ム
・
ラ
ウ
エ
ン
ブ
ル
ク
郡
の
都
市
。

 

こ
の
墓
石
の
置
か
れ
し
は
紀
元
一
三
五
〇
年
、
／
下
に
埋
め
ら
れ
立
ち
た
る
は
テ
ィ
レ
・
オ
イ
レ
ン
シ
ュ
ピ
ー
ゲ
ル
。
／
な
べ
て
こ
の
地
を
過よ

ぎ
る
者
、

銘
記
せ
よ
、
か
つ
忘
る
る
な
、
／
我
の
こ
の
世
に
あ
り
し
こ
と
、
／
我
が
運
命
と
な
る
定
め
と
を
。　A

nno 1350 iß düsse Steen upgehafen, / 
T

ylle Eulenspiegel lehnent hirunter begraven, / M
erkt w

ol und denkt daran / A
ll de hier vor över gan, / W

at ick gew
est up 

Erden / M
öten m

y glieck w
erden.　

原
文
は
上
記
の
通
り
。

 

ボ
ル
ン
ホ
ル
ム　

Bornholm
.　

バ
ル
ト
海
に
浮
か
ぶ
デ
ン
マ
ー
ク
領
の
島
。
尤
も
デ
ン
マ
ー
ク
よ
り
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
近
い
。
リ
ュ
ー
ゲ
ン
島
の
北
東
八

〇
キ
ロ
。
現
在
の
人
口
四
万
余
。
牧
畜
・
酪
農
が
盛
ん
。

 

親マ
イ
ス
タ
ー方　

M
eister.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
一
九
八
注
参
照
。
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鋭
い
板 die scharfe D

iele. 

斧
や
両
手
持
ち
の
剣
に
よ
る
斬
首
の
他
に
、
一
種
の
木
製
断
頭
台
で
の
処
刑
も
中
世
後
期
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
英
国
で
行
わ
れ

た
よ
う
だ
。
こ
れ
は
二
本
の
支
柱
の
間
を
上
下
す
る
縁
が
鋭
角
の
一
枚
の
板
を
罪
人
の
頸
に
当
て
、
両
手
で
持
っ
た
棍
棒
で
刑
吏
が
板
に
一
撃
を
加
え
、

首
を
刎
ね
る
も
の
。
こ
れ
で
は
斬
首
に
さ
ほ
ど
有
効
だ
っ
た
と
は
思
え
な
い
が
、
や
が
て
些
か
改
良
さ
れ
て
板
に
鉄
の
刃
が
付
け
ら
れ
た
由
。
こ
れ
が
フ

ラ
ン
ス
大
革
命
期
に
復
活
し
て
、
重
く
鋭
利
な
鋼
鉄
の
刃
を
落
下
さ
せ
る
俗
称
ギ
ョ
テ
ィ
ー
ヌ
（
＝
ギ
ロ
チ
ン
）
と
呼
ば
れ
る
処
刑
機
と
な
る
。

 

ラ
イ
ン
・
グ
ル
デ
ン
金
貨
を
一
枚
か
ら
二
枚　

einen bis zw
ei rheinische Gulden.　

「
ラ
イ
ン
・
グ
ル
デ
ン
金
貨
」der rheinische Goldgulden

は

十
四
世
紀
半
ば
以
降
ト
リ
ー
ア
、
ケ
ル
ン
、
マ
イ
ン
ツ
で
鋳
造
が
開
始
さ
れ
た
金
貨
。
良
質
で
三
グ
ラ
ム
余
の
金
を
含
有
。
一
三
八
六
年
ラ
イ
ン
の
四
人

の
選
帝
侯
（
前
記
三
都
市
の
大
司
教
選
帝
侯
と
プ
フ
ァ
ル
ツ
選
帝
侯
）
が
ラ
イ
ン
鋳
貨
連
合
を
結
成
、
こ
れ
は
十
六
世
紀
中
葉
ま
で
存
続
。
連
合
の
刻
印
し

た
貨
幣
は
ラ
イ
ン
沿
岸
で
広
く
使
用
さ
れ
る
通
貨
だ
っ
た
。

 

認
定
試
験　

Probestück.　

本
来
は
「
認
定
作
品
」
と
訳
し
た
い
と
こ
ろ
。
手
工
業
の
親マ

イ
ス
タ
ー方
志
願
者
は
、
靴
職
人
な
ら
頑
丈
な
乗
馬
用
長
靴
、
金
細
工
職

人
な
ら
精
巧
な
黄
金
指
環
、
仕
立
て
職
人
な
ら
立
派
な
上
衣
と
い
っ
た
具
合
に
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
稼
業
の
優
れ
た
制
作
物
を
同
業
組
合
に
提
出
す
る
。
こ

れ
が
親マ

イ
ス
タ
ー方
認
定
作
品
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
物
語
の
場
合
は
作
品
で
は
な
く
無
形
の
伎
倆
を
示
し
て
の
試
験
。
グ
リ
ム
兄
弟
編
著
Ｋ
Ｈ
Ｍ
九
二
「
泥
棒

の
名
人
（
＝
泥
棒
の
親マ

イ
ス
タ
ー方
）」D

er M
eisterdieb

、
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
編
著
『
ド
イ
ツ
昔メ

ル
ヒ
ェ
ン話
集
』
四
「
泥
棒
の
親
方
の
認
定
試
験
」D

ie Probestücke 
des M

eisterdiebs 〈
邦
訳
。
鈴
木
滿
訳
・
注
・
解
題
／
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
編
著
『
ド
イ
ツ
昔メ

ル
ヒ
ェ
ン話
集
』（
一
八
五
七
）
試
訳
（
そ
の
六
）、

「
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
」
第
四
十
二
巻
第
二
号
、
平
成
二
十
二
年
十
二
月
〉
で
は
や
は
り
、
主
人
公
（
こ
ち
ら
は
泥
棒
）
が
そ
の
伎
倆
を
発
揮
し
て
、

泥
棒
と
し
て
超
一
流
の
親マ

イ
ス
タ
ー方
に
相
応
し
い
こ
と
を
実
証
す
る
。

 

司コ

ー

ル

ヘ

ア

教
座
聖
堂
卿　

Chorherr.　

,K
anoniker , 

と
も ,D

om
herr , 

と
も
。
通
常
「
司
教
座
聖
堂
参
事
」
と
邦
訳
さ
れ
る
。
司
教
座
聖
堂
の
成
員
。
詳
し
く

は
Ｄ
Ｓ
Ｂ
三
四
注
参
照
。

 

棍
棒　

eine K
eule.　

ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
が
依
拠
し
た
か
も
知
れ
な
い
、
と
類
推
さ
れ
る
下
記
の
物
語
に
は
こ
の
こ
と
は
な
い
。
叩
く
こ
と
の
象
徴
で
は

あ
ろ
う
が
…
…
…
。
エ
ル
ン
ス
ト
・
デ
ー
ケ
『
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
の
物
語
と
伝
説
』Ernst D

eecke: Lübische G
eschichten und Sagen. 1852. 

所
収
一

〇
〇
「
ハ
ブ
ン
ド
ゥ
ス
」H

abundus

。

 

轟ト
ド
ロ

と
打
チ
テ
我
報シ

ラ

セ
ン
／
死
出
ノ
旅
路
ニ
赴
ク
者
ラ
ニ
。　Pulsibus in duris / do signum

 m
orituris.　

ラ
テ
ン
語
。

 

カ
ル
タ
ウ
ネ
砲　

K
arthaune.　

十
五
─
十
七
世
紀
の
重
砲
。
短
砲
身
大
口
径
。

 

聖
堂
の
丸
天
井
の
全
長
に
亘わ

た

っ
て　

über dem
 Gew

ölbe der ganzen K
irche der Länge nach.　

司ド

ー

ム

ヘ

ア

教
座
聖
堂
参
事
は
聖
堂
内
陣
の
背
後
に
埋
葬

さ
れ
た
の
で
、
墓
の
中
で
大
音
響
が
す
れ
ば
、
こ
う
い
う
事
態
も
あ
り
得
た
で
あ
ろ
う
。

 

ラ
ウ
ア
ー
ホ
ル
ツ
の
森　

Lauerholz.　

リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
市
最
大
の
森
林
地
で
、
現
在
で
も
九
六
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
面
積
を
持
つ
。
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聖
ザ
ン
ク
ト

ヤ
ー
コ
プ
教
会　

St. Jakobskirche.　

一
三
三
四
年
海
員
と
漁
師
の
教
会
と
し
て
奉
献
さ
れ
た
。
現
在
は
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
旧
市
街
に
あ
る
五
つ
の
ル

タ
ー
派
新
教
主
教
会
の
一
つ
。「
聖

ザ
ン
ク
ト

ヤ
ー
コ
ビ
」St. Jakobi

。

 
旗
を
一い

ち
り
ゅ
う旒　

eine Fahne.　

こ
れ
だ
け
で
は
分
か
ら
な
い
が
、
キ
リ
ス
ト
な
い
し
聖
者
ヤ
ー
コ
プ
（
大
）
と
い
っ
た
聖
像
を
描
い
た
教
会
旗
で
あ
ろ
う
。

信
仰
の
象
徴
と
し
て
女
子
軍
が
賢
明
に
も
教
会
か
ら
持
ち
出
し
て
旗
印
と
し
、
こ
れ
を
靡
か
せ
て
異
教
徒
軍
と
交
戦
中
の
市
民
（
自
ら
の
夫
、
兄
弟
等
等
）

軍
を
励
ま
し
た
、
と
思
わ
れ
る
。

 

シ
ュ
テ
ュ
ル
ツ
ェ
ベ
ッ
ヒ
ャ
ー　

Stürzebecher.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
一
九
八
参
照
。

 

ラ
ッ
ツ
ェ
ブ
ル
ク　

Ratzeburg.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
二
〇
三
注
参
照
。

 

頭
蓋
学　

Schädellehre.　

骨
相
学Phrenologie 

と
も
。
ド
イ
ツ
の
医
師
に
し
て
解
剖
学
者
フ
ラ
ン
ツ
・
ヨ
ー
ゼ
フ
・
ガ
ルFranz Joseph Gall 

（
一

七
五
八
─
一
八
二
八
）
は
夥
し
い
人
間
の
頭
蓋
骨
（
大
部
分
は
精
神
病
者
と
犯
罪
者
）
を
集
め
、
比
較
研
究
し
、
頭
蓋
学
＝
骨
相
学
を
創
始
し
た
。
人
相
・

観
相
に
も
数
数
の
権
威
あ
る
業
績
を
寄
与
。
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
の
脳
裡
に
は
こ
の
人
の
こ
と
が
あ
る
。

 

踊
れ
や
、
踊
れ
、
愛い

と

し
の
倅せ

が
れ

ら
、
／　

踊
っ
て
鳴
れ
や
、
パ
ー
ペ
親お

や
じ父
に
。　So danzet, so danzet, m

in levesten Söne, / D
at D

anzen, dat m
aket 

ju V
ater Pape D

öne.　

後
半
の
訳
に
は
自
信
が
な
い
。
ど
な
た
か
ご
高
教
を
。

 

ヴ
ィ
ス
マ
ー
ル　

W
ism

ar.　

現
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
＝
フ
ォ
ア
ポ
ン
メ
ル
ン
州
ノ
ル
ト
ヴ
ェ
ス
ト
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
郡
の
郡
庁
所
在
地
。
バ
ル
ト
海
に
面
す

る
港
湾
都
市
。
か
つ
て
は
ハ
ン
ザ
同
盟
都
市
と
し
て
繁
栄
し
た
。
都
市
の
創
設
は
お
そ
ら
く
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
の
領
主H

err zu M
eklenburg

ハ
イ
ン

リ
ヒ
・
ボ
ル
ヴ
ィ
ン
一
世
侯
に
よ
る
も
の
で
、
一
二
二
六
年
と
見
積
も
ら
れ
る
。

 

メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク　

M
eklenburg.　

メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
村D

orf M
eklenburg

。
現
在
の
人
口
は
三
千
に
満
た
な
い
。
こ
の
地
方
の
ス
ラ
ヴ
人
（
ヴ
ェ

ン
ド
人
）
の
首
長
オ
ボ
ド
リ
ー
ト
家
の
流
れ
を
汲
む
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
一
門
発
祥
の
地
。
こ
の
一
門
は
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
に
あ
っ
て
帝
国
直
属
の
メ
ク
レ

ン
ブ
ル
ク
公
家
（
一
三
四
八
年
以
降
）
と
な
り
、
一
八
一
五
年
以
降
は
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
大
公
に
昇
格
し
た
。

 

ヴ
ェ
ン
ド
人
の
城じ

ょ
う
さ
い塞　

W
endenburg.　

「
ヴ
ェ
ン
ド
人
」W

ende 

と
は
ゲ
ル
マ
ン
人
の
居
住
地
近
傍
な
い
し
居
住
地
内
の
ス
ラ
ヴ
人
を
指
す
ゲ
ル
マ
ン

語
（
後
ド
イ
ツ
語
）。

 

メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
公
ア
ル
バ
ー
ト　

H
erzog A

lbert von M
ecklenburg.　

該
当
者
な
し
。
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
の
領
主
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
一
世A

lbrecht 
I.

（
在
位
一
二
六
四
─
六
五
）
の
誤
記
か
。
し
か
し
こ
の
頃
は
ま
だ
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
直
属
身
分
を
認
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
公
爵
で
は
な
い
。

 

か
の
黒
の
グ
レ
ー
ト　

die schw
arze Greth.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
一
八
五
参
照
。

 

男
性
同
様
封
土
を
保
有
し
て
も
よ
い
、
と
の
権
利
を
賦ふ

よ与
し
た　

das Recht verliehen, Lehengüter besitzen zu dürfen gelich den M
ännern. 

こ
れ
は
女に

ょ
に
ん人
采さ

い
ゆ
う邑W

eiberlehen

を
認
め
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
女
人
采
邑
は
十
二
世
紀
以
降
事
例
が
指
摘
さ
れ
、
そ
の
後
更
に
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
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な
っ
た
、
婦
人
に
与
え
ら
れ
る
封
土
を
指
す
。
た
だ
し
、
常
に
原
則
か
ら
の
逸
脱
と
考
え
ら
れ
た
。
Ｄ
Ｓ
Ｂ
一
三
五
注
参
照
。

 
ヨ
ハ
ネ
ス
侯　

Fürst Johannes.　

メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
の
領
主
ヨ
ー
ハ
ン
一
世Johann I.

（
在
位
一
二
二
七
─
六
四
）。
神
学
者der T

heologe 

と
綽
名

さ
れ
た
。
ヴ
ィ
ス
マ
ー
ル
を
創
設
し
た
と
思
わ
れ
る
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ボ
ル
ヴ
ィ
ン
一
世
の
孫
。

 

ハ
イ
ン
リ
ヒ　

H
einrich.　

メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
の
領
主
ハ
イ
ン
リ
ヒ
一
世H

einriich I.

（
在
位
一
二
六
四
─
七
一
／
一
二
九
八
─
一
三
〇
二
）。
巡
礼
者

der Pilger （
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は ,der Pilgrim

, 

と
雅
語
を
用
い
て
い
る
）
と
綽
名
さ
れ
た
。

 

ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
辺マ

ル
ク
グ
ラ
ー
フ

境
伯
オ
ッ
ト
ー　

O
tto, M

arkgraf von Brandenburg.　

第
二
代
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
辺マ

ル
ク
グ
ラ
ー
フ

境
伯
オ
ッ
ト
ー
一
世
（
在
位
一
一
七

〇
─
八
四
）。
こ
の
物
語
に
登
場
す
る
に
は
時
間
的
食
い
違
い
が
あ
る
。

 

聖
者
フ
ラ
ン
シ
ス
コ　

der heilige Franziscus.　

イ
タ
リ
ア
の
聖
人
ア
ッ
シ
ジ
の
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コFrancesco d ,A

ssisi （
一
一
八
二
─
一
二
二
六
）。

 

ガ
ー
デ
ブ
ッ
シ
ュ　

Gadebusch.　

現
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
＝
フ
ォ
ア
ポ
ン
メ
ル
ン
州
ノ
ル
ト
ヴ
ェ
ス
ト
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
郡
の
町
。

 

聖
者
パ
ド
ヴ
ァ
の
ア
ン
ト
ニ
ウ
ス　

der heilige A
ntonius von Padua.　

元
来
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
。
リ
ス
ボ
ン
生
ま
れ
な
の
で
し
ば
し
ば
リ
ス
ボ
ン
の

ア
ン
ト
ニ
ウ
ス
と
も
。
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
派
の
修
道
士
・
神
学
者
・
説
教
師
（
一
一
九
五
─
一
二
三
一
）。
イ
タ
リ
ア
の
パ
ド
ヴ
ァPadova

近
郊
の
ア
チ
ェ

ラ
に
死
す
。
パ
ド
ヴ
ァ
に
は
彼
の
聖
遺
物
を
奉
安
し
た
サ
ン
タ
ン
ト
ニ
オ
・
ダ
・
パ
ド
ヴ
ァ
聖パ

シ
リ
カ堂Basilica di Sant ,A

ntonio da Padova

が
あ
り
、
参

詣
者
が
極
め
て
多
い
。

 

ヴ
ィ
ス
マ
ー
ル
な
る
ママ

リ
ー
エ
ン
キ
ル
ヒ
ェ

リ
ア
教
会
の
洗
礼
盤
の
周
り
は
鉄
格
子
で
囲
ま
れ
て
い
る
…
…
ど
こ
で
終
わ
っ
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い　

In der M
arienkirche 

zu W
ism

ar ...... Ende zu finden.　

こ
の
冒
頭
部
分
の
み
Ｄ
Ｓ
一
九
五
に
同
じ
。

 

終
身
禁き

ん
こ錮
に
減
刑
さ
れ
た　

zu lebenslänglichem
 Gefängniß begnadigt.　

聖
職
者
だ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

 

英
国
汗
病　

der englische Schw
eiß.　

英
語 ,Sw

eating sickness , 

。
粟ぞ

く
り
ゅ
う粒

熱
。
一
四
八
五
年
、
一
五
〇
七
年
、
一
五
一
七
年
と
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で

大
発
生
、
一
五
二
八
年
四
回
目
の
大
発
生
で
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
留
ま
ら
ず
大
陸
に
及
び
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
で
流
行
し
た
の
を
先
駈
け
に
、
ス
イ
ス
、
北
欧
、

次
い
で
東
欧
・
ロ
シ
ア
に
飛
び
火
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
と
イ
タ
リ
ア
は
免
れ
た
。
短
期
間
の
流
行
で
通
例
二
週
間
以
上
長
引
く
こ
と
は
な
か
っ
た
。
五
回
目

は
一
五
五
一
年
で
、こ
れ
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
み
。
以
後
発
生
し
た
こ
と
は
な
い
由
。
症
状
は
非
常
に
急
速
に
進
行
、寒
気
、眩
暈
、頭
痛
と
と
も
に
頸
、肩
、

四
肢
の
激
痛
が
続
き
、
悪
寒
（
三
十
分
か
ら
三
時
間
）
の
後
に
発
熱
・
発
汗
、
最
後
に
全
身
が
消
耗
、
意
識
不
明
と
な
り
、
死
に
至
る
。
皮
膚
の
発
疹
は

な
い
。
感
染
源
は
い
ま
だ
に
不
明
で
あ
る
と
か
。

 

ロ
ス
ト
ッ
ク　

Rostock.　

現
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
＝
フ
ォ
ア
ポ
ン
メ
ル
ン
州
の
バ
ル
ト
海
に
面
す
る
大
港
湾
都
市
。
か
つ
て
の
有
力
な
ハ
ン
ザ
同
盟
都
市
。

 

グ
ラ
イ
フ
ス
ヴ
ァ
ル
ト　

Greifsw
ald.　

現
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
＝
フ
ォ
ア
ポ
ン
メ
ル
ン
州
の
バ
ル
ト
海
に
面
す
る
港
湾
都
市
。
か
つ
て
ハ
ン
ザ
同
盟
都
市

と
し
て
繁
栄
し
た
。
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シ
ュ
テ
ッ
テ
ィ
ン　

Stettin.　

現
ポ
ー
ラ
ン
ド
北
西
部
、
ド
イ
ツ
と
の
国
境
に
位
置
す
る
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
シ
ュ
チ
ェ
チ
ンSzczecin

。
ポ
ー
ラ
ン
ド
で

は
グ
ダ
ニ
ス
ク
（
ダ
ン
ツ
ィ
ヒ
）
に
次
い
で
大
き
な
バ
ル
ト
海
に
面
す
る
港
湾
都
市
。

 
ヴ
ァ
ラ
ス　

V
arus.　

ド
イ
ツ
語
発
音
な
ら
フ
ァ
ル
ス
あ
る
い
は
ヴ
ァ
ル
ス
が
近
似
値
で
あ
ろ
う
が
、
英
国
人
で
あ
っ
て
み
れ
ば
こ
ん
な
と
こ
ろ
か
。
ラ

テ
ン
語
な
ら
ウ
ァ
ル
ス
。

 

信
仰
ゆ
え
に　

seines Glaubens halber.　

博
士
は
新
教
徒
（
多
分
ル
タ
ー
派
）
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
英
国
王
ヘ
ン
リ
ー
八
世
（
在
位
一
五
〇
九
─
四
七
）

治
下
の
英
国
に
お
け
る
こ
う
し
た
改
革
教
会
派
の
地
位
は
振
幅
が
極
め
て
大
き
か
っ
た
。

 

大だ
い
お
う黄　

Rhabarbar.　

蓼
目
蓼
科
大
黄
属
。
こ
の
属
の
一
部
の
根
茎
に
は
消
炎
・
止
血
・
緩
下
作
用
が
あ
る
。
瀉
下
剤
と
し
て
便
秘
薬
に
配
合
さ
れ
る
。

 

ポ
ン
メ
ル
ン
の
一ひ

と
す
す啜
り　

Pom
m

erscher Schlurf.　

ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
一
流
の
冗
談
で
あ
ろ
う
。
な
に
し
ろ
こ
れ
は
飲
み
物
の
名
で
は
な
い
。「
へ
べ
れ

け
に
な
る
ま
で
の
痛
飲
」
ほ
ど
の
意
の
言
い
回
し
な
の
で
。
か
つ
て
ポ
ン
メ
ル
ン
で
は
宴
会
参
加
者
が
し
ば
し
ば
遂
に
は
テ
ー
ブ
ル
の
下
に
倒
れ
、
家
ま

で
運
ん
で
も
ら
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
か
。

 

ララ

ッ

ツ

ェ

ブ

ル

ガ

ー

・

ッ
ツ
ェ
ブ
ル
ク
産
ロ
ン
メ
ル
ド
イ
ス
麦ビ

ー
ル酒　

Ratzeburger Rom
m

eldaus.　

ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
上
記
の
よ
う
に
綴
っ
て
い
る
が ,Rom

m
eldeus , 

の

誤
記
あ
る
い
は
誤
植
な
の
で
、
片
仮
名
表
記
は
こ
れ
に
従
っ
た
。
ラ
ッ
ツ
ェ
ブ
ル
ク
（
Ｄ
Ｓ
Ｂ
二
〇
三
注
参
照
）
特
産
の
軽
い
、
甘
味
の
あ
る
ビ
ー
ル
。

少
な
く
と
も
中
世
後
期
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
醸
造
さ
れ
て
い
る
。
中
世
に
お
い
て
は
専
ら
ハ
ン
ブ
ル
ク
、
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
、
お
よ
び
バ
ル
ト
海
沿
岸
諸

地
方
に
輸
出
さ
れ
た
。

 

弱コ
ー
フ
ェ
ン
ト

麦
酒　

K
ovent.　

「
デ
ュ
ン
ビ
ー
ア
」D

ünnbier 

（
薄
い
ビ
ー
ル
）
の
方
言
。
通
常
の
強
ビ
ー
ル
（
濃
い
ビ
ー
ルD

ickbier

）
を
醸
造
し
た
使
用
済
み

の
残
り
汁
に
水
を
加
え
、
再
び
加
熱
し
て
作
っ
た
。
ア
ル
コ
ー
ル
度
は
低
い
（
二
％
以
下
）
し
、
旨
く
も
な
ん
と
も
な
い
が
、
生
水
が
し
ば
し
ば
疫
病
の

原
因
と
な
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
近
世
で
は
安
全
な
飲
料
と
し
て
水
代
わ
り
で
、
子
ど
も
に
も
与
え
ら
れ
た
し
、
朝
食
の
際
に
も
飲
ま
れ
た
。
修
道
院
、
船

舶
（
軍
民
双
方
）
で
の
飲
料
と
し
て
も
一
般
的
。
英
語
「
ス
モ
ー
ル
・
ビ
ー
ア
」sm

all beer （
弱
ビ
ー
ル
）。

 

瑠ボ

リ

ジ

璃
萵
苣　

Borretsch.　

紫
科
瑠る

り璃
萵ち

し
ゃ苣

属
。
地
中
海
沿
岸
を
原
産
地
と
す
る
一
年
生
香
草
。
発
汗
・
利
尿
・
鎮
静
作
用
が
あ
る
。
ま
た
花
を
含
む
全
体

を
野
菜
と
し
て
も
食
べ
る
。

 

アア

イ

ン

ベ

ッ

カ

ー

イ
ン
ベ
ッ
ク
麦
酒　

Einbeckisch.　

現
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
州
ノ
ル
ト
ハ
イ
ム
郡
の
都
市
ア
イ
ン
ベ
ッ
ク
で
醸
造
さ
れ
た
ビ
ー
ル ,Einbecker Bier , 

の
こ
と
。
ボ
ッ
ク
ビ
ー
アBockbier （
強
い
黒
ビ
ー
ル
）で
あ
る
。
一
三
七
八
年
来
こ
の
名
は
知
ら
れ
て
い
る
。
ア
イ
ン
ベ
ッ
ク
が
ハ
ン
ザ
同
盟
都
市
だ
っ

た
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
特
産
の
上
質
ビ
ー
ル
の
版
図
は
極
め
て
広
く
、
ア
ン
ト
ウ
ェ
ル
ペ
ン
か
ら
リ
ガ
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
か
ら
ミ
ュ
ン
ヒ
ェ
ン
に
ま
で

及
ん
だ
。
一
五
二
八
年
ヴ
ォ
ル
ム
ス
の
帝
国
議
会
に
出
席
し
て
い
た
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ル
タ
ー
は
、
こ
の
ビ
ー
ル
を
貰
っ
て
「
知
ら
れ
る
限
り
最
上
の
飲
み

物
の
名
、
こ
れ
ぞ
ア
イ
ン
ベ
ッ
ク
麦ビ

ー
ル酒
」„D

er beste T
rank, den einer kennt, der w

ird Einbecker Bier genennt. ,, 

と
言
っ
た
と
か
。
六
百
年

）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（
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以
上
の
伝
統
を
誇
る
こ
の
ビ
ー
ル
は
今
日
な
お
有
名
で
あ
る
。

 
ギ
ュ
ス
ト
ロ
ー　

Güstrow
.　

現
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
＝
フ
ォ
ア
ポ
ン
メ
ル
ン
州
ロ
ス
ト
ッ
ク
郡
の
都
市
。

 
エ
ル
デ
河
畔
の
パ
ル
ヒ
ム　

Parchim
 an der Elde.　

エ
ル
デ
は
二
〇
八
キ
ロ
で
現
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
＝
フ
ォ
ア
ポ
ン
メ
ル
ン
州
最
長
の
河
川
。
パ
ル
ヒ

ム
は
同
州
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
ス
ル
ス
ト
＝
パ
ル
ヒ
ム
郡
の
都
市
。

 

ス
ラ
ー
テ Slate.　

パ
ル
ヒ
ム
南
方
の
村
。
ス
ラ
ー
テ
沼モ

ー

ル
沢
地Slate-M
oor 

な
る
湿
地
帯
に
あ
る
。

 

ケ
ッ
シ
ン　

K
essin.　

現
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
＝
フ
ォ
ア
ポ
ン
メ
ル
ン
州
ロ
ス
ト
ッ
ク
郡
ド
ゥ
ン
マ
ー
ス
ド
ル
フD

um
m

ersdorf 

の
東
の
部
分
。

 

聖プ
フ
ィ
ン
グ
ス
テ
ン

霊
降
臨
祭　

Pfingsten.　

復オ
ー
ス
テ
ル
ン

活
祭
か
ら
五
十
日
後
の
祝
日
。
五
月
初
め
か
ら
六
月
上
旬
の
日
曜
日
。
ド
イ
ツ
語
圏
で
は
陽
光
燦
燦
、
風
も
爽
や
か
、
夜

も
快
適
だ
し
、
瑞
瑞
し
い
野
菜
類
も
出
回
る
。

 

借パ

ハ

タ

ー

地
契
約
人　

 Pachter.　

王
侯
、
高
位
の
貴
族
、
大
修
道
院
の
よ
う
な
大
領
主
か
ら
土
地
の
賃
貸
契
約
を
し
て
い
る
農
民
。
普
通
「
小
作
人
」
と
邦
訳

さ
れ
る
が
、日
本
の
か
つ
て
の
小
作
農
の
よ
う
に
経
済
的
貧
困
と
結
び
付
け
ら
れ
る
階
層
で
は
な
い
。
英
国
の
「
テ
ナ
ン
ト
」tenant

に
当
た
る
。
因
み
に
、

荘
園
領
主
の
家
臣
と
し
て
荘
園
管
理
に
当
た
る
者
は
「
マ
イ
ア
ー
」M

eier （「
荘
官
」「
庄
司
」）
で
あ
り
、そ
れ
が
差
配
す
る
農
園
が
「
マ
イ
ア
ー
ホ
ー
フ
」

M
eierhof

で
、
こ
れ
が
「
荘
園
」
に
相
当
す
る
。

 

マ
ン
モ
ン
神　

Gott M
am

m
on.　

マ
ン
モ
ン
は
「
不
正
な
利
得
」「
不
道
徳
な
手
法
で
獲
た
富
」
の
こ
と
。
元
来
は
イ
エ
ス
の
使
用
し
た
言
語
＝
ア
ラ
メ

ア
語
で
「
マ
モ
ナ
」m

am
ona 

（
財
産
）
だ
が
、
こ
れ
が
ウ
ル
ガ
タ
聖
書
（
ラ
テ
ン
語
訳
聖
書
）
で,m

am
m

ona , 

と
な
り
、
ル
タ
ー
は
そ
の
ド
イ
ツ
語
訳

聖
書
で
ド
イ
ツ
語
の
訳
語
を
当
て
る
こ
と
な
く
そ
の
ま
ま ,M

am
m

on

, 

と
し
、„Ihr könnt nicht Gott dienen und dem

 M
am

m
on. ,, 

と
し
た
。
す

な
わ
ち
「
汝な

ん
じ

ら
神
と
マ
ン
モ
ン
と
に
兼か

ね

事つ
か

ふ
る
こ
と
能
は
ず
」（
マ
タ
イ
伝
七
章
二
十
四
節
）
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、ド
イ
ツ
語
圏
の
、引
い
て
は
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
民
間
信
仰
と
文
学
に
お
い
て
マ
ン
モ
ン
は
人
格
化
さ
れ
た
富
、
人
間
を
貪
欲
に
誘
う
魔
神
と
な
っ
た
。

 

片
方
は
禿は

げ
わ
し鷲
の
、
も
う
片
方
は
馬
の
脚　

einen Geierfuß und einen Pferdefuß.　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
民
間
信
仰
で
は
し
ば
し
ば
悪
魔
の
脚
は
片
方
が
馬

の
そ
れ
と
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
更
に
貪
欲
の
象
徴
で
あ
る
禿
鷲
の
属
性
が
加
わ
っ
た
し
だ
い
。

 

穀こ
く
が蛾　

K
ornw

urm
. ,K

ornm
otte ,

　

の
こ
と
。
鱗
翅
目
ヒ
ロ
ズ
コ
ガ
科
の
蛾
。
開
張
約
一
セ
ン
チ
。
幼
虫
は
貯
蔵
さ
れ
た
穀
物
を
食
う
。

 

ド
ー
ベ
ラ
ン　

D
obberan.　

ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
上
記
の
ご
と
く
綴
っ
て
い
る
が
、
現
在
の
バ
ー
ト
・
ド
ー
ベ
ラ
ンBad D

oberan 

の
こ
と
。
片
仮
名

表
記
は
こ
れ
に
従
っ
た
。
現
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
＝
フ
ォ
ア
ポ
ン
メ
ル
ン
州
ロ
ス
ト
ッ
ク
郡
の
町
。

 

海ク
ラ
ー
ケ
ン魔　

K
raken.　

北
欧
の
海
に
出
現
す
る
、
と
中
世
か
ら
近
世
に
掛
け
て
信
じ
ら
れ
た
巨
大
な
怪
物
。
絵
画
で
は
烏
賊
や
蛸
の
ご
と
き
頭
足
類
の
姿
で
描

か
れ
て
い
る
。

 

大
学
都
市　

U
niversitätsstadt.　

ロ
ス
ト
ッ
ク
大
学
は
ド
イ
ツ
で
三
番
目
に
古
く
、
バ
ル
ト
海
地
域
で
は
嚆
矢
で
あ
る
。
一
四
一
九
年
メ
ク
レ
ン
ブ
ル

）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（
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ク
公
夫
妻
と
ロ
ス
ト
ッ
ク
市
参
事
会
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
。
十
五
世
紀
に
は
特
に
ホ
ラ
ン
ト
、
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
、
バ
ル
ト
海
諸
地
域
か
ら
の
四

百
─
五
百
の
学
生
が
学
び
、
ド
イ
ツ
最
大
の
大
学
の
一
つ
だ
っ
た
。
し
か
し
十
五
世
紀
も
四
分
の
三
ほ
ど
過
ぎ
る
と
本
拠
が
グ
ラ
イ
フ
ス
ヴ
ァ
ル
ト
、
次

い
で
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
に
移
さ
れ
る
な
ど
の
こ
と
が
あ
り
、
三
十
年
戦
争
時
代
に
は
土
地
の
人
間
の
た
め
だ
け
の
高
等
教
育
機
関
に
縮
小
さ
れ
た
。
多
難
な

時
代
が
続
い
た
よ
う
で
あ
る
。
現
在
は
一
万
五
千
も
の
学
生
を
擁
し
て
い
る
。

 

貨
幣
鋳
造
権
の
あ
る
都
市　

M
ünzstadt.　

都
市
の
諸
特
権
と
貨
幣
鋳
造
権
に
つ
い
て
は
未
詳
。
ロ
ス
ト
ッ
ク
の
そ
れ
に
つ
い
て
は
ご
高
教
を
俟
つ
。

 

ママ
リ
ー
エ
ン
キ
ル
ヒ
ェ

リ
ア
教
会　

M
arienkirche.　

ロ
ス
ト
ッ
ク
の
主
教
会
で
あ
り
、
北
ド
イ
ツ
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
煉
瓦
建
築
の
傑
作
。
今
日
の
三
身
廊
の
バ
ジ
リ
カ
大
聖
堂

の
建
築
は
一
二
九
〇
年
頃
開
始
さ
れ
、
十
五
世
紀
半
ば
に
終
了
し
た
。

 

宮ミ

ン

ネ

ゼ

ン

ガ

ー

廷
恋
愛
詩
人
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
女フ

ラ
ウ
エ
ン
ロ
ー
プ

人
讃
美
の
マ
イ
ン
ツ
に
お
け
る
葬
礼
に
纏ま

つ

わ
る
伝
説　

Sage von des M
innesängers H

einrich Frauenlobs Begängniß 
zu M

ainz.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
六
五
参
照
。

 

ウ
ル
ブ
ス
・
ロ
ザ
ル
ム　

urbs rosarum
.　

ラ
テ
ン
語
。

 

グ
ラ
イ
フ
ス
ヴ
ァ
ル
ト　

Greifsw
ald.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
二
一
六
注
参
照
。

 

聖
者
ニ
コ
ラ
ウ
ス　

der heilige N
icolaus.　

四
世
紀
前
半
東
ロ
ー
マ
帝
国
領
小
ア
ジ
ア
の
ミ
ュ
ラ
の
司
教
。
祝
日
は
十
二
月
六
日
。
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス

と
し
て
日
本
で
も
親
し
ま
れ
て
い
る
。

 

教
会
か
ら
盗
み
を
働
い
た　

K
irchenräuber.　

「
教
会
か
ら
の
盗
賊
」。
中
世
に
は
神
聖
冒
瀆
と
し
て
極
刑
に
処
さ
れ
た
。
生
き
な
が
ら
皮
を
剥
が
れ
た
こ

と
も
あ
る
よ
う
だ
。

 

ウ
ー
ゼ
ド
ム
島　

Insel U
sedom

.　

バ
ル
ト
海
の
島
。
一
九
四
五
年
以
降
西
側
が
ド
イ
ツ
領
（
現
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
＝
フ
ォ
ア
ポ
ン
メ
ル
ン
州
フ
ォ
ア
ポ

ン
メ
ル
ン
郡
）、
東
側
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
領
（
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
ウ
ー
ズ
ナ
ム
）。
狭
い
シ
フ
ィ
ナŚw

ina

海
峡
を
隔
て
て
ヴ
ォ
リ
ン
島
が
あ
る
。

 

ヴ
ィ
ネ
タ　

V
ineta.　

し
ば
し
ば ,W

ineta , 

と
も
綴
ら
れ
る
の
で
、
片
仮
名
表
記
は
「
フ
ィ
ネ
タ
」
で
は
な
く
「
ヴ
ィ
ネ
タ
」
と
し
た
。
こ
の
物
語
で
分

か
る
よ
う
に
バ
ル
ト
海
南
岸
に
あ
っ
た
、
と
言
わ
れ
る
伝
説
的
都
市
。
伝
説
の
核
は
ユ
ム
ネJum

ne

、
ヨ
ー
ム
ス
ブ
ル
クJom

sburg

、
ユ
ー
リ
ンJulin 

な
ど
の
名
で
も
知
ら
れ
る
中
世
盛
期
の
町
に
関
わ
る
言
い
伝
え
に
遡
及
す
る
。

 

「
ヴ
ァ
ー
フ
ェ
ル
ン
」　w

afeln.　
『
グ
リ
ム
ド
イ
ツ
語
辞
典
』Grim

m
: D

eutsches W
örterbuch

に
よ
れ
ば
、
リ
ュ
ー
ゲ
ン
島
の
言
葉
で
、
一
七
九
四
年

初
め
て
言
及
さ
れ
た
由
。
そ
の
死
が
迫
っ
て
い
る
人
間
、そ
の
破
滅
が
近
い
物
と
同
じ
姿
が
あ
ら
か
じ
め
幽
霊
の
よ
う
に
現
れ
る
こ
と
。
Ｄ
Ｓ
二
八
一
参
照
．

 

ポ
ン
メ
ル
ラ
ン
ト　

Pom
m

erland.　

ド
イ
ツ
語
「
ポ
ン
メ
ル
ン
」Pom

m
ern

、
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
「
ポ
モ
ー
ジ
ェ
」Pom

orze 

の
こ
と
。
現
ポ
ー
ラ
ン
ド

北
西
部
か
ら
現
ド
イ
ツ
北
東
端
の
バ
ル
ト
海
沿
岸
地
方
の
呼
び
名
。
そ
の
か
な
り
西
部
を
オ
ド
ラ
（
ド
イ
ツ
語
「
オ
ー
デ
ル
」）
川
が
流
れ
、
シ
ュ
チ
ェ
チ

ン
海ザ

レ

フ
岸
湖
で
バ
ル
ト
海
に
注
い
で
い
る
。
シ
ュ
チ
ェ
チ
ン
海ザ

レ

フ
岸
湖
の
西
側
の
小
部
分
が
大
雑
把
に
言
っ
て
現
ド
イ
ツ
領
フ
ォ
ア
ポ
ン
メ
ル
ン
、
残
余
（
こ
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れ
が
大
部
分
）
が
現
ポ
ー
ラ
ン
ド
領
。
そ
の
西
側
の
中
心
都
市
が
シ
ュ
チ
ェ
チ
ン
、
東
側
の
中
心
都
市
が
グ
ダ
ニ
ス
ク
。

 
コ
ル
バ
ッ
ツ　

Colbetz.　

ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
上
記
の
ご
と
く
綴
っ
て
い
る
が
、「
コ
ル
バ
ッ
ツ
」K

olbatz 

の
誤
記
な
い
し
誤
植
な
の
で
、
片
仮
名
表

記
は
こ
れ
に
従
っ
た
。
現
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
村
コ
ウ
バ
チK

ołbacz

。
シ
ュ
チ
ェ
チ
ン
の
東
南
。

 

ゼ
ロ
フ　

Selov.　

コ
ウ
バ
チ
の
東
南
に
あ
る
現
ジ
ェ
レ
フ
コZelew

ko

。
同
名
の
湖
の
畔
に
あ
る
。

 

三
十
年
戦
争　

der dreißigjährige K
rieg.　

固
有
名
詞
な
の
で
現
在
の
表
記
は ,der D

reißigjährige K
rieg

, 

。
一
六
一
八
─
四
八
年
の
三
十
年
に
亘

り
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
の
版
図
を
中
心
に
荒
れ
狂
っ
た
戦
争
。
端
緒
も
継
続
理
由
も
新
旧
キ
リ
ス
ト
教
間
の
宗
教
的
対
立
で
あ
る
か
ら
「
最
後
の
宗
教
戦
争
」

と
も
呼
ば
れ
る
が
、
全
体
か
ら
見
る
と
そ
れ
は
こ
の
戦
争
の
一
面
に
過
ぎ
な
い
。
と
も
あ
れ
、
こ
の
た
め
に
ド
イ
ツ
語
圏
は
荒
廃
そ
の
極
に
達
し
た
。

 

ヴ
ァ
レ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン　

W
allenstein.　

ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
ヴ
ェ
ン
ツ
ェ
ル
・
オ
イ
ゼ
ビ
ウ
ス
・
フ
ォ
ン
・
ヴ
ァ
レ
ン
シ
ュ
タ
イ
ンA

lbrecht W
enzel 

Eusebius von W
allenstein 

（
一
五
八
三
─
一
六
三
四
）。
ボ
ヘ
ミ
ア
の
新
教
系
小
貴
族
の
出
身
だ
が
カ
ト
リ
ッ
ク
に
改
宗
、
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
フ
ェ
ル

デ
ィ
ナ
ン
ト
二
世
（
在
位
一
六
一
九
─
三
七
）
に
傭
兵
隊
長
と
し
て
仕
え
、
数
数
の
戦
功
を
立
て
て
頭
角
を
表
し
、
帝
国
軍
総
司
令
官
に
ま
で
立
身
。
最

後
に
は
皇
帝
の
疑
い
を
買
い
、
そ
の
密
勅
に
よ
り
暗
殺
さ
れ
る
。

 

シ
ュ
ト
ラ
ー
ル
ズ
ン
ト　

Stralsund.　

現
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
＝
フ
ォ
ア
ポ
ン
メ
ル
ン
州
フ
ォ
ア
ポ
ン
メ
ル
ン
＝
リ
ュ
ー
ゲ
ン
郡
の
港
湾
都
市
。
リ
ュ
ー

ベ
ッ
ク
と
対
立
も
し
た
が
、
や
が
て
緊
密
な
結
び
付
き
が
で
き
る
。
ハ
ン
ザ
同
盟
都
市
と
し
て
栄
え
た
。

 

か
の
大
き
な
海
岸
湖　

das große H
aff.　

ド
イ
ツ
語 「
シ
ュ
テ
ッ
テ
ィ
ナ
ー
海ハ

フ
岸
湖
」Stettiner H

aff 

、
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
「
海ザ

レ

フ
岸
湖
シ
ュ
チ
ェ
チ
ン
ス

キ
ー
」Zalew

 Szczecinski

。

 

デ
ィ
ヴ
ェ
ノ
ヴ
海
峡　

D
ivenow

-Strom
.　

「
デ
ィ
ヴ
ェ
ノ
ヴ
」
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
ジ
ブ
ヌ
フD

ziw
nów

 

で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
川
で
は
な
く
、
広
い
海
岸

湖
が
複
数
続
く
島
と
陸
地
の
間
の
幅
広
い
切
れ
目
な
の
で
、「
海
峡
」
と
し
た
が
、こ
の
地
方
に
は
川
の
よ
う
に
狭
い ,Strom

, （
本
来
「
流
れ
」「
川
」
の
意
）

も
あ
る
。

 

ヴ
ォ
リ
ン　

W
olllin.　

ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
上
記
の
ご
と
く
綴
っ
て
い
る
が
、
現
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
町
ヴ
ォ
リ
ンW

olin

。
同
名
の
ヴ
ォ
リ
ン
島
の
東
南
端

に
位
置
す
る
。

 

デ
ン
マ
ー
ク
王
ス
ヴ
ェ
ン
・
オ
ッ
ト
ー　

D
änenkönig Suen O

tto.　

ス
ヴ
ェ
ン
一
世Svend I. （
在
位
九
八
六
─
一
〇
一
四
）。

 

ソ
ド
ム
と
ゴ
モ
ラ　

Sodom
 und Gom

orrha.　

旧
約
聖
書
創
世
記
に
あ
る
、
天
か
ら
の
火
と
硫
黄
に
よ
り
滅
ぼ
さ
れ
た
と
い
う
都
市
。

 

デ
ン
マ
ー
ク
王
ヴ
ァ
ル
デ
マ
ー　

D
änenkönig W

aldem
ar.　

ヴ
ァ
ル
デ
マ
ー
一
世
（
在
位
一
一
四
六
─
八
二
）。

 

ヨ
ー
ム
ス
ブ
ル
ク　

Jom
sburg.　

「
ヨ
ー
ム
ス
ボ
ー
」Jom

sborg

と
も
。
九
六
〇
年
代
─
一
〇
四
三
年
バ
ル
ト
海
南
岸
に
存
在
し
た
、
と
さ
れ
る
半
伝
説

的
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
根
拠
地
。
か
つ
て
の
ヴ
ォ
リ
ン
と
同
一
視
す
る
研
究
者
も
い
る
し
、
ウ
ー
ゼ
ド
ム
島
北
西
海
岸
に
あ
っ
た
、
と
考
え
る
向
き
も
あ
る
由
。

）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（
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九
六
〇
年
代
デ
ン
マ
ー
ク
王
ハ
ー
ラ
ル
一
世
（
青
歯
王
）
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
、
一
〇
四
三
年
ノ
ル
ウ
ェ
ー
王
マ
グ
ヌ
ス
一
世
（
善
王
）
に
滅
ぼ
さ
れ
た

と
か
。

 
ヤ
ー
ミ
ン
湖　

Jam
inscher See.　

未
詳
。
ど
な
た
か
ご
高
教
を
。

 
あ
の
ミ
ュ
ッ
セ　

die M
üsse.　

未
詳
。
ど
な
た
か
ご
高
教
を
。

結
び
に
一
言
。

　

本
試
訳
冒
頭
Ｄ
Ｓ
Ｂ
一
八
五
に
登
場
す
る
「
黒

シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ェ
の
グ
レ
ー
ト
」、
デ
ン
マ
ー
ク
語
発
音
に
倣
え
ば
「
黒ソ

ー
テ
・の
グ
レ
ー
テ
」、
お
よ
び

幾
つ
か
の
デ
ン
マ
ー
ク
語
地
名
片
仮
名
表
記
に
つ
い
て
は
、
ま
た
し
て
も
東
海
大
学
文
学
部
北
欧
学
科
福
井
信
子
教
授
に
お
教
え
を
乞

う
た
。
福
井
先
生
、
ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
因
み
に
こ
の
北
ド
イ
ツ
出
身
で
あ
る
男
勝
り
の
デ
ン
マ
ー
ク
王
妃
・
摂

政
は
、
こ
の
伝
説
で
は
否
定
的
に
描
か
れ
て
い
る
が
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
民
間
伝
承
で
は
本
来
そ
う
し
た
存
在
で
は
な
い
。
デ
ン
マ
ー
ク

摂
政
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
摂
政
、
後
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
を
含
む
三
箇
国
か
ら
成
る
北
欧
連
合
王
国
の
実
質
的
支
配
者
（
一
三
九
七
─
一
四
一
二
）

だ
っ
た
偉
大
な
マ
ル
グ
レ
ー
テ
一
世
と
そ
の
イ
メ
ー
ジ
が
民
間
で
は
混
ざ
り
合
っ
て
い
る
く
ら
い
で
あ
る
。
こ
の
点
福
井
先
生
の
ご
示

唆
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、「
黒ソ

ー
テ
・の
グ
レ
ー
テ
」
の
名
誉
の
た
め
に
申
し
添
え
て
お
く
。

　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
二
〇
八
の
ラ
テ
ン
語
銘
文
の
文
法
的
解
説
に
関
し
て
は
、
親
愛
な
る
元
同
僚
西
村
淳
子
教
授
お
よ
び
先
生
の
ご
配
偶
に
手
取

り
足
取
り
の
ご
教
導
を
戴
い
た
。
西
村
先
生
ご
夫
妻
、
ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
尤
も
（
拙
い
）
訳
は
鈴
木
の
恣
意
に

よ
る
も
の
。

）（（（（）（（（（


